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　滴したたり落ちそうな濃こい緑が、あたりを覆おおっている。

　光合成する植物の、ため息の濃のう度どに呼吸が止まりそうだ。

　蒸むし暑いバリ島のジャングルで、道を見失った中なか沢ざわ潮うしおの目の前を蒼あおい蝶ちようが羽ばたいている。

　潮は、呪じゆ禁ごん師しの中の、蟲むし遣つかいだ。

　蒼い蝶は潮の使し役えき虫ちゆうだ。

　使役虫とは、呪禁師たちの操あやつる「コ」のことである。

　その蝶が、突然ひらひらと潮の指先から逃げていってしまう。

「待てよ。もう……なんで俺の命令を聞かないんだ？」

　蝶が飛ぶスピードを上げる。追いかける潮は駆かけ足になる。

　緑の厚いカーテンをひとつ開ける。

　ザクリという音がする。

　蒼い蝶がサファイアの光を落としながら点てん滅めつする。

　密度の濃い空気がふいにひらけた。

　丈たけの高い樹木が途切れる。

　暗いジャングルの中にぽかりと小さな空間が広がっていた。

　平らな場所の、そこだけは頭上に空が見えた。

　光が一筋スポットライトになって落ちる。

　光の降り注そそぐその下に、人が、いた。

　潮の蒼い蝶を寄り添そわせ、ひとりの少女が舞っている。緑の中をくるくると回転する。ピンとのばした手の指が頭上をさす。

　さされた方角になにがあるのかと、潮は思わず見上げる。

　そこにあるのは──空と太陽。

　彫ちよう像ぞうのように停止していた少女は、再び手を閃ひらめかせ、足を踏ふみ出す。

　少女の動きが美しすぎて、彼女から目が離せなくなる。

　弾はずむように軽かろやかにステップを刻きざむ足。

　踏みつぶされた下草が、彼女の足が離れると、息を吹き返したようにピンと起き上がる。少女に踏まれることで、生命力を取り戻したみたいに──。

　リズミカルな足さばきにつられ、聞こえるはずのない音楽が潮の頭の中で鳴りはじめる。

　回転する少女の指が真っ赤なブーゲンビリアの花に触ふれた。大きな唇くちびるのような花びらが少女のダンスに合わせて緩かん慢まんに開きはじめる。

　──まさか？

　目視できる速度で、花が開いていくのを見られるはずなんて、ないだろう？

　瞬まばたきをして目をゴシゴシと擦こする。

　目を閉じると無音──なのに目を開けて、踊おどる少女を見ると、音が鳴る。

　平へい衡こう感覚が崩れて力が抜けていきそうだ。無音のはずなのに、潮の中で音が鳴っているのだ。チャッ、チャッ、という小刻みなリズム。少女の旋せん回かいが速まり、潮の感じる音楽もまたスピードを上げていく。

　少女の頭の中でのみ奏かなでられるメロディが、踊ることで、潮の耳じ殻かくへと伝わっているとでもいうのか？

　だが、そのメロディが唐とう突とつに途切れる。少女の動きが停止し、まわりを羽ばたいていた蝶も滑かつ空くうをやめ、羽根を閉じて樹木に留まる。

「──違う。こうじゃないのよ。もっと……」

　少女が手を下おろしてうつむき、小声で言う。首を捻ひねり、思案顔になって吐と息いきをつく。

「もっと……こう、なのかな？」

　繰くり返し、手を上げる角度をわずかに変えて、ゆったりと身体からだを回転させて跳ちよう躍やくし──着地したのが、それまでずっと少女を見ていた潮の、すぐ目の前で──。

　そこに人がいることを予測していなかったらしい少女は、驚おどろいたせいか、地面に足をつける寸前でバランスを崩した。

「危ないっ」

　潮は思わず手を差しのばし、抱きとめようとする。

　けれどそんな心配は無用だった。

　少女は優雅な身のこなしで軽やかに身体を捻り、転倒することなく降り立つと──腰に手を当て仁に王おう立だちの姿勢になって潮を睨にらみつける。

　睨みつけたまま、少女の顔が見る見る朱色に染まっていく。

「遅いわ。あなたが到着するのがあまりにも遅いから、私、暇ひますぎて振り付けのおさらいしちゃったじゃないの。練習してるところを他人に見られるの嫌いなのにっ。しかも失敗したところ見られるなんてっ。もう、やだっ」

　怒っているのか、恥はずかしがっているのか、どっちなんだ？

　クリーム色をした肌はだ。

　光の王おう冠かんをいただいた濃いめのブラウンの髪かみ。

　天使の輪をかざしたつややかな髪が、ゆっくりと流れた。

　薄うすい一枚布をサラッと身に纏まとっただけの少女が、きらきらと光る双そう眸ぼうで潮を睨ねめつける。

「え？　遅いって？」

「あ。それちょうだい。ちょうど喉のどが渇かわいていたの」

　潮の言葉には応じず、顎あごをつんと上げて命じる。視線の先にあるのは、潮が手にしているグリーンティーのペットボトル。

「は……？　ああ、はい」

　澄すんだ声はガラス製のベルの音ね色いろのように涼すずしげだ。ぬるい風をいっとき断ち切るような清せい涼りよう感かんに潮の胸が震ふるえた。

　聞き返したり、説明を求めたりするより先に身体が動いた。少女は命じることに慣れているようだったし、潮はというと、悲しいことだが命令されることに慣れている。

「気が利きかないのね。蓋ふたを開けて」

　手渡しかけたところで、少女は眦まなじりの上がったアーモンドアイをさらにつり上げた。慌あわてて潮はペットボトルのキャップを開けて手渡した。

　そうされて当然という態度で少女が受け取り、口をつける。

「──甘くない。そういえば日本のグリーンティーには砂糖が入ってなかったんだった。駄だ目めじゃない。私は甘いものが飲みたかったのに。それにこれ、ぬるいし」

「あの……ごめんなさい」

　反射的に首をすくめて謝罪した潮は、少女がさっきから日本語を話していることに気づく。ここはバリのジャングルなのに、なんのためらいもなく日本語で話しかけられた。

　いままで樹木に留まっていた蝶が、再び舞い戻ってきて少女の左手の薬指に留まる。刹せつ那な、蝶は大きく震え、ゆっくりと姿をかき消した。蒼い輝きの残像がしばし漂ただよい──消しよう滅めつする。

「本当に気が利かないわよね。でもあなたの蝶は素す敵てき」

　消えた蝶に目を見張ったあとで、少女がそう言って微笑ほほえんだ。

「どうしてこれが俺おれの蝶だって……」

　つまり少女は、潮が呪禁師だと知っているということだ。姿を消す蝶に驚かない。使役する蝶という存在を怪け訝げんに思わず動どう揺ようもしない。

　潮の全身が総そう毛け立だつ。

　魔物や霊の存在が認知されるようになったとはいえ、『呪禁師』の存在は闇やみに紛まぎれている。普通の人びとは呪禁を使う潮のような人間がいることを知らないはず。ましてやここは日本でもなくバリ島で──。

「そんなふうに身構えなくていいわよ。挨あい拶さつしてなかったわね。はじめまして。私は、トキ。私のこと、あなたは知らないかな」

　もうひとくちペットボトルに口をつけてから、不満そうに眉まゆをひそめ、続ける。
















「知らないみたいね。出身は日本。でもいまは世界的に活かつ躍やくして注目されてるのよ。なのに、あんた誰だれっていう顔して私のこと見てたわよね。そもそもあなたをここに呼んだのは私なのに。雇こ用よう主ぬしなのに」

「そうなのか？」

　祖母の中沢聖ひじりに、いきなりバリまで連れてこられたのだ。仕事だとしか伝えられず、内容についても説明はナシ。聖はいつもそうなので、仕方ないと諦あきらめていたのだが。

「私、ダンサーなのよ」

　とても綺き麗れいな発音だった。

　ｄａｎｓｅｒ。

「なにも聞かされずにバリまで来て、なにも聞かされずにジャングルに行ってこいって言われて放り出されたの？　あなた、よっぽど強い呪禁師なのか、よっぽど馬ば鹿かにされてるのか、どっちかね」

　トキがペットボトルに残ったグリーンティーをこくこくと飲み干した。その二に択たくなら、間違いなく潮は、よっぽど馬鹿にされているほうだ。

　あまり胸を張れない類たぐいの自信なので、口には出さないことに決めた。

「ランダって知ってる？　ジャングルに棲すむ、魔ま女じよ。怖こわい、破は壊かいの女神。善よい神様とずっと闘たたかい続けているんですって。もうずっと長い長いあいだ」

　ずっと、ながい、ながい、あいだ。

　歌うような節回しで語る。

「そういうダンスがあるの。このバリに。それを見に来たの。私も踊ってみたの。真ま似ねをして踊ったの。私はダンサーだから世界中のダンスに興味がある。自分のものとして消化してステージで新しい私の踊りをつくる。そうしたら──……怖いものが来たの」

「怖い？」

「私の中にランダが取り憑ついた。でもそれを祓はらわないでほしい。私は神を宿したままで踊りたいから。だって私はダンサーだもの。わかるでしょう？　取り憑かれたなんて光栄。そのまま神を宿したステージを表現できるなら死んでもいい」

　トキが空からになったペットボトルを潮へと押しつけて寄よ越こし、きっぱりと言う。

「だけど死んだら困るってマネージャーが言うのよ。それで、あなたに仕事の依い頼らい。私の中の神を祓わずに、けれど私を殺さずに──私の次の日本でのステージを見守って、成功させて」
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　西せい暦れき二〇一一年──煌こう文ぶん二十一年。

　新東京はアンモナイトに封ふうじられた夜光虫の街だ。

　コンクリートとアスファルトで固められた地上。崩ほう壊かいしては建て直し、新たなコンクリートを塗ぬりこめて増ぞう築ちくする。

　いつしか帝都──旧東京は乾かわいたガレキと鉄てつ筋きんと泥どろクズの風化した、骨の塊かたまりになり果てていた。

　そうして都市は渦うずを巻きながら、中心から周辺へと人の夢を運んで巨大化する。

　古代遺い跡せきのように、美しかった面おも影かげだけを無む惨ざんに残して乾いている旧東京から、新東京都市が光の粒となって空へとのびている。

　闇やみを内ない包ほうした瞬またたきは、帝都の姿そのものだ。

　呪じゆ術じゆつや霊れいや魔ま物ものをも飲みこみ、すべてを「そこにある現実」ととらえたまま、人びとは経済を押し上げていく。

　どうして飛行機が空を飛ぶのかの原理は知らずとも、人は飛行機を利用できる。どうして呪じゆ詛そが成立するかの原理は呪術の専門家にまかせ、そういうこともあるのだと、魔界と隣あわせの生活を当たり前に享きよう受じゆする。

　バベルの塔さながらに、不ふ遜そんにも天を目指してビルディングが空へと突き刺さる。

　夕暮れ時にビルディングの上から地上を見み下おろしてみるといい。

　荒こう廃はいしたガレキの山の上に、ヒカリゴケのように文化がともっているのが見えるはずだ。

　文化、マネー、または権力、そして悦えつ楽らく。

　人びとを分ける虹色の指標の象しよう徴ちようが、螺ら旋せんとなって輝かがやいている。
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　第一から第九まで区切られた旧東京都市の路上──街灯に照らされて、ふたつの人影が路ろ地じに長くのびる。

　ひとりは手足の長い、小柄な少年である。

　そしてもうひとりは、その半分の身み丈たけしかない小さな老ろう婆ばであった。

　ふたりとも、テルテルボウズのようにも見える奇き妙みようなシリコン製のマントにすっぽりと身を包んでいる。

「仕事の手伝いをさせてくれることに文句はないよ。でも事前にちゃんと説明してほしいって何度も言ってるじゃん。バリ島のときだって……」

　マントのフードに覆おおわれた少年の顔立ちは、端たん正せいで人目を惹ひくものだった。

　ちょうど少年から青年へと移行する端は境ざかい期き特有の、清せい潔けつな、柔やわらかく揺ゆらぐような色いろ香かを漂ただよわせている。

　少年の名は中なか沢ざわ潮うしお。年は十六歳。

　潮は見習い呪禁師だ。

　煌文元年以降、爆ばく発はつ的に増加した霊や魔物に関わる事件を解決するために、日夜、奮ふん闘とうしている。

　そしてすぐ横に並んで歩く老婆は潮の祖母であり、中沢聖ひじりという。

「見てわからんもんは聞いてもわからん。バリのあれは、おまえが悪いわっ」

　カーッと目を見開いて聖が一いつ喝かつする。小さいくせに妙な迫はく力りよく。口から出た言葉が炎になって周囲を薙なぎ払いそうだ。

「雇こ用よう主ぬしとジャングルで会って、雇用主自みずから説明してくれたっちゅーのに、ペットボトルの緑茶を飲ませただけで『頼りないから別の人に代えて』って突き返された不ふ肖しようの孫に、いったいなにを説明したらいいのか、わしにはもうわからない……。出来の悪い孫を一人前にするために、なにをしたらいいのか」

「あの……はい。すみません。それは本当に悪かったと思ってる」

　バリ島まで連れられて、行った先で雇用主に会った途と端たん『チェンジ』と言われた。

　トキという美少女ダンサーは、ものの三十分も話をしないうちに、潮のような気が利きかない相手に守られて日本に入国するのは我が慢まんならないと癇かん癪しやくを起こして『別な人を寄よ越こして』と言い放ったのだ。

「けどあれって俺おれだけが悪いのか？　あの子は最初から怒ってたし、なんか怖こわかったし、いきなり俺のお茶奪うばって飲むし……」

「そこを愛めでるのが男たるものよ。怒っている女なんてのは可か愛わいいものじゃ」

　聖が断言する。

「無理……。見た目可愛くても、怖いもんは怖いし」

　あまり言い訳しても今度は聖が怒りだすから、小声になる。

　仕方なく潮は、バリからひとりで先に帰国した。潮の代わりを務つとめたのは、並んで歩いて小言を言っている聖である。本来ならばふたりでやるべき仕事を、聖ひとりでこなし、トキを連れて帰国した。

「あの程度で無理などとぬかすな。しかし、考えようによっては、ただ緑茶を渡しただけで相手を激げき怒どさせるほど気が利かないってのも才能だわな。どう使うか使い道がわからん才能だがなあ。わしは楽をするために潮を連れていったのに、楽ではなく苦を背負わされて、ふたり分働かされて帰ってきた。老いたわしをいますぐ労いたわれっ」

　乾いた笑いを漏もらし、居い丈たけ高だかに聖が言う。

　怪かい獣じゆうの咆ほう吼こうみたいな覇は気きを真まっ向こうからあび、我が祖母ながら、労られるようなタマじゃないよと内心でひとりごちる潮だ。

　ふいに地面から風が吹き上がり、一台の飛行車エアカーがふたりの背後で空中から降こう下かしてきた。

　ごおっという低い地鳴りに似た音とともに、飛行車のライトがふたりを照らす。

　暗い路地に、車のライトの黄色みの強い光がまっすぐに線となって照しよう射しやされる。

　飛行車はそのままふたりの頭の上すぐのところを、低空で通過していった。

　ふたりのマントの裾すそが風でめくれ上がる。

　刹せつ那な。

　それまではふたりに従って足もとにつながれていた、ふたつの影の輪りん郭かくが滲にじんだ。

　影は幼おさない子どもにスプーンを入れられたゼリーのように、ふるふると震ふるえながら原型を崩くずしていく。

　足もとを離れ、ひとつの影が、ふたつに分かれ──次々と増ぞう殖しよくをはじめる。

　その奇き怪かいな出来事を、ふたりは冷静に観察していた。

　慌あわてることもなく、ただ、互いに小さな目め配くばせを交かわす。

「ばあちゃん、どうする？」

　潮が聖に小声で問いかけた。

「どうする、て」

　聖はチッと舌を打ち、失笑交まじりの声で返す。

　自分の足から分離した影を睨にらんで、聖の小さな体たい軀くが低く沈しずんだ。

　影は燃え上がる炎のように弾はじけながら、外がい郭かくを変化させている。

　ぶるぶると小刻みに痙けい攣れんする影の動きは、生物の分ぶん娩べん前まえの力みを思わせた。

　シュッと鋭するどい音がした。

「あ、ばあちゃんっ」

　潮の警けい告こくに、

「なんじゃ？」

　間ま延のびした声で聖が応答する。

　影が膨ふくれ、そこから蛇へびのような細長い影が聖をめがけて飛んでくる。

　それを避よけて、聖は片手を頭上に掲かかげて傍かたわらのビルディングの壁面へと飛びすさった。

　同時に、聖の指からテグスのような透とう明めいな糸が放たれる。

　細く透明な糸は見た目よりずっと強度があり、接着力もある。糸はビルの壁かべにかかり、聖は蜘く蛛ものようにその糸を操あやつって宙に浮いた。

　一瞬の出来事だった。

　そこに至るまでの事のついでのように、聖が、孫息子を片手で引きずりつかむ。

　潮は、ビルの壁面につながれた蜘蛛の糸にぶら下がる聖の、もう一方の手に首筋をつかまれ、ぷらぷらと宙ちゆう吊づりにされた。

「ちょっと待てよ」

　吊られたまま、情けない声をあげてジタバタと暴れる。

　まるで猫の子のような扱いだ。あるいは風に煽あおられて干されている洗せん濯たく物もの。

　フードのついたテルテルボウズふうのマントを身に纏まとっているせいもあって、洗濯物のほうに、より近い。

「待っとったら襲おそわれとったじゃろうがっ。悠ゆう長ちようなことを」

「だからってババア、この扱あつかいはないだろうがっ」

「あ、そうかい」

　軽く肩かたをすくめて聖が手を放す。

　ひょいっと放られた、その足もとには、わらわらと不ぶ気き味みなアメーバーじみた影が動き回っていた。

「バッ……だからって放すんじゃねーっ」

　そのただなかに落下しながら、潮は叫さけび、くるりと宙で一転する。

　長い足でビルの壁面を蹴けり、反動をつけて体勢を立て直す。

　影のない場所を選んで宙で身を捻ひねり、着地した。

　にじり寄る影を蹴りつけ、大きく足をスライドさせる。

　ぐしゃりと影がつぶれた。破は裂れつする音と感かん触しよく。

「どうせ魅も鬼こじゃ。わしらの霊れい気きに引き寄せられて出てきた雑ざつ霊れいが変化したんじゃろう。別に害はない。じゃが見た目が気持ち悪いからのう、ちゃっちゃと片づけてしまわんかいっ」

　シワクチャの顔を楽しげに綻ほころばせて、聖が頭上から潮に声せい援えんを送る。

　魅鬼──あやかしである。魑ち魅み魍もう魎りよう、雑霊の類たぐいがこりかたまって変化したものを言う。

　影を立体化させたものは、どうやら雑霊であったようだ。

「俺は肉体労働専門ですからっ」

「頭もなけりゃ、ワザもなし。身体からだぐらいしか取とり柄えもなし。働けっ」

「可愛い孫に向かってそこまで言うかぁ？　大事に扱っていただいて涙がでるぜっ。ちくしょうっ」

　潮は毒づきながら、手あたり次第に魅鬼を叩たたきのめす。

「……ほれ。網あみはかけたぞっ」

　聖が空あいている側の手を使って呪まじないを組みあげた。

　ぶううううん、という低い唸うなりが鼓こ膜まくを震わせ、そのあとで宙に暗黒の穴が開く。

　縦長の切れ目のような穴が、上から下へゆっくりと裂さけていく。

　街角の模も様ようの布地に、ファスナー使いの裏ポケットをとりつけたかのようだ。

　向こうに見えるのは──闇。

　それは『闇の穴』であった。

　この世界のものではない、明らかに別の次元のものだと感じさせる真の闇が、穴の向こうに広がっている。

　潮は足もとに転がっていた、ウニのようなトゲだらけの魅鬼を穴めがけて蹴飛ばした。

　ちぎっては捨て、の勢いで虚きよ無むの穴へと蹴りこむ。

　最後の一体を放りこんだ途端に、ぎゅうっと闇が一点に集結し、穴がふさがる。

　きんちゃく袋の口をヒモで閉じていくように、闇がゆっくりと小さくなり、最後に消しよう滅めつする。

　次元のポケットは再び姿を隠かくし、当たり前の路地裏の景色だけが残る。

　聖は涼すずしげな顔をして潮の横にひらりと着地した。

　そして何事もなかったかのようにスタスタと歩きだす。

「ああ……いらん時間くったわい。まったく潮といるとろくな目にあわん。気の利かぬ孫じゃ。さっぱり労ってくれんし、このままじゃ、わしも早死にするな。過労死じゃ、過労死」

　ぶつぶつと、つぶやいている。

「待てっ。ババアっ。おいっ。ばあちゃん。俺を置いていくなーっ」

　振り向きもしないで行ってしまう聖のあとを、我に返った潮は急いで追いかけた。

「ババア。いい加減にしとかないと、寝ねてるあいだに鼻と口にティッシュ詰つめこむぞ」

　ひっそりと毒づく潮。

　寝てるあいだでもないと反撃できそうもないから、姑こ息そくなことしか考えられない。我ながら情けない。

「どうも最近、寝苦しいと思ったら。そういうことか」

　それまでスタスタと歩いていた聖が唐とう突とつに振り返ると、すわった目をして言った。

　聞いてほしくないことには地じ獄ごく耳みみ。

「潮。あとで覚かく悟ごはできておるじゃろうな？」

「……やってない。やってない」

　潮は必死に打ち消す。

「ばあちゃん。本当にそんなことやってたら、たいていの人間は死んじゃうよ。窒ちつ息そくして」

「じゃあ、ぴんぴん生きておるこのわしは人間じゃあないとでも言うのか？　馬ば鹿かにしてっ」

「だからー。やってないんだってばー」

　がしっと聖の腕うでをつかんで潮が訴うつたえる。

　対して、聖は魔ま女じよめいた微笑ほほえみを浮かべた。

　その表情に潮は言葉をなくす。

　半眼で笑っている聖はどう見ても「さてどうやって仕返しをしてくれようか」と考えているようにしか見えなかった。

　潮はぶるっと身震いして、今夜は絶対に寝るものか、と心に誓ちかう。

　寝てしまっては命が危ないかもしれない。聖なら情け容よう赦しやなく「なにか」をしてくれそうだ。想像もつかない、考えたくもない「なにか」を。

「まあ条件によっては許してやらんこともない。夜ごとおまえをいたぶるのは血のつながった祖母としては当然の権利で義務じゃが」

「そんな義務やめて……」

「人は通常それを義務教育というが」

「言わないし」

　潮の突っこみは当然無視して、聖が続ける。

「わし、今夜はひとりで遊びたい。労られたい。トキを連れてバリから帰ってから、ずっとトキについてまわっとった。今日は代理で別な人間に交こう替たいしてもらった楽しい休きゆう暇かなのに、なんで孫連れで勉強会なぞしなくてはならんのだ。不幸すぎる。そう思うだろう？」

「勉強会？　いや、聞いてないし。なにそれ。俺、いまから勉強するの？」

「言ってた。もうずっと若者にしか聞こえないというモスキート音波で『潮ちゃん今日は勉強会ですよ。一人前になるための先生をつけたので、その先生に会わせます』って言うとった」

　モスキート音波で話したことになっている部分のみ、裏声で言う。

　若者だけが受信できるという超高音の蚊かの飛ひ翔しよう音おんのような音波があるのは知っているが……。

「ばあちゃん、モスキート音で話せるのかよっ」

「当たり前じゃ、老人の嗜たしなみとして犬笛と同じ周波数の声も出せる。わしは昔、歌姫としてオペラ歌手の道を目指した過去がある」

「聞いてないし。いままで、それ一度も聞いてないし」

　聖の話すことの大半は意味不明だ。

　しかしそれが聖というもので──幼いときに事故で両親を亡なくした潮は、この祖母にあちこち連れ回されて育ったので、そんな言動に慣れている。愛しても、いる。

　口くち八はつ丁ちようでうるさい老婆だが、呪禁のワザは誰よりも強く、呪禁師として潮は聖を尊敬しているのだ。なによりここまで育ててくれた祖母のために、手伝いをしたいのだ。

「聞こえてないってことは、おまえ若者じゃないのか。モスキート音が聞こえない十六歳か……。待て、つまり潮ももう大人の階段を上のぼったり下がったり上ったり下がったり下がったりしているのかのう」

　なにに関して待てと言われたかわからないうえに、上り下りしているうちに最後はさらに下がっている計算に、くらくらする。

　聖の場合、実際にモスキート音で会話ができそうなところが質たちが悪い。どこまで冗じよう談だんでどこから本当なのか、判断がつかないのだ。

「よく考えたらおまえも十六歳。もう大人なのかもしれん。わしが引いん率そつしなくても、ひとりで先生に会うことぐらいできそうじゃ。わしが会えなくなったからと、そう言って、潮、おまえひとりで会ってきてくれるかの。まず今夜は顔合わせするだけじゃ」

「俺がひとりで？」

　先生ということは──会うのは、呪禁師仲間だ。

　日本では、闇にまつわる呪術は呪禁師たちがとりまとめている。一般的に知られている陰おん陽みよう術じゆつは、呪禁から派生して広く流る布ふしたもので、実は呪禁道のほうが古くて本家筋。

　潮はまだ、聖以外に、呪禁にたずさわる者と会ったことがない。呪禁の仕事仲間は各地に点在しているらしいが、どの相手も皆くせ者揃ぞろいとかで、一人前にならない潮を下へ手たに会わせたら怖いことになると言われ、他の呪禁師には会ったことがないのだ。

　どんな怖いことがと思うが──聖が聖なので、その他の連中もきっと変人に違いないという妙みような説得力があり、他の呪禁師たちと無理にでも会いたいという気持ちはまったく湧わいてこなかった。

「そうじゃ。ひとりで行ってこい。ここから飛行車エアカーを拾えばすぐじゃし、魅も鬼こが湧わきそうな箇か所しよは通り抜けた。危ないこともなかろう」

「あのね、俺だって魅鬼ぐらいやっつけられるようになってるよ。旧東京の抜け道を歩くたびにばあちゃんに守ってもらう必要は……」

　あれこれ言いつつ、聖は実は過保護だ。

　呪禁師は、呪まじないの力を強く持っているゆえに、常人には見えない魔物の姿を目視できるし、危害を加えられたり、呼び寄せてしまうことも多い。ここに来るまでの道中の魅鬼も、呪禁の力を持たない者たちには「なんだか暗くて、ちょっと嫌いやな雰ふん囲い気きのする場所」としか判定ができない。見えないから、気づけない。

　なのに呪禁師の一族は、幼い子どものうちから怪異を身近に感じる。そういう才能があるから呪禁師の一族となったのか、呪禁師のワザを知ることで才能が発現したのか、どちらが先かはわからないが。

　それゆえに呪禁師の一族は、いくつかの派は閥ばつに分かれているが、それぞれに皆、ある種の動物の群むれのように、複数の大人たちが、血のつながる子どもを育ちきるまで守る習わしがある。自分を守る術すべをまだ習得していない子どもたちは、常に、親や親族に守られる。

　なのに潮は、「聖ひとりに守られて」ここまで育った。早そう世せいと不ふ妊にんの血筋なのか、子し々し孫そん々そんと続くはずの血筋がどんどん尻しりすぼみとなり、呪禁師の『中沢家』で呪禁の力を持つ者は──いまや、祖母の聖と、潮のみ。

「じゃろうから──あとはひとりで行け。新東京のサクラメント・ホテルじゃ。時間はいまから一時間後。呪禁の古くからの馴な染じみでな、名前はナルセという。いや、わしもやはり行くべきかのう。なんせ潮は……」

「いいよ。俺、ひとりで平気だよ」

　潮は、一人前になりたいと、誰よりも気が急せいている。聖に守られてばかりいることが、息苦しいと感じている。でもまだまだ自分だけじゃ駄目かもしれないという不安もある。

　──なんせバリ島では三十分で雇用主にチェンジされたし。

　あのとき、なんで怒られたのかいまだに理解できないのが、よけいに痛手になっている。ミスをした理由がわかっているなら直しようもあるが、なんで怒らせたのかさっぱり不明なのだ。

「本当に？」

　疑うたぐり深そうに──そしていつになく心配そうに聖が、潮の顔を下から覗のぞきこむ。

　こうやって対たい峙じしてみれば、聖は小柄な老婆でしかない。自分よりずっと背の低い小さな祖母に、いつまでも守られ続けているわけにはいかない。

「本当に」

　答え──潮は胸を張って、笑ってみせた。
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　サクラメント・ホテルは、米国と日本の企き業ぎようの合同出資によって建設・経営されている新しいホテルだった。

　ガウディの建築物に似た独特の形状が話題になって、流行のスポットのひとつになっている。

　ビルの屋上は歯車のような先せん端たんを持ち、客室の窓はそれぞれがサメの乱ぐい歯に似た、ギザギザとしたセラミック加工のブラインドで覆おおわれている。

　魔城のような景観とは裏腹に、一歩足を踏ふみ入れるとそこは、清せい潔けつで贅ぜいをつくした内ない装そうのホテルであり、室内であった。

　人間工学に基もとづいて設計された座り心地ごこちのいいソファ。カーペット、壁かべの配色、照明の色あいも当然のこと、その照らす角度に至るまで、コンピューターで数値をはじき出して設置したものだという。

「……潮うしおくん、だね？」

　聖ひじりに告げられた約束の時間きっかりにロビーにつくと、スタスタと足早に近づいてきた男性に声をかけられた。

「はい？」

　潮が挨あい拶さつをする間もなく、男は潮の顔を両手で挟はさんでバシバシと叩たたいた。

「予想はしていたけれど、これほどひどいとは」

　驚く暇もなく、相手は愁うれいに満ちたまなざしで嘆たん息そくした。

「なんていう格かつ好こうしてくるんでしょうか？　きみは？　こんなに整った顔をしているのに、こんなテルテルボウズのようなシリコンマントを着こんで。わかってないっ。きみは自分の魅み力りよくをちっともわかってないっ。許しませんよっ。ぼくは。美に対する冒ぼう瀆とくだ。ぼくの目の保養の邪じや魔まだてをするなんて」

　まくしたてる相手に潮は呆ぼう然ぜんとする。

　潮よりも十センチほど高いところにある相手の顔を、見つめ返すことしかできない。

　潮のことを整った顔と評価したらしい男は、自みずからもまた綺き麗れいな顔をしていた。

　年齢は不ふ詳しようだ。二十歳から三十歳ぐらいまでのあいだの、どこと言われても納なつ得とくできそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　麻のスーツにニットタイ。シンプルな服装が職業も年ねん齢れいも隠かくしてしまっている。一見して綺麗だけれど、得え体たいの知れない男という感じに見える。

　ガキっぽいが男性的な潮の顔と比ひ較かくすると、いくぶん線が細く、女性的な優しい容よう貌ぼうだった。

　緩ゆるくウェーブのかかった茶色の髪かみ。前髪が長めで、額ひたいにはらはらと落ちている。うるさそうにその髪をかき上げると、髪と同じ色あいの切れ長の瞳ひとみが覗のぞく。

　杏あん仁にん型がたの瞳は涼すずしげで美しく、人形のガラスの瞳のように澄すんでいる。

　表情が豊かであるぶん、人形の持つ美しさよりも、もっと魅み惑わく的てきだ。

「脱ぬぎなさいっ。いますぐっ」

　得体の知れない印象を撒まき散らす男は、そのイメージのままいきなり妙みような発言で潮の度ど肝ぎもを抜いた。

　人形の顔立ちをしたまま、潮のマントを剝はぎ取りにかかる。

「え？　ああ？　はい～!?」

　潮は咄とつ嗟さに相手の手を払いのけ、自分のマントの合わせを両手でかき抱いだいた。
















「まさか下に何も着てないわけじゃあないだろうにっ。なぜ抵てい抗こうする？　潮くんっ。同じ男同士じゃないかっ。なにを気き兼がねしているんだ？」

「そ……そういう問題じゃあなくっ。あんたいったい誰だれなんすか？　いったいなにを？」

　マントをむしり取ろうとする男の手をかわしながら、潮がわめく。

　ホテルのロビーでいきなり顔を挟まれ、挨拶よりもなによりも先に、マントを引き剝がしにかかる相手に困こん惑わくする。

「ぼくは……鳴なる瀬せ淳じゆん也や。きみの師し匠しようでいらっしゃる聖さんの知り合いで……。えーいっ。無む駄だな抵抗はやめなさい。ホテルのロビーでこんなことをして、みっともないだろうがっ。素す直なおに脱ぎたまえっ」

　名乗られ──祖母に事前に知らされた名前との一いつ致ちに目を剝むいた。

　──この人が俺の先生になるって？

　聖もかなり奇人だが、初対面の相手の服をいきなり脱がせようとする鳴瀬もかなりのものだ。

　鳴瀬は、たんたんたんっと、癇かん癪しやくを起こしたように足を踏み鳴らした。

「なんだよっ。いったい」

　潮はぼやく。

　聖の知り合いという時点で、エキセントリックな変人ではと覚かく悟ごしていたけれど──。

「よーし。わかった」

　鳴瀬は諦あきらめたのだろうか、腰に手を当てて胸を張り、潮の顔をきつく睨にらんだ。

「そんなにそのマントが好きだというのなら、ぼくにも考えがあるよ。潮くん」

　潮は別にマントがそんなに「好き」なわけではない。

　ただ初対面の男にいきなり「脱げ」と言われて、手を出されたから抵抗しただけだ。

　呪じゆ禁ごん師しの制服のようなものなのでマントを着てはいるが、目上の相手に対して失礼であるというのなら、脱ぐことを厭いといはしない。

　逆上する鳴瀬に驚おどろきつつ、潮は弁解をしようかと口を開ける。

　いままで聖以外の呪禁師に会ったことがないのだ。

　なんらかの礼儀作法に反した行動をとっているのかもしれないが、自分ではわからない。

　しかし鳴瀬は、潮の反論を待つ気もないらしい。

「その虫のくちりぎ　くちりぎ　秋くれで春のしゅうがど打ち向いで　虫の根を切る」

　突然、印いんを結んで、凜りんとした声で呪まじないを唱となえた。

　きりりと背筋をのばし、凍こおりつくような冷たい目で潮を見る。

　鳴瀬の指が、そこだけ別の生物のように緩かん慢まんに動き、優ゆう雅がに印を結んでは、ほどく。

「な、なにすんだよおっ。いきなりっ」

　潮は反はん撃げきしようとするが、身体からだが縄なわ目めを受けたかのように動かない。

　周囲のざわめきが、ふうっと遠くなった。

　人の多いホテルのロビーが異空間に変化する。

　遮しや断だん幕まくが一枚、自分たちと周辺の人びとのあいだに下おりたような感覚。

　水の底に沈しずんだように、音が遠ざかり、目に映うつる景色が滲にじんで歪ゆがんでいる。

　聖のよく使用する、別の次元を開く呪禁のワザの応用のようなものだ。

　周囲の人にとって潮と鳴瀬は、見えない、見えているけれど気づけない二人になってしまったのだろう気配がわかった。

「なにって──虫切り、っていう呪文ですよ？」

　術を緩めないまま、鳴瀬がしれっと応じる。

「潮くんは蟲むし遣つかいが主おもだって聖さんからうかがってましたから。蟲遣いにクグツ遣い、聖さんはオールマイティーでなんでもできるけど、基本は神や霊れい媒ばいを自分に降ろす巫み女こ踊おどりですよね。ね？」

　呪禁師とひとくくりにしても、得意なワザは様々だった。潮のように蟲を使し役えきするのが得意な者もいれば、人形を操あやつるクグツ遣いもいる。聖は、あらゆるワザを使いこなすが、踊ることで魅も鬼こや霊たちを支配し、この世界と別な次元をつなぐのが得意だ。

「ね、って、なにが？」

　可か愛わいらしく首を傾かしげて笑顔を見せられても、困る。動きを封ふうじられているのに、ワザをかけてくる相手にはなんの邪じや気きも感じられないことに混乱する。

　──もう帰りたい。

　泣きたくなった。

　変人だろうとは思っていたが、いきなり笑顔でワザをしかけてくるとは想定していなかった。

　なにがなんだかわからないし、いっちゃってて怖い。

　顔をひきつらせたまま、身動きが取れず、潮の中の、いつも遣っている蟲──蒼あおい蝶ちようの声に耳を澄ます。

　虫が好くとか、虫の居所が悪いとか……人間は、精神の内部に巣すくう虫たちの声を聞く。ましてや、潮は蟲遣いだ。

　蟲は潮に噓うそをつかない。

　そして蟲は潮に、いまは非常時ではないと告げている。

　では──鳴瀬が唱えるこの呪文は？

　なんのために籠かごにとらえられ、身動きを封じられたのだろう。

　──マントを脱がすためだけにワザを？　まさかだよな。

　冷静になって考えてみようと思う。見極めなければ。

「きるむの法では切って取る　からみの法ではからんで取る　われを恨うらみるな　あぐ　十じつ方ぽう一いつ切さい邪じや魔ま外げ道どう　魍もう魎りよう鬼き神じん毒どく獣じゆう毒どく竜りゆう……」

　シャン、シャン、シャン……。

　鳴瀬が指を組みあわせて印を結び直すたびに、小さな鈴のような音が鳴る。

　鳴瀬の細い手首に、銀ぎん細ざい工くのブレスレットが幾いく重えにも巻きついていて、それが擦こすれあう音であった。

　身動きができなくなってしまった潮の様子に、鳴瀬はニッと笑った。

　白はく磁じの肌に茶色の瞳の端たん正せいな顔が、妖よう魔まの笑みを浮かべる。

「そうそう。そうやって黙だまっていてくれればいいものを」

　満足げにうなずいた鳴瀬の手が、ひらりと閃ひらめいた。

「それでは──っ、と」

　と、つぶやくと、鳴瀬は潮のマントに手をかけて、手早くひん剝いてから、もう一度笑った。

　今度は妖あやしさの消失した、イタズラの成功した子どものような、得意げな笑いだった。

　マントを剝ぎ取られると、ジーンズとシャツというこれもまた前近代的なシャレっ気のない服装の潮に、鳴瀬は無念そうなため息を吐ついた。

「マントの中もコレですか？　ぼくが今度、きみの衣装のコーディネイトしましょうかねぇ。一緒に組んで仕事をするときぐらいは、キメてくださらないと。聖さんにはそのあたりのことを、あとでじっくりと相談させていただきましょうか。……まぁ、行きましょうか。潮くん」

　シャラ……ン。

　鳴瀬が手をひらりと空中でかえす。

　次元の壁が揺ゆらいで、完全にたち消えた。

　潮たちの居場所があたりの場に溶とけこむ。

「ちょっと待ってくださいっ」

　乗り物酔よいめいた酩めい酊てい感かんを味わいながら、潮がつぶやく。

「はい？」

　振り返って首を傾げている鳴瀬の自然な微笑ほほえみに、潮の顔がひきつる。

「あなたは何者なんですかっ？」

「やだなぁ。鳴瀬淳也ですって、さっき名乗ったじゃないですか」

　ひらひらと片手を振って、軽くいなされる。

「さっきのワザは？」

「虫切りはね、蟲を使う呪禁師の、あんまり修しゆ行ぎようできてない若い子ちゃんたちには、蟲だけでなく本人にも効きいてしまう呪じゆ文もんなんですよ。潮くん、まだまだ修行不足みたいですねぇ。虫切りの呪まじないで遣い手が切られちゃうようじゃ、操られる蟲たちも可か哀わい想そうですよ」

　ハッハッハッと明るく笑われて、潮の頭に血が上のぼる。

「いったいなんであんなワザ…」

「だって抵抗したじゃないですか。マントを脱がすのに身動き封じないとと思って。ね？」

　鳴瀬は片手に持った、剝ぎ取った潮のマントをひらりと振ってみせた。

「次元を超こえてまで……そんな……」

　潮が低く唸うなる。

　きょとんとした顔で潮を見返している相手を観察する。

　どうやらそれが真実のような気がする。それ以上の裏はなさそうだ。

　けれど。

　そんなことをしてなんの意味があるのだと、理性が疑問を投げかけている。

　相手の上着を脱がせるためだけに呪禁のワザを遣うって、なにごと？

「いや～ワザをかけられたときの潮くんの顔ときたら、真剣でしたねぇ。すごく必死で。なかなかイイ目をしてました。ぼくが女なら惚ほれてますねぇ」

　鳴瀬は含ふくみ笑いをしてから、くるっと背を向けてスタスタと先に歩きはじめた。

「テストの意味もありましたけどね。聖さんの孫息子どののお手並みを、ね」

　さりげなくつけ足された台詞せりふに、潮の頰ほおが朱に染まる。

　つまりはそちらが本来の理由だったのだろう。

　これは試験だったのだ。

　無ぶ様ざまに身動きを封じられた自分が、鳴瀬にどう評価されたかは聞かずともわかった。

　聖に恥はじをかかせてしまった。

　潮は唇くちびるを嚙かむ。そのまま、鳴瀬の後ろを無言でついていった。

　恥の上うわ塗ぬりの弁解などするつもりもなく、無口になるしかなかったのだ。

「でも通常は、ああいう公おおやけの場所で派手なことしちゃダメですよ、潮くん？　ぼくの場合は特別。今回は特別」

　クスッと笑って鳴瀬がエレベーターの中に滑すべりこむ。

　窓と同じ構造の、サメの歯のような巨大な牙きばの形状をした灰色のセラミックが上下に嚙み合って、潮と鳴瀬のふたりを狭せまい密室に閉じこめて上昇していった。
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「ずいぶんしおらしくなってしまいましたねぇ」

　出で端はなをくじかれて意気消しよう沈ちんしてしまった潮の様子に、鳴瀬がうっすらと笑いながら言った。

　場所は──鳴瀬の逗とう留りゆうしているホテルの一室である。

　ひと波乱あったロビーからエレベーターで上がった七十八階。広い室内には小さいながらバー・ラウンジまで設置されている。

　潮は勧すすめられるままに座り心地のよいソファに腰を下ろし、神しん妙みような顔をつくって鳴瀬の次の言葉を待った。

「あらためて──はじめまして。鳴瀬淳也です。潮くんのことは聖さんからいろいろと伺っています。ぼくの得意は、さきほどの虫切り、あとはまぁいろいろと。呪禁師としては邪じや道どうのワザのたいてい。潮くんに伝でん授じゆするようにとの聖さんからのお言葉ですから、これからしばらくはおつきあいいただくことになりますねぇ」

「はい」

「──あら、素直。さっきとはうってかわって素直すぎるなあ。可愛いけどね」

　鳴瀬は部屋の片かた隅すみに設置されているラウンジのキャビネットから、グラスと飲み物を手に取ると肩かたをすくめてみせた。

「まぁ、どうぞ。飲んでひと息いれながら説明いたしましょう」

　差し出されたのは真っ赤な液体。血の色に似たその飲み物に、潮は眉まゆをひそめる。

　複雑なカッティングを施ほどこされた、高価そうなグラスの外側に雫しずくがついている。

　潮は唾つばを飲みこんだ。

　ちょうど喉のどが渇かわいていたのだ。

　けれど見慣れない液体に戸と惑まどって、口をつけかねている。

　まるで犬や猫のように、手渡されたグラスに鼻を突きつけてクンクンと匂においをかいでいる潮に鳴瀬が微び笑しようする。

「滋じ養よう強きよう壮そうの漢方薬ですよ。潮くんの店、『キラク堂』さんでも売ってます」

「うちでも？」

『キラク堂』は──聖が経営している漢方薬局だ。呪禁師としての中なか沢ざわ家けの名前より『キラク堂』の名のほうが、一般世界ではよく知られている。

「ＣＭでもやってるでしょ。疲つかれたときには、レッド・フラッシュって。これをぼくに薦めてくれたのは聖さんでしたけど、潮くんは飲んだことないの？　まだ若いし疲れたことなんてないから、滋養強壮ドリンクなんて必要ないか」

　鳴瀬の口元に浮かんだ微笑が、潮を馬鹿にしているもののように感じられた。

　考えすぎかもしれない。

　が、先刻、ロビーで呪禁師としての器量を計はかられたうえで「疲れたことなんてないから」と言われると、疲れるほど働いたこともないのだろうと揶や揄ゆされているような気になった。

　むっとした勢いで、潮はグラスに口をつける。

　案外と飲みやすい。ほのかに甘い液体が口こう腔くうに流れこむ。

　鳴瀬も潮のはすかいに座り、同じようにしてレッド・フラッシュを飲んだ。

「薬屋さんなのに、こういうの飲んだことないの？」

「漢方薬には強いけど、そのへんの薬局で売ってるものってあまり知らないんです」

　健康にいい生活をしているつもりはないが、お茶は飲んでも、合成着色料の入ったジュースなどは、ほぼ飲まない。記憶にないぐらい昔、化学物質にアレルギーを起こしたとかで、原則、得体の知れないものは食べるのも飲むのも禁止と言い渡されている。

　──でも、ばあちゃんの知り合いだし、変なもの出したりしないよな。うちでも売ってるっていうし。

「そんなもんなんですかね。まあ、ぼくにしてみれば聖さんは『キラク堂』のオーナーじゃなく『中沢家』の聖さんだし」

　鳴瀬にとっては『キラク堂』より『中沢家』のほうが重要らしい。呪禁師だからだろうか。

「あの……『中沢家』とずっとつきあいがあるっていうことですか？」

「一九四一年に大戦を回かい避ひするために、日本国天てん皇のうが使った強大な神しん力りきの発動で、闇世界が混乱して以来ですかね。妖よう怪かいやら魔物やら変なものがたくさん湧わいて出てきた。それで闇封じや退魔仕事にやたら駆かり出されて。特に中沢の姓せいを持つ『キラク堂』の一派は、退魔の力が強いことで有名ですし」

　いきなり歴史のおさらいがはじまってしまった。一九四一年には、鳴瀬なんてまだ生まれていなかっただろうに、そこから話をスタートされても？

「ばあちゃんとはどういう関係なんですか？　仕事仲間ですか？」

「ぼくは呪禁師としては邪道でして。主な仕事は呪禁封じなんですけれど。同族討ちというか、呪禁師同士の争いごとにのみ有ゆう益えきなワザを多く持っているんです。ダークサイドの呪禁の中でもさらに裏道の伝でん承しよう者しやなんですけれどねぇ。聖さんが、潮くんには、そういうワザが必要かもしれないとおっしゃって……」

「会話がま────ったく嚙み合ってないのは、気のせいですか？」

　聞いたことには一切答えないで、言いたいことだけ伝えてくる鳴瀬に呆あきれ、潮があえて突っこんだ。

「たぶん、最近、仕事の依い頼らいが異常に多いことと関係しているんじゃないでしょうかねぇ。魅も鬼こだって昔はこんなに次々と出現しなかったですし。最近はさらに人に取とり憑ついた鬼──人じん鬼きって呼ばれるものも多くなってきた。といっても、取り憑かれるってのは昔からあったけど。狐きつねとか蛇へびとかならまだしも、もっと力のあるものが、人に取り憑くことが多くなったのが問題で。そのあたりのことは知ってますか？」

　人鬼という存在がいて、昨さつ今こん、増えてきているということは聖が前に言っていた。ただし実際に、人が鬼と化した姿を、潮はまだ見たことはない。

「話に聞いたことはあるけど……」

「すべては天皇が霊力を放出した一九四一年からはじまっている。その年を呪禁師たちは『発現の日』と呼んでます。あのときから日本のみならず世界各国で、人ならざるものと別次元の魔や妖の力が増ぞう幅ふくした。どこかの次元で歪ゆがみができたか。もしくは大きな穴でも開いたのかもしれませんね。『発現の日』から七十年──天皇が代だい替がわりされるたびに、日本のあちこちで霊力の印が強くなっていく」

　と、そこまで語ると鳴瀬は、グラスの中身をゴクリと美お味いしそうに飲む。

　鳴瀬は潮の質問に答える気は、はなからないに違いない。

　潮に残された手段は、ただ、聞き続けるのみ。そのうちこの問わず語りの中に、潮の聞きたい答えがまざるだろう幸運を祈いのり、耳を傾かたむけるしかない。

「昔は人に憑くのは狐や蛇、せいぜいが鬼でした。神が憑くこともまれにあるが、そういうのは神職だったり巫女だったり、選ばれた者たちで、ちゃんと決められた霊場に囲まれていた。なのに現天皇が即位して、煌こう文ぶんの元号に代わって以来──霊場以外で神に取り憑かれる人たちが続出している」

「あ……神。そうか、神が憑くって」

　バリ島でダンサーのトキが言っていた。女神が取り憑いたのだ、と。

「思い当たることが？　神に憑かれた人間をどうこうするなんて、呪禁師の中でも『キラク堂』の屋号を持つ中沢家と、あとはせいぜい新しん城じよう家けぐらいでしか扱あつかえないですからね。ところで中沢家だけが、どうして表向き薬局経営なのかご存じでした？　他の呪禁師は、呪禁一本で食べてるってのに、中沢家だけ薬屋をやっている理由」

　やっと会話が嚙み合った。どこまでも鳴瀬インナーワールドに突入したままなのではと不安だったのでホッとする。

「ずっと昔のご先祖さまが、移動式の薬売りをしながら呪禁稼か業ぎようをしていたときの名残なごりって聞いてます。途中で廃はい業ぎようしてもよかったんだけど、聖ばあちゃんの趣しゆ味みもかねてって。世界各国に薬の原材料を収集しに行くのが楽しいからって」

「半分本当で半分噓かな、それ。中沢家は基本的に女系遺い伝でんの家だったんですよ。巫女の血筋というか。霊力は女性に伝わることが多く、男子に遺伝する霊力は弱いか、まったくないか。だから男たちは薬売りで金を稼かせぎ、女たちは歩き巫女として霊力を売っていた、その名残です。中沢の家はたいてい婿むこ養よう子しを取るので、婿が稼げる場としての薬売りってのもあったし」

「じゃあ……俺は」

　男に遺伝する霊力が弱いと聞き、落らく胆たんする。

　期待なんてされていないとわかっているけれど、そもそもはなから当てにされていないと第三者の鳴瀬に指し摘てきされたようで、落ちこんでしまう。

　才能なんてないのだし、黙って薬を売ってればいいのにと、暗にそういうことなんだろうか。

　けれど中沢の血筋の者は、聖を除くと、もう男の潮しか残されていない。

「そんなにあからさまにがっかりした顔しないでください。男でも、まれに能力値の高い子もいたそうですし──聖さんいわく、きみも霊力そのものはかなり高い、と。修行を積めば、聖さんに肉にく薄はくするか、追い越すことも可能かと思うので、自分以外の『男の』呪禁師に一度学ばせたいとおっしゃって、ぼくのもとに頼みにいらした」

「そうなんですか？」

　暗あん澹たんとした思いに光が差す。努力したらどうにかなるのか。

「そうです。つまりきみはいま岐き路ろに立ってるってことです。道はふたつ。『キラク堂』の店主となって漢方と店の経営について学んでいき、とっとと結婚してばんばん子作りをして血筋を伝える女子の育成に励はげむか──呪禁師として生きていくために必死で能力を開花させ、男だけど呪禁師として中沢家を発展させつつ、とっとと結婚してばんばん子作りをするか、あるいはとにかくとっとと結婚してばんばん子作りをするか」

「……ふたつだけじゃなく……増えてます。しかも子……とか、ちょっと……」

　結婚とか子作りとか。そんなこと考えられない。なにせまだ十六歳。

　思いもよらぬ方向に進む話に動揺し、潮はがぶがぶとレッド・フラッシュを飲む。なにを答えていいか、わからない。

「どちらにしろきみは、いまからものすごい勢いで恋愛をしては口く説どき回って、結婚活動に励まないとならないわけです。婚活マスターの名にかけて、あなたの結婚請うけ負おいますから安心してください」

「そっちの先生？　呪禁じゃなくて？」

「そっちもどっちもなくすべてにおいてぼくを師と仰あおげば、きみの人生は薔ば薇ら色いろです。その件に関してはこのレッド・フラッシュを賭かけてもいい」

「賭けてもって……」

　鳴瀬が自分のグラスを手に持ち、潮へ向かって乾かん杯ぱいの仕し草ぐさを見せて、中身を飲んだ。つられて潮もまたグラスに口をつけた。

　美味しいなと感じた。

　普段、お茶ばかりなので、こういったものを飲み慣れていないせいもある。

　飲み干して、テーブルにグラスを置いた途端、視界がくにゃりと歪む。

　なんだか喉から胃にかけてカーッと熱くなってきている。

　──滋養強壮って？　なんかこれ、気持ちいいけど、気持ち悪いぞ。

　潮は鳴瀬の顔を見ながらぼんやりと思う。

　人形のような顔をしている、と。

　鳴瀬は、誰かに似ている。

　口をぱくぱくさせて鳴瀬がなにかを言っている。潮の耳には入ってこない。その代わり字じ幕まくスーパーが空間に出現した。マンガの吹き出しみたいに。

　ふいに、思いついた。

　トキに似ているのだ。バリのジャングルで出会った少女。

　顔の造ぞう作さくではなく、人形のように綺麗な顔と、トータルのイメージが。

「すみません……。なんか、ふわふわします。ひょっとして、これって……カフェイン入ってました？」

　カフェインだけじゃなく、なにかもっと別の因いん子しがアレルギー反応を起こすと聞いていたが、そもそもずっとお茶以外飲んでいないので、自分がなにに弱いのかも不明だった。

　自分のことなのに、不覚。

　と、思ったときには、潮の意識はシャンペンのコルクの蓋ふたのように、ポンッと音をたてて高く飛んではずれた。

　くくくくくと、自分が意味なく笑いだしていることに気づく。だが、止まらない。潮は、笑いながら、ぱたりと倒れる。

「潮くん？　えええ、なに？」

　目を丸くして駆け寄り、潮を覗きこむ鳴瀬に、ちょっとだけ爽そう快かい感かんを覚える。驚かせてやったぜ！

「俺、なんかのアレルギーらしくて。よく知らないけど、なんか飲んだり食べたりしたら、笑いながら、騒いで、倒れたことがあるからって、お茶以外飲むの禁止されてて……」

「……聞いてないっ。聖さんからそんなことひとっことも！」

「命には別状ないけど、質たちが悪くなるから絶対に飲むなって。禁止されてたから、飲んだらどうなるか、俺も知らなくて……あああ、なんか楽しいっ。でも飲んだのは俺なんで、鳴瀬さんは気にしないで」

「噓だろ？　気にしないでったって」

「怒られるとしたら俺だから……ばあちゃんにはちゃんと俺が怒られとくから」

　これで鳴瀬が聖に叱しかりつけられたら、申し訳ないなと思ってつけ加える。でも、もうまぶたが落ちてきそうだ。眠い。

「さっきのロビーでの反応といい、きみねぇ、聖さんにちっとも似てないじゃないか？　常識的っていうか。もしかして、大人からなにか勧すすめられたら、断れないような弱気な子だった？噓だろうっ。聖さんは自分にはあんまり似てないとは言ってたけどっ。お～いっ」

　気づいたときには、鳴瀬が途と方ほうに暮れた顔をして潮の身体を揺さぶっていた。

「呼吸は──少し速いけどちゃんとしてる。脈みやくも、よし。内部の蟲も……ていうか、これ、酔っぱらってるのか？　滋養強壮剤で酔うって、潮くん、どういう体質？」

　鳴瀬が潮の首筋に触ふれ、胸に耳を押しつけ、つぶやいている。

「ごめん。もっときちんと相手をしてあげたらよかったかなぁ。聖さんとこの子だからって、先にガツンとかましとかなきゃあって思ったんだけど。聖さんの説明どおりに、まともな感性の持ち主だったり、すっごく純で健康的だなんてのが真実だったりした場合……このまま撃げき沈ちんされちゃったら、ぼく、聖さんに苛いじめられちゃいますけど？　うわ～っ。聖さんの忠告を無視したことになってしまう。普段は噓ばかりつくくせに、どうしてこんなところで本当のこと言うかなぁ、聖さんったら。失敗してしまったじゃないかあ。まじめに潮くんってすっごくイイ子なんじゃあ……」

　ガシガシと肩を揺さぶられても、潮は目をちゃんと開けることができない。睡すい魔まに捕とらえられ、意識を持っていかれる。

　睡魔は……水着を着て、遠く波間を漂いながら、クロールでやって来た。

「スイマー。……そうかぁ。泳ぐ人だぁ」

　ぼうっと言葉をつむぐ、潮の見ている幻まぼろしが鳴瀬に見えるわけもなく……。

「潮くんっ。なにっ？　正気を保たもってくれよーっ」

　鳴瀬の弱りきった声を聞きながら、潮はとうとう意識を手放した。





[image: ]






「聖さんの大事な潮くんが倒れたなんて……ぼくには言えないよぉ。勘かん弁べんしてくれよぉ。潮く～ん」

　鳴瀬の声が夢の中に侵しん入にゆうしてくる。

「ああ……だけど可愛いなぁ。ぼくがはじめて会った頃の聖さんに、少しだけ似てる。やっぱり血はつながってるんだねぇ。……聖さんが心配してただけのことはあるよ。似てるもの。こうして見ると」

　潮のまぶたの裏側に、鳴瀬の言葉が貼はりつく。

　視覚も、聴覚も、ぐちゃぐちゃに混じりあっている。

　そしてなおかつ五感が鋭えい敏びんになっているので、具合が悪いことこのうえない。

「人と縁えんの糸が結べなかった、ずっと昔の聖さんに似ている。たったひとつのお気に入りの人形だけを大事にして、どこに行くにも連れてまわっていた小さな頃の聖さんに」

　鳴瀬の感情が潮の肌に染しみるような感覚。

　出会った途端かけられた呪禁のワザの後こう遺い症しようなのか、原因に関しての判断は不能だが──鳴瀬の言葉のひとつひとつが潮の胸に真しん摯しな色を帯おびて落ちてくる。

「聖さんはきみのこと、すごく心配しているんだよ？　こんなに素直にいい子に育って、なのに他人とつながらない。どこかで拒きよ否ひしている潮くんのことを」

　潮の指に、そっと鳴瀬の手が触れる。

「……本当に、寂さびしい糸の数だ。この年頃の、こんなに生命いのちの輝かがやきのある子なのに。他人とつながる糸が、淡あわい。数も……少ないねぇ」

　鳴瀬もまた呪禁師。人と人との縁の糸が見えるのだとしたら──クグツ遣いなのだろう。クグツ遣いは、人形遣い。糸で人を、人形のように操るワザをメインに遣う。

　でも──呪禁封じがメインだと言っていたような？　呪禁封じというのが、どんなワザを得意としているのかを潮は知らないでいる。

「ぼくと……結んでもらおうか。縁の糸を。そう……ぼくには気を遣わないで。昔馴な染じみの友人のように。そういう口をきいて。そして笑って」

　言いきかされる。

　糸を結べ、と。

　気安く、つきあえ、と。

　縁の糸とは、人と人とのあいだをつなげる運命の糸だ。

　知りあい、許しあうことで絆きずなが深まり、呪禁師たちの目に見える不思議の糸として人間たちをからめとり、交差させる。

「次に会うときには、ぼくたちは友人だよ？　結んだ。勝手に結んでしまって、ごめん。だけど……」

　鳴瀬の指に身体をまさぐられる。

　潮の身体の芯しんがうずいて、くすぐられる。

　巻き取られ、引きずられて、何処いずこかへと神経がつながる。

　苦痛。そして快感。

「……おやすみ」

　潮のまぶたに、柔やわらかい言葉が、触れた。

　唱えられる呪文は、睡眠。





[image: ]






　次に気づくと、そこはキラク堂だった。

　日常的に見慣れた風景。くすんだ緑の壁紙と木目の天てん井じよう。

　潮は、店の奥の和室に敷しかれた布ふ団とんの上で仰ぎよう臥がしていた。

　傍かたわらにはうんざりとした顔の甲こう田だが正座している。甲田は気ままな経営者の聖に雇やとわれ、店主として店をまかされている。フルネームは甲田・Ｊ・アキヒト。

「あれ……？」

「ざまあねぇなぁ。潮くん。十六歳にもなって、細っこい優やさ男おとこの兄ちゃんに背負われてのご帰宅だったぜぇ？　き・み・は……どうして昔から、おかしなところでドジ踏むんでしょうねぇ？」

　ロシア系と言われても納得できそうな巨体の上に、テディベアのように愛あい嬌きようのある顔がのっかっている。

　男前ではないが、味のあるいい面つら構がまえ。いわゆる、いぶし銀のような、というやつだ。

　ミドルネームのＪがなんの略なのか、ジョンなのかジェームスなのか、それともジムなのか、決して教えてくれないせいで、ジョセフィーヌなんじゃないのか、という怖い噂うわさが流れたこともある。よく来る客のひとりに「面倒見のいい、陽気な性質がジョセフィーヌっていう感じがする」と言われて苦笑していたのは一昨年おととしのことだったか。

　実は、その噂を流したのは潮だった。

　身長百九十五センチ、体重九十キロでミドルネームがジョセフィーヌだったならたいそう笑えるだろうと思ったのだが。誰も本人の前では笑わなかったあたり、人徳なのかもしれない。あるいは恐おそれられているか。

　甲田とは、潮がまだオシメをあてていた頃からのつきあいだ。

　治ち安あんの悪いゴミ溜ための旧東京と、お上品な新東京の、ちょうど境界に位置しているキラク堂をずっと守り続けているだけあって、剛ごう胆たんな男だった。温かみもある。

　甲田の人柄のせいか、キラク堂はいつも繁はん盛じようしていた。

　表向きはただの薬局だというのに、用もないのに客が集まってくる。

「別にドジなんて……」

　潮は起き上がり、自分の頭を両の拳こぶしでゲシゲシと叩く。

　ぼうっとしていて、いまだに夢の途中のような気分だった。

「いま何時？　俺……いったい……」

「朝だよ。朝の九時。夕べ、背負われて帰宅してそのまま布団で熟じゆく睡すい。これは、あれだね。潮くん八歳のときの、あの事件の次ぐらいにみっともない失しつ態たいだね」

「うっ……」

「や～ん。なになに、それ？　キリコにも教えてっ」

　嬌きよう声せいにぎょっとして部屋の隅を見ると、そこにはいつの間にやら、常連客のひとり、キリコがいた。

　くるくると巻いた縦ロール。バービー人形のような格好をしている。

　惜おしむらくは胸が真っ平らで、股こ間かんに女にはついていないものがくっついていることだが。

　当人いわく「正しよう真しん正しよう銘めいのドラッグクイーンよぉ」──だから「クスリ屋・キラク堂」に入いり浸びたっているのだと主張している。

　男性でありながら女性美を追求する、そういう趣味と主張を持つ人種である。

　本名なのか、通り名なのかは定かではないが、キラク堂では、キリコ、と呼ばれている。

　発ガン性物質含がん有ゆう度の高そうなショッキングピンクに、黒のトリミングをほどこしたボディコンシャスなスーツが目にまぶしい。

「そう。それはねぇ……」

「言うなぁ～っ」

　嬉き々きとしてキリコに向きあった甲田に、潮はタックルをかける。

　布団から飛び出してのスライディングタックルに、甲田が後ろにひっくり返るが言葉は止まらない。

「八歳の潮くんがねぇ、モノサシでもって近所の犬に……」

「う。うわああああっ。やめてくださいっ。甲田さまっ」

　絶ぜつ叫きようして甲田の口をふさぐ潮。

「モノサシ？　犬？」

　キリコがワクワクした顔をして続きを待っている。

　潮は涙なみだ目めになって慌あわてた。知られたらキリコをはじめとしたキラク堂の常連客に、日々からかわれるネタになること必至の大だい汚お点てん。

「あ、でもあれだなぁ。モノサシよりも、十歳のときのヘアスプレーのほうが恥ずかしさにおいちゃあ、きわめつけかなぁ？」

「だめーっ。ヘアスプレーはだめぇっ。それ以上言ったら、俺、家出して二度とここに戻ってこねーからなぁっ」

　はぁはぁはぁ……。

　荒く肩で息をして、そのまま潮は力つきて甲田の上に倒れこんだ。

　ゲラゲラと甲田が大笑いしている。

　そして潮の肩を抱きとめて、背中を軽く、優しく撫なでた。

「戻ってきてほしいよなぁ。たとえ優男の兄ちゃんにおぶわれての帰宅でもなぁ。しゃあないからこの話は内ない緒しよにしておきましょうか」

　甲田は潮の身体を抱き起こし、ゴツゴツとした分厚い手のひらで潮の額をバシッとはたいてから、立ち上がった。

「じゃ。解げ毒どく剤ざいみたいなもん作ってくる。キリコ、ちょっとこのボウズ、見ててやって？」

「……別に、俺」

　部屋を出ていく甲田の背中に潮が声をかけるが、無視される。

　ちぇっ、と口を尖とがらせる潮の横で、キリコが静かに言った。

「背負われて、意識のない潮ちゃんを見て、甲田ちゃんがどんだけ心配したか。潮ちゃんはわかってんの？　心しん臓ぞう止まりかけてたわよ。あのタワシかなんかみたいに、剛ごう毛もうだらけの心臓が止まりかけてたのよ？　聖さんと潮ちゃんのいないあいだ、甲田ちゃんがどれだけ二人の無事を祈りながらこの店を守ってるのか。たまには考えてあげなさいよねぇ」

　普段と違って毒に満ちてもいない、ヘラヘラと笑い流すでもない、直ちよく截さいなキリコのその台詞せりふに虚きよをつかれて潮は黙ってしまう。

「アタシだってねぇ……。このヤワでピンキーでスマイリーな心臓ちゃんが止まっちゃったわ。それが、滋養強壮剤で酔って気絶しちゃったんだっていうんだからぁ。これからしばらく、潮ちゃん、この店の笑い者の刑に処しちゃうからねぇっ」

　イ～ッ、と顔を歪ませてキリコが宣言した。

　言い放ったその言葉のあとに続いた女王様じみた高笑いが、まだヅキヅキと痛むこめかみに突き刺ささってくる。

　潮は思わず頭を抱かかえてうつむいた。

「……そうか。そうだ。あの人っ。ホテルで会ったあの男。ばあちゃんの知り合いだっていう鳴瀬って……」

　ようやくそれまでの記憶が巻き戻される。

「おまえを置いて帰ってったよ。あとでまた連絡くれるって」

　戻ってきた甲田が障しよう子じを開けながら、教えてくれる。手にしているお盆ぼんの上には、薬を煎せんじて飲むとき用の湯飲み。傍らにお盆を置いて、潮に湯飲みを手渡したついでにテレビのスイッチパネルに軽く手をかざす。

　ぶん、という音がして空中にホログラムが浮かび上がった。

「……あ、この子」

　バリ島で潮に『チェンジ』を言い渡した少女が映っている。

「なんだっけ。トキっていったかな？　ここんとこ有名になってるダンサーだよな。そんなん潮が興味あったとは知らなかったけど」

　潮が反応したので、甲田も少女の映像にちらりと視線を飛ばす。

「いや……ああ、うん」

　甲田は、聖と潮が呪禁師であることは知っている。ただしその仕事の詳くわしい内容はわかっていない。呪まじないのようなことをして、お化けをやっつけているらしいというおぼろな理解をして、それ以上は突っこんでこない。

　甲田には霊力がなく、霊的なものはまったく見えない。あまりに魅も鬼こが集まっていると「なんだか嫌いやな気分がする」と、気配を察することがある程度。

　それでも幼いときの潮が、「見えないもの」に対して脅おびえ、逃にげ惑まどい、あるいは話しかけて対たい峙じし祓はらいのけた様子などを身近で見ているため──ふたりの仕事を「信じて」は、いた。

「トキって、アイドルタレントみたいな売り方してたダンサーよね。三年前までは鳴かず飛ばずで、途中で路線変更してお芝しば居いしてみたり、グラビア出たりしてた。なに。潮ちゃん、ああいうのが好みなの？」

　そう問いかけてくるキリコが瞬まばたきするたびに音が鳴り、風が吹きつけてきそうなド派手な睫まつげもよく見るとピンク色に塗ぬられている。

「好みっていうか。よく知らないけど……まあ、可愛いよ、ね」

　トキに仕事を依頼されたが、気に入らないとキャンセルされた──とは、キリコには言えない。キリコは潮の裏うら稼か業ぎようを知らないのだ。ただの薬局の息子だと思いこんでいる。

　潮と聖がときどきどこかに旅をするのは、漢方薬の原材料の仕入れをするためだと信じている。

「最近、化け粧しよう品ひんのＣＭにも使われてるのよね。元アイドルだったのに、いまさら年齢不詳の謎なぞのエキセントリック美少女気取りよ？　まあ綺麗だけどさ。でもダンサーだったらダンスだけで勝負しなよっていうか、化粧品のＣＭでタイアップ取って『罪深い恋に似たオーラ』ってなに、っていうね？　テーマはバリ島のジャングルですって、だからそれは踊って見せとけっていうか？」

　一気にまくしたてる勢いに押され、無口になった潮を見て、なにを誤解したのか、

「潮ちゃんたら手の届かないアイドルに入れあげてんのかよっ」

　キリコが素すに戻って野太い声で言う。

「違うっつーの。どっちかっていうと、ばあちゃんのほうが俺より詳しいっつーか……」

「聖さんが？　アイドルの追っかけにでもなった？　しかも女の子の？　なにトチくるったのかしら。耄もう碌ろく？　失われた少女時代への追つい憶おく？」

　途と端たん、バシバシと瞬きをして、キリコが小首を傾げてみせる。

　これはまた妙な噂が流れて、そのせいで聖が怒りそうだ。

「いいからいいから。キリコはトキにちょっと似てるからさ、化粧の仕方なんかよく見たら参考になんじゃない？　ほら、一緒に見ようぜ」

　甲田のひと言がキリコの機き嫌げんを直す。

「やだ。やっぱりぃ？　アタシもさ、似てるかもなって思ってたけど、自分でそんなこと言うのもなんだしさあ。まあアタシぐらいになると参考にするもなにもないけどぉ」

　潮は、その気になったキリコを放置し、映像を眺ながめる。

　──やっぱり綺麗だな。

　光が焦しよう点てんを結び、手のひらサイズの小さな少女が空間に出現している。植物の蔦つたで編あんだ椅い子すに膝ひざを揃そろえて座り、まっすぐこちらを見ている。

　薄うすい布を一枚サラッと羽は織おっただけの、剝きだしになった肩が心細げだ。

　少年にも見えるしなやかな、中性的な肢し体たい。けれどいくらか膨ふくらみかけた胸と腰の丸みで少女なのだとわかる。

『──ええ、そうです。今回のダンスのテーマはバリなんです』

　トキがにっこりと微笑んで答えている。
















　インタビューしているのは日本のタレントだ。情報番組の司会者。

　かすかに首を傾げると、濃こいブラウンの髪がさらさらと流れる。小さな卵形の顔。光を宿した星の瞳。真しん紅くの唇。

『どうしてバリ島かっていうと……ＣＭの撮さつ影えいでバリに行ったんですよね。そのときに善神と悪神との闘たたかいのダンスというのを見学させていただいて。ブラック・フル・ムーンというのがあるんです。満月ではなくて、裏の満月っていうのかな？　真の暗くら闇やみみたいな……その概がい念ねんについては私もうまく説明しきれないんですけど……』

　トキが遠くを見つめる。

　インタビュアーのうながす声に続けて、トキが頼りなげに首を振る。

『ごめんなさい。うまく説明できないんです。ただそのとき見たバリのダンサーのダンスには、たしかに神さまが宿ってたと思うんですよ。ランダという神さまが。あんなふうに踊れたらすごいなって。神がかるってこういうことなんだと思って。善とか悪とか、そういうもののシンプルな闘いのダンスに、私はとにかく感激して泣いてしまって──あんなふうに踊りたくなったんです。人間じゃなくて、神の器うつわみたいだった』

　ぼんやりと遠い目をしたままのトキ。

　すごいですね、神の器だったんですかとインタビュアーが通り一いつ遍ぺんに返す。

『すごいんです。……私のつたない説明じゃなく、みなさん、バリのあのダンスを見ていただければ伝わると思います。ええと……でもその前に、私なりにがんばってそのバリ島のダンスを再現した、新東京での次のステージを見ていただければ嬉うれしいです』

　ところで──と、インタビュアーが話の方向を変える。

　──いままではマルチな活動をされていたトキさんですが、今後は、ダンスだけに絞しぼって仕事をされるというのは本当ですか？

『マルチと言っていただけるような才能はないんですけど……そうですね、ありがたいことにドラマだったり、歌だったりも声をかけていただいて。でも、これはあちこちでお話ししていることなんですが、私、いままでの仕事、映画でもなんでも、踊ることができる役をずっといただいてきているんです。実際、三年前に、私が海外で名前を知っていただけたきっかけも、ミュージカル映画でしたし』

「……ああ、そういやそうよね。三年前までは本当にパッとしなかったのよね、この子。子役でＣＭ出たり、テレビで小芝居したりしてたけど、いまひとつ印象薄くて……。それが三年前のハリウッド映画のミュージカルで、日系の役で出て、当たったんだったわ。そんぐらいから、肩書きがダンサーになったのよね」

　はっ、と、小馬鹿にしたような鼻笑いをつけ足し、キリコが言う。

『ダンスに絞るというより、これからもダンスの勉強をしていきたいという意思表明かな？　バレエであったり、日本舞ぶ踊ようであったり、ジャズにタップダンス、あるいはフラメンコなんかも、どんどん吸収していきたいです。まだまだここからです。進化していきたいですね』

　──ありがとうございました。進化し続ける、トキさんの今後に期待ですね。

　インタビュアーのまとめに、トキがうなずいた。

　最後はいかにも営業向けのスマイルで締しめる。そういうところに、子役時代から芸能界で過ごしてきたというトキの如じよ才さいなさが透すけて見える。

　突然、ぶっ……という音と共に映像が切れた。

「なによ。潮ちゃんたらアタシのこと無視して夢中になって見て。悔くやしいっ。インタビューっていうか営業活動じゃん。笑いがないし、オチがない話なんて最低だわっ」

　キリコが潮の様子に腹を立てて、スイッチをオフにしてしまったのだ。

「まぁ、いいじゃねーか。キリコ。聖さんが好きだって言ってたから、真剣に見てたのかもしれないし。なあ、潮？」

「う……うん。そう。そうなんだ」

　甲田の助け船に、すかさず乗りこむ潮である。

「ちょっ……やめてよね。甲田ちゃん。さっきのアレも含めて、聖さんにはアタシのいまのふるまいは内緒よ。すごい仕返しされそうだし」

　慌てるキリコを見て、ニヤニヤしてしまう潮だ。キリコも聖のことが怖いのだ。

「……さっきの、耄碌しただの失われた少女時代がどうこうっての、ばあちゃんに言ってやる」

　だが、釘くぎを刺してみた潮に対して、キリコはつんと顔を上げた。

「潮ちゃんからなら別にいいわよ。そのときは告げ口なんて姑こ息そくなことする潮ちゃんが最大の悪人ってことになって、潮ちゃんが仕返しされるだけだから」

「な……」

「でも甲田ちゃんから言われたら──こっちにダメージが……」

　潮はキラク堂内ヒエラルキーにおいて最下層らしい。告げ口すらできない身分なのか。がっくり肩を落とす。

「なんて団らんしてる暇ひまないんだよな。昨日きのうの兄ちゃん、今日また潮のこと迎むかえに来るって言ってたぜ？　昼に来るって言ってたから、支し度たくしといたほうがいいんじゃないか」

　言いながら甲田が潮の額に大きな手を押し当てる。次ついで、首筋。

「──具合悪かったりするか？」

「いや」

　昨日の酩酊が噓みたいにすっきりしている。

　渡された薬やく湯とうを飲んでいないことに気づき、慌てて口をつける。くえっと変な声が出そうに苦いお茶だ。

「聞いた話じゃ昨日飲んだのはレッド・フラッシュだっていうし、たいしたこたないとは思うんだけどな。ただ、これで二度目ってことは、もうはっきりしたよな。潮は合成着色料入りだったり、化学物質がたくさん入ってるような飲み物は今後一切禁止。どういう体質なんだ？　ジュース飲むと酔っぱらうってのは？」

　甲田が眉根を寄せて真剣に考えこんでいる。

　こっちが知りたい。実際、どういう特異体質なんだ？

「レッド・フラッシュって、疲ひ労ろう回復のドリンクよね？　薬屋の息子なのに薬に弱いって、最悪ね」

　キリコが頰を両手で挟み、目を大きく見開いて、にやにやしながら言う。

「薬屋の息子むすこだからこそ化学物質に弱いんだよ。インスタントの出だ汁しの素もと使うと、喉が痒かゆくなるぐらい、敏びん感かんなんだよ。ガキんときからずっと、そう。つまりうちの潮くんは漢方薬局的に純じゆん粋すい培ばい養ようなの。いわば──おぼっちゃま？」

「な……どこがっ」

　どのへんがおぼっちゃまなんだよという抗こう議ぎは、キリコの同意でかき消える。

「言われてみればそうなのよね。おぼっちゃまで純粋培養っぽい。潮ちゃんてキラク堂のお客さんとは仲良く話してるのに、同年代の友だちってひとりもいないしさあ～。お客はみんな聖さんや甲田ちゃんの知り合いでもあるから、潮ちゃんに悪いこと教えらんないし」

「ちっちゃいときから聖さんが旅に連れ回してたからな。まともに学校も通かよってないし」

　甲田が感かん慨がい深ぶかげにつぶやく。

　両親が亡なくなって以降、聖はあらゆる場所に潮を連れていった。自分の目の届かないところに潮を置くことを危ぶんでいたのが、いまならわかる。

　聖もまた、不安だったのだ。連れ合いを亡くし──子どもを失い──孫息子だけが残されて、その子の命だけは守ろうと必死だったのだろう。

「昔の潮ちゃんて、座ざ敷しき童わら子しみたいな子だったわね、そういや。遠くからこっち覗いてて、おいでよって呼びかけたらすーっと逃げてく」

「人見知りだったんだよ」

　甲田が取りなす。

　小さなときから血筋ゆえに怪異なものを見てきた潮は──自分以外の人と、鬼や霊体の見分けがつかず、脅えて過ごしていたのだ。聖と甲田以外はみんな怖かった。

　人と霊体との見分けがつくようになって、奇怪なものを自主的に避けられるようにと聖があれこれと気を配くばり、鍛きたえてくれて以降、やっと、他者と話せるようになった。それが、ここ三年ほどの出来事だ。

「いっつも甲田ちゃんの後ろに隠れてたのに、いつの間にか大きくなって。どれ、お姉さんにどんぐらい大きくなったか見せてごらん」

　キリコの手が潮の腹にのび、着ていたシャツを裾すそから捲めくり上げて腹筋に触れる。潮が逃げようとして湯飲みをひっくり返しそうになり慌てていたら、甲田が持っていたお盆をふたりのあいだにさっと割り入れた。

「うちの潮くんマジでおぼっちゃんなんだから、姉さん、勘弁してやって」

　真顔で告げる甲田に、キリコが高音で笑う。

「甲田ちゃんに言われちゃ、仕方ないわね」

「潮くん、そのお茶飲んで、支度しような。綺麗な兄ちゃん──鳴瀬さんか、迎えに来るし、夜になったら聖さんも帰ってくる」

「そうか。ばあちゃんはまだ戻ってないの？」

「なんか深夜にお得意先から連絡来たとかで、出張だって」

　聖が言う「お得意先」は呪禁の顧こ客きやくで、「出張」は呪禁師としてのお祓いや封じのことだ。表向きは薬局なので、パッと聞いてもわからないような隠いん語ごにしてある。

「そうか。休みだって言ってたのに」

　商売繁盛は嬉しいことのはずなのに、魅も鬼こたちが増えているのだと思えばありがたく感じられない。嫌な世の中になりつつあり、暗い淀よどみがあちこちにわだかまっているような気がして。

　うつむいて潮は湯飲みの中の薬湯を飲んだ。甲田が潮のために淹いれてくれた薬湯は、苦いけれど香ばしく、美味しかった。
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　流線型のボディの両りよう脇わきに、飛び出た丸いふたつのターボジェットエンジンをつけた最新型の飛行車エアカーが、キラク堂の上で止まる。メタリック・ブルーの、砕くだいた星をまぶしたような藍あい色いろのカラーリングが日差しを浴あびてきらめいている。

　アラビアンナイトの魔法の絨じゆう毯たんのように、宙のなかほどを優ゆう雅がにキラク堂へと滑すべり降りてくる。

　ふわりと路上に停まる瞬間、内部にたたみこまれていた黒いタイヤが、空気を放出するプシューッという音とともに表出する。

　いましもそのへんで片方のタイヤを持ち上げて、放ほう尿にようしそうな雰ふん囲い気きを持つ車だ。

　無機物でも、持ち主の愛着が高じると、生命いのちのようなものを放射することがある。子どもに大事にされた人形であるとか、丁てい寧ねいに乗りこまれている車であるとか。そういったタイプの車なのだろう。ウィンカーの点てん滅めつが、はしっこくて陽気な目め配くばせのように見える。

　飛行車は、潮うしおを迎むかえに来た鳴なる瀬せの車であった。

　鳴瀬はゆっくりと助手席のドアを開けて、まるで貴婦人をエスコートするかのようにドアを手で支え、腰を折って会え釈しやくする。

「さあ潮くん。乗りたまえ」

「乗りたまえって言われても」

　躊ちゆう躇ちよして店の前で呆ぼう然ぜんと佇たたずむ潮だ。

　今日の鳴瀬は高級そうでありながら、水商売っぽいペンシルストライプの上下のスーツを着こなしている。

　タイなしでボタンをはずし、襟えり元もとを覗のぞかせた黒いシルクのシャツがヤクザものか──ヤクザに囲われている情人のようだ。手首には重ねづけされた細い銀ぎん細ざい工くのブレスレット。

　潮のあとをついて店の前まで出てきた甲こう田だが苦笑している。

「かつぎこまれた次の日には、エスコートされて外出か」

「好きでこの人と出かけたいわけじゃないけど。俺おれ」

　うさんくさげに鳴瀬の様子をうかがい見ながら、潮が応じる。

　キラク堂の常連組がわらわらと集つどい、車を眺ながめたり、鳴瀬に話しかける。

　常連組は人なつこいが、鳴瀬もまた同様らしい。

　あっという間に両者は馴な染じみ、和わ気き藹あい々あいとなごやかな雰囲気になっている。

　が、潮と甲田のふたりは店の前で腕うでを組み、人の輪の中心になった鳴瀬を遠巻きに見ながら、ぶつぶつと言いあっていた。

「そっか。鳴瀬って、あれか？」

　甲田が唐とう突とつに閃ひらめいた顔になり、ポンと手を打つ。

「あれって？」

「昔、俺が若い頃、聖ひじりさんから聞いたことがあんだよな。人形遣つかいの鳴瀬っていう奴やつの話。聖さんとよくコンビ組んで呪じゆ禁ごんの仕事していたって……。ただなあ、俺がまだ十代の頃から、二十代に見えるって聞いてて……二十年以上経っても同じ見た目ってのはありえないし、そこを考えてた」

「その、甲田さんの記憶の鳴瀬とあの鳴瀬が同一人物だとしたら……いま少なく見み積つもっても四十代ってこと？」

　ふたりは、お愛あい想そうらしきことを言って、キリコから抱ほう擁ようとともにキスを浴びている鳴瀬を同時に見る。

「どう見ても四十代には見えないなあ。──ってことは、世せ襲しゆう制せいなのか？　人形遣いの鳴瀬ってのは、あいつの父親とか？」

　胡う乱ろんなまなざしで、甲田がつぶやく。

「わからないけど。甲田さんは鳴瀬っていう人見たことないの？」

「聖さん、俺みたいな一般人が呪禁に絡からむの嫌いやがるからさ。万が一、俺が変なところに首突っこんで怪け我がするようなことになったら困るから、呪禁師関係は誰とも顔を合わせないってキラク堂に雇やとわれるときにお互い決めたから」

「そうだったね」

　甲田はかたくなにその取り決めを守っている。

　自分のためというより、聖のためなのだろう。甲田に怪我をさせたら聖が悔くやむ。聖を悲しませないために、一線を引いて、そこから出ないと決めて、その誓ちかいを守り続ける甲田のことが、潮は好きだ。

「その聖さんが俺たちに会わせてもいい人間だって判断したなら──あの鳴瀬さんは、昔に聞いた呪禁師の鳴瀬さんとは別物かなあ」

「……ううん……それは」

　甲田がどう説明を受けているかは知らないが、鳴瀬は実際に呪禁師であり、潮は鳴瀬に呪禁のワザを教えてもらうことになっている。そう言っていいのか、どうなのか。

「まあ、どっちにしろ俺が聞いたことのある鳴瀬ってのは、聖さんが過去から現在までで、唯ゆい一いつ、自分と同格だと認めた相手だって聞いてるからな。──ついでに、あれだ。潮、もうちょっと気張った格好すればよかったかもな」

　ふいに甲田は横に並ぶ潮の格好を点検するように、上から下まで眺めながらつけ加えた。

「格好？　なんで？」

　自分の、着たきりのジーンズと、ラフなシャツを見み下おろしながら尋たずねる。

「俺が聞いた噂の鳴瀬ってのは『着せ替え人形遣いの鳴瀬』って異い名みようも持っててな。気に入らない服を着ている相手を無理にでも着せ替えるらしい」

「ええっ!?」

　潮は昨日きのう、鳴瀬にワザをかけられてマントを脱ぬがされたばかりである。

「だからって本人がすごいオシャレってわけでもなく、かなり特とく殊しゆな好みなので、ある意味で公害モノだっていう話を聞いたことがある」

　甲田は重おも々おもしくうなずいた。

「あの格好、そしてキリコと衣装談義して話が合っているっぽいところ──どうも、その鳴瀬と同一人物っぽいんだが」

　指し摘てきされて鳴瀬を見れば、たしかにキリコと意気投合して、互いの衣装を批ひ評ひようしているらしい状態であった。

　立て板に水の勢いでマシンガントークをはじめているキリコの瞳ひとみが輝かがやいている。油ゆ膜まくのように、ギラギラと。

「でもなあ。年が、合わないんだよなあ。不老不死じゃあるまいし」

　甲田が首を傾げたのを見て、潮は苦笑する。

「甲田さん、二十年間、ずっと年とらない人間なんていないよ。いたら化け物だ」

「だよなあ。化け物なのかね？　あいつ」

「甲田さん、マジ？」

　思わず潮は甲田の顔を覗きこんだが、冗じよう談だんなのか本気なのか、甲田の思考は表情からは読み取れなかった。

「まあ、どっちにしろ、変わり者ってことだけはたしかだな」

　と、そう結論づけて甲田がうなずく。

「潮は、奇き矯きような行動をとる人材に好かれがちなところがあるからなあ」

「奇矯って……」

　絶句する潮。

　甲田は感かん慨がい深げにごつい顎あごを手で撫なでまわしながら、ひとりごちている。

「ゴキブリを集めて捕ほ獲かくするクスリがあるだろう？　あれはゴキブリの好きなフェロモンの匂においで呼び寄せてるんだ。潮にもそういう特殊なフェロモンがあって、特殊な人材を呼び寄せて捕獲するために、聖さんが潮を野放しにしているんじゃないか？」

「なんだよ、それ」

　鳴瀬が潮たちに向かって歩いてきた。キリコとのファッション談義にひと区切りついたらしい。

「ああ、失礼しました。潮くん。待たせてしまったねえ。こちらのお嬢じようさんとの」

　と、キリコを見つめ、鳴瀬はにっこりと極ごく上じようの笑みを浮かべ高らかに告げた。

「お話があまりにも楽しくて、ついつい長話をしてしまったよ。すまない」

「きゃあ。お嬢さんだなんて」

　キリコは自分の頰ほおを両手で挟はさんで、しあわせそうな声でうっとりとつぶやいている。

　あっという間にキリコを手なずけた鳴瀬の手しゆ腕わんは、たいしたものであった。

「潮くんとのドライヴ嬉しいなあ。楽しみにしてたんですよ」

　鳴瀬は満面の笑顔で潮に向き直った。

「潮くん、今日はさすがにシリコンマントじゃないんですねぇ。うん、うん。そのほうがいいですよ。潮くん。できればもっとこう……う～ん」

　相変わらずのジーンズとシャツという潮の全身をじっくりと眺めまわしてから、鳴瀬が首を捻ひねって考えこむ。

「俺の服を見立てにきたわけ？　違うでしょう？」

　顔を合わせるなり挨あい拶さつより先に服のチェックをされて、潮は顔をしかめる。

　甲田が横で「う～ん」と唸うなっている。

　たぶん『着せ替え人形遣いの鳴瀬』疑ぎ惑わくについて考えているのだろう。

「潮ちゃん。その口のききようはなに？　とりあえず夕べ、おぶって送ってもらったお礼ぐらい言ってもバチはあたらないんじゃなくて？」

　すっかり鳴瀬ファンになってしまったらしいキリコのゲンコツが、すかさず飛んできた。

　潮は首をすくめて舌を出す。

「いいんだよ。この人にはっ」

　答えてから、一瞬だけ自分でもいぶかしむ。

　どうして、いいんだったっけ？　こんなに気安い口きいてもいいんだったっけ？

　昨日の段階では違ったはずだ。

　おぼろげな夢の記憶が潮の中にくすぶっているが、引きずり出せるほどにはっきりとした形を保たもってはいない。

　甘い痛みを身体からだが覚えている。思い出すとゾクッとするような、後ろめたい快感が体内を走り抜ける。潮の思い出そうという努力は、その心地ここちよい体感に邪じや魔まされる。

　そのとき、鳴瀬がスイッと優美な仕し草ぐさで指を動かした。

　かすかな動きだ。

　が、潮はすぐにその動作の特異さに気づく。

　呪禁師──クグツ遣いの指さばきだ。

　鳴瀬はさりげなく、人と人とのあいだにかかる縁えんの糸を、確かめるように引いたのだ。

　引いて、弾はじく。

　弦げん楽がつ器きを扱う音楽家のように、縁の糸を使って人間関係の共きよう鳴めい音おんを響ひびかせた。

　だから鳴瀬は、キラク堂のみんなに受け入れられたのだろう。

　そして、いま、潮が見ているその目の前で、潮の糸を引いてみせた。

　すると、ワザをかけられているとわかっていても、スイッチが切り替わるように素す早ばやく潮の思考はすりかえられてしまう。

　──目の前で、ワザかけますよって仕草で、見せつけて。

　堂々としすぎていて、なにも言えなくなった。

　鳴瀬は潮の視線に感づいているらしく、おもしろがっているような、からかいを含ふくんだまなざしを注そそいでいた。

　それが潮の自じ尊そん心しんを刺し激げきした。

　ヒヨッコでタマゴだが、自分もまた呪禁師なのだ。聖の孫であり、後こう継けい者しやなのだ。

　負けるものか。

　ワザをかけられっぱなしのままでいるものか。

　昨日から今日までの自身の醜しゆう態たいを挽ばん回かいしようと思う。

　絶対に鳴瀬にひと泡あわふかせてやるのだ。

　いまひとつ乗り気ではなかった本日の鳴瀬との外出だったが、負けん気に火をつけられ、いつのまにか「行ってやるとも」という気分になっていた。

　その気持ちの転換こそが、鳴瀬の術中にはまった結果なのかもしれないが。

　聖の孫として、弟で子しとして、絶対に鳴瀬を負かしてみせる。鳴瀬からワザを教えてもらうにしても──駄だ目めな生徒だと思われたままスタートなんて、ご免めんだ。

　潮は心ひそかに、自身に気合いを入れる。

　それからキラク堂の前に横づけされた鳴瀬の車に乗りこんだ。

「行ってらっしゃ～い。お気をつけて～」

　まるで出しゆつ征せい兵士を見送るかのように、キラク堂の常連客たち一個団体が名残なごり惜おしげに手を振って潮と鳴瀬を見送ってくれたのだった。
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「昨日は大変、失礼いたしました」

　ステアリングを握にぎり、鳴瀬が片頰で微笑ほほえみながら言った。

　楽しい記憶を掘ほり起こしてでもいるような、穏おだやかな笑顔で謝罪される。

　潮がひきつった笑顔を返すと、鳴瀬はそんな潮を横目で見てから、ため息をついた。

「……でも仕方ないですよ。聖さんの弟子で、血のつながったお孫さんだっていうから、ぼくとしては最初にガツンとやりこめておかないと、こっちが一杯くわされるんじゃないかって気持ちだったんですから。きみねぇ、なんであんな人の血を受け継ついでおいて、そんなに素す直なおなの……？　ダメなものはダメって言ってくれないと困る」

　そこで口を滑らせてしまったことに気づいたのだろう。

　聖に対する鳴瀬の印象。最初にガツンとやっておかないといけない相手だと思っていること。

　もちろんその判断は正しい。潮も鳴瀬の意見に賛成だった。

　なので特に弁明も否ひ定ていもしないまま、黙だまって聞いていた。

　鳴瀬は軽く咳せき払ばらいをしてから、話を戻す。

「ところで、潮くんはいったいどこまで覚えててくれてるんですか？　神が人に憑つくという話はまた最初から説明するべきですか？」

「いや。そのへんは覚えてます」

「覚えてます？　じゃあぼくに呪禁のワザを教わるという部分は？」

「それは、祖母から聞いてます。でも……」

　本当は鳴瀬を先生にするのは、なんとなく嫌だった。

　師は聖ひとりで充じゆう分ぶんだ。

　それとも聖は、潮の呪禁の腕を見限ったということだろうか。それで鳴瀬にあとをまかせるということなのか。

　悶もん々もんといろいろな思考が渦うず巻まきはじめた潮の横で、鳴瀬が淡たん々たんと言う。

「ぼくのは邪じや法ほうですし、呪禁封ふうじですから。習ったところでそんなに活用できるとも思えませんけど」

　鳴瀬の説明はいよいようさんくさくなっていく。

「邪法？　じゃあ、どうしてそんなワザを教わるんだろう？　俺？」

　つい口に出してしまった素そ朴ぼくな疑問に、鳴瀬は眉まゆを器用に片方だけ上げておどけた顔を返す。

「さぁ？　聖さんの考えが、ぼくにわかるわけがないでしょう？　……わかったならいいんですけどね」

　最後にぼそっと、つぶやいた。

　寂さびしげで、切実な言い方に、潮は思わず顔を上げて鳴瀬の横顔を見る。

「……なんですか？　ぼくの顔がどうかしました？　自分で言うのもなんですけど綺麗な顔でしょう、ぼく？　見とれてくれてます？」

　いつもの様子でしゃあしゃあと自分からそんなことを言ってのける鳴瀬に、潮は苦笑する。

「言っておきますけど、ぼくは女性のほうが好きですから。たまに誤解されちゃうんですけどね。ほら、ぼくはあまりにも趣しゆ味みがよくて、美び貌ぼうの主ぬしだから、モラルのない快かい楽らく主しゆ義ぎ者しやだと思われがちですが、そうでもないんですよ」

「誤解って？」

「昨日の酔よっぱらった潮くんの寝ね込こみは襲おそっていないということです。そしてぼくに惚ほれてもムダだっていうことです」

　予想外の宣言に口をあんぐりと開けて聞き入る。

　惚れるつもりもないし、予定もない。

「仕事で関係する相手には男女問わず、まずこれを言っておかないとねえ。どうしてかぼくと仕事をすると、相手は仕事が終わった頃にはみんなぼくに恋してしまうんですよ」

　鳴瀬が、ほうっ、と、吐と息いきをつき、悩なやみ深げに首を左右に振った。

　潮はそんな鳴瀬の横顔を見つめる。

　ここまで筋金入りのナルシストにはいまだ会ったことがない。

　鳴瀬のナルは、ナルシストのナルか。

　とんでもない台詞せりふにもかかわらず、語る鳴瀬を馬ば鹿かにできないのは、語られていることが誇こ張ちよう含ぶくみとはいえ真実でもあるだろうと推測できるからだ。

　美貌の持ち主であることは否定できない。

　きっと仕事のついでに恋に落ちてしまう女性も多いことだろう。

　男性の、鳴瀬への恋愛指数は、潮には計はかりかねるが。

「あ、信じてませんね？　でもねえ、ぼくってモテモテなんですよ？」

　無言の潮に鳴瀬がそう続ける。

「いや……別に。信じてないとかじゃなくて」

　が、鳴瀬は潮の返事など聞いてはいない。

「ついでに言えばもうずっと片思い中なんですよねぇ。こんなに顔がよくて、スタイルがよくて、頭だってそれなりにいいし、お買い得だと思うんですけど」

「そうなんですか」

　鳴瀬が片思いをしている相手はどんな人なのだろうと想像する。まったく思いつかない。

「そりゃあ性格は悪いですけど、それ以外が満点なんだから性格ぐらい大目に見てくれていいと思うんですよ。性格なんてどうでもいいことじゃないですかっ。そうじゃないですか？」

　真剣に訴うつたえられて、言葉に詰つまる。そんなこと聞かれても。

　鳴瀬が切なげな、大きなため息をついた。

　計ったようなタイミングで轟ごう音おんが鳴り響く。

　ぶわあっ──。

　滑かつ空くう帯たいへの上昇ポイントにさしかかり、ＧＯサインが点てん滅めつし、飛行車エアカーがタイヤをたたんで浮上した。
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　潮が鳴瀬に連れていかれた先は、飛行車エアカーの立体駐ちゆう車しや場じようだった。

　夜になれば宝石を撒まき散らしたような光に飾かざりつけられる新東京も、昼のいまはただのありふれた都市にしか見えない。

　整備された高層ビルが連つらなる巨大都市の高みから地上を見下ろすと、足の裏がこそばゆいような、凍こごえた怖さにとらわれる。

　車から降りて、骨組みだけの建築物である駐車場の最頂部に、ふたりは立っている。高所特有の強きよう烈れつな風が吹きつけてくる。

　鳴瀬の柔やわらかそうな茶色の髪が、くるくると風に吹かれて踊おどっている。

　スーツの上着の裾すそが風をはらんで、マストのように膨ふくらんで翻ひるがえった。

　遙はるか向こうに、シティのビルディングの影が蜃しん気き楼ろうのように浮かんでいた。

　足もとにはごみごみしたエナジーの街、旧東京が小さくうずくまっている。

　鳴瀬は自分の車の後ろから荷物を取り出した。抱かかえるほどの大きさの、重量感のある物体を脇に置く。

　その荷物はＤＶＤの再生機だった。

　銀色のディスクを挿そう入にゆうする。

　その途と端たんに、ぽおっ、と浮かび上がる幻影。

　立体の、妖よう精せいじみた透すきとおった人の姿が空中に現れた。

　手のひらに乗るぐらいのサイズの、少女だった。

「ホログラムですよ」

　鳴瀬が言った。

「聖さんから渡されました。神が憑いた人に対する知識として、潮くんに見せるように、と。神が憑いた人の付近には時間の経過とともに邪じや霊れいが集う。神に憑かれた人はまだしも──その手下である類たぐいの邪よこしまな魔に取り憑かれた人は──」

　ホログラムで映うつし出された少女は、薄うすいピンクのレース仕立てのワンピースを着て笑っている。

　黒く長い髪がふわっと風に持ち上げられる。

　強い風だ。

　それはいま、潮たちが吹かれているこの風ではないというのに、映像の中の少女が、ここに、この目の前にいて笑っているような錯さつ覚かくを抱いだく。

「綺麗な子でしょう？　でもね。そんなふうに笑っている女の子が──」

　鳴瀬は手にしていたコントローラーのスイッチを押した。

　早送りだ。

　瞳をこらして注意深く見守ると、少女の細い二の腕のなめらかな肌はだの下で蠢うごめくものがある。

　胸、鎖さ骨こつ、喉のど、頰、額ひたいと、芋いも虫むしのような物体が少女の皮ひ膚ふの下を移動していた。

　操あやつり人形のように少女の肩かたがカクリと持ち上がる。

　続いて肘ひじが上がり、首が折れた。

　彼女は見る見る変形を続け、人間の輪りん郭かくを失っていく。

　腕の関節がふたつある。腕は長く、爪つめが鉤かぎのようになっている。背中は膨れあがり、筋肉がぱんぱんに張り、それらがそれぞれ別の動きで、蠢いている。

　それはなにかに似ていた。

　獣けもののような、人間のような、旧ふるい、想像上のもの。

　そう──鬼。

　変化した少女は人が想像し、絵に描いてきた鬼という生物に、似ていた。

　鬼の形状になった少女が、笑う。

「これは……」

　たじろぎ絶句する潮に「口を見て。なにかささやいているでしょう」と、鳴瀬が告げる。

「音が再生されないからわからないけど……よく見て。あれはこう言っている。──気持ちがいいわ。人を殺すのは気持ちがいいわ、と」

　──ああ、きもちいい。

　──きもちがいい。なんて自由。自由になったわ。

　──殺したい。殺したいわ

　ぎょっとした潮の目の前で、小さな少女の姿がよじれ、渦になった。

「なにこれ？　これが前に言ってた人じん鬼き？」

　どうしてこんなことにと凝ぎよう視しする。生き物として間違っている。人間だったものが鬼に変化し──少女が「殺したい」とつぶやくなんて。

　背筋がぞっとして粟あわ立だった。

　いつも退治している魅も鬼こたちや憑きものとはまた別な──嫌けん悪おと恐きよう怖ふ。自分と同じ人間という種族が変化していくのを目まの当たりにし、なんともいえない不安が湧わき上がる。

　鳴瀬が再びスイッチを押す。

　停止されたホログラムの色彩の渦巻きが固まって、再び映像を成す。

「そう。そして、これ。その人鬼を捕ほ縛ばくする聖さんの映像。これは最新版、昨日の夜ですね」

　静止された絵の中に、聖の姿があった。

　聖は地面に呪まじないを染しみこませるようにして、独特の足取りで進みはじめた。

　聖と、鬼と化した少女の周囲に、あやかしが集結している。

　小鬼の姿を持つもの。蛇へび。のたうつ植物の根。剝むき出しの内ない臓ぞうに似たもの。

　あやかし──魅も鬼こたちが、踊り狂くるう影が、聖の照射する光に映し出される。

　大きく、そして小さくなっては歪ゆがんでうつろう物ものの怪けの黒い影。

　その影と同じように、聖もまた揺ゆれ動き、ウ歩ほと呼ばれる呪じゆ術じゆつのステップを血の流れ落ちた床ゆかに刻きざむ。

　ウ歩は、場を鎮しずめ、自分のテリトリーへと変えるための呪術だ。結界を張るためのステップだが、力のある呪禁師のウ歩は、そこにいる霊的なものを自分の呪術の内部に取りこみ、自身に仕つかえるものへと変化させることもできる。

　前に数歩進んでは、横に、そして後ろに下がる。

　踊るようなステップ。呪術の儀ぎ式しき。

　映像だけで見る聖の闘たたかいの姿は、舞ぶ踏とうに似ていた。

　太古から伝わる、神に供く物もつを捧ささげる舞ぶ踊ようのようだ。

　必死に、命をかけて──、

「踊っているみたいだ」

　潮がぽつりと漏もらした感想に、鳴瀬も同意する。

「ぼくもたまにそう思うことがある。祈いのりのような気持ちに、ね。ぼくたちはなにか大きなものに供物を捧げているのではないかと。それが呪禁のワザなんじゃあないか、とね」

「この女の子に憑いた鬼は落ちたの？」

「まだかろうじて人の部分が残っているようだけど、ここまで変異してしまったものは、もう解き放てない」

　予感していたとおりの返事に、潮は唇くちびるを嚙かみしめる。魂たましいとあやかしとが完全に融ゆう合ごうする前ならば、丁寧にふたつを引ひき剝はがすこともできるが、肉体を変容させるほど混ざりあってしまったあとの憑きもの落としは──憑かれた肉体ごと滅めつ却きやくするしかないのだ。

　この場合、では供物は、人鬼の少女なのだろうか。

　少女の生きた魂を生いけ贄にえに差し出して、平へい穏おんを得るのだろうか。

「……怖い、でしょう？」

　鳴瀬が、ささやく。

「ぼくたちはこの世界を守っている。けれどその守り方は綺麗なものじゃあない。自分たち以外のものを生け贄にして、かろうじて平和を保っている。残ざん酷こくなものだ」

「そんな……」

「だからといって後ろめたくなることはない。かつて人類は、そうではない形で生存してきたことなどないのですから。人とは、そういうものらしいです」

　鳴瀬はシニカルに告げた。

「ああ……。だけど、人であるとはどういう意味なんでしょうねぇ。人でなくなるとは、どういうことなんでしょうねぇ。わからない」

　鳴瀬はそこで、ふつり、と映像を止めた。

　ぷちっという小さな音がして、ミニチュアサイズの聖と人鬼の映像が、揺らいで消えた。

　薄皮のようなものが見えた気がした。

　ミニチュアのホログラムの外に、映像という細さい胞ぼうを包んで固定させる、果くだ物ものの表皮のような瑞みず々みずしい皮ひ膜まくがあったように見えたのだ。

　その膜が破れて弾け、中身が拡かく散さんした。

　途切れた映像の消失寸前の揺らぎは、そんなふうに見えた。

　鳴瀬の手首の銀のブレスレットが、音を立てて鳴っている。

　立体駐車場の骨組みに立つ鳴瀬は、あらゆるものの境界を見み据すえている観察者のようだ。

　空を後ろにして、魔城のビルと恐竜の骨の影をしたがえて、臨りん界かいの地点に立ってすべてを見下ろす。

　冷たい風が、潮と鳴瀬の頰や首筋を撫でていく。

「人であるものと、人ではないものの境さかい目めはなんなのでしょうねぇ。殺さつ戮りくも、残酷さも、人のものだ。戦争やテロ、身近なささいな苛いじめ、ホロコースト……すべては人の成した事実。神が憑いた途端、神の側の視線に同調し、人をないがしろにする人類の異常さ。だとしたら人鬼たちは、なにをしたときに自分たちが人ではないと言うのだろう」

　雲が太陽を覆おおい、影が落ちる。

　決して動くことのない、固定された、生命のない骸がい骨こつのビルが黒くかすむ。

「まるであなたは人じゃないみたいな言い方をする」

　潮がつぶやく。

　押し出すようにして唇から漏れてしまった本音だ。

　鳴瀬は答えない。

　雲間から光が射した。

　銀色の柔らかい閃せん光こうが、天から触手のように鳴瀬の身体を包みこむ。

　エンジンの唸うなる音をさせて飛行車エアカーが一台、旋せん回かいしながらふたりのそばを行き過ぎた。

「──潮くんが人である証あかしをいま、見せてもらいます」

「え？」

「人鬼になった少女から憑きものを落とすことを、聖さんはためらった。それはあの女の子を殺してしまうということだから。聖さんは別次元の籠かごを作り、とりあえず人鬼をそこに閉じこめた。それが、これ」

　鳴瀬がスーツの内ポケットから小さな丸い珠たまを取り出し、潮へと突きつけた。

　直径五センチ程度の珠。びいどろのようでいて、違う。半はん透とう明めいなその珠は、独特の輝きを内側に保っていた。

　緑、朱、黄色──次々と色を変化させて小さな焰ほむらが燃えている。

　熱さを感じさせない、冷たい焰だった。

　オパールのような焰のただなかに、とても小さな影が映っている。

　少女。

　少女が珠の中に閉じこめられていた。

　少女は膝ひざを抱えた姿勢でぺたりと座りこみ、呆然と中空を見つめている。

「これ……封じの珠じゃないかよっ。琥こ珀はく珠だま？　でも蟲むしじゃない。中に人がいる？　さっきのあの……女の子？」

　特殊な色石の中に蟲などの遣い魔を封じて持ち歩き、戦いの場で解とき放ってコとして遣うのは呪禁師のワザのひとつだ。蟲が封じられるのは琥珀珠と称されている。

「聖さんとぼくからのプ・レ・ゼ・ン・ト。琥珀じゃなくてそれオパールだから。オパール。ね？」

　お茶目なウィンクを飛ばし、潮の手のひらにオパールの封じ珠を押しつける。落としたら大変なことになると思い、受け取ってはみたが──これをどうしろというのか。

　蟲じゃなく、元少女──人鬼を封じられた珠を渡されても困る。

「さ、やるよー。やっちゃうよー。封じた人じゃないとコは言うこと聞かないからね。聖さんの封じた人鬼をぼくが解き放ち、あらためて潮くんに封じ直してもらいまーす」

「え、ええええ？」

「ショータイム～」

　とんでもないことをさらりと告げ、鳴瀬が銀のブレスレットをシャラシャラと鳴らしながら印いんを結び、呪じゆ文もんを唱となえる。鳴瀬の動きに合わせ、手のひらに載のった珠が熱を持ちはじめる。

「ちょ……鳴瀬さん、本気で？」

「本気は出さない。いま本気出すのは潮くんだけね？　ぼくはお遊びでちょっと手伝ってあげるだけ」

　悪魔めいた笑い声をあげて、鳴瀬が潮から離れていく。

　潮の全身から血の気が引いていく。

「封じきれないで殺すのもアリ。判断はまかせたっ」

「ま、まかせられても？」

　その途端、手の中でオパールの珠が弾け飛んだ。

　閃光があたりを覆う。

　光の欠片かけらが散りぢりに飛び、潮の手の上にオパールの色をした焰が立つ。

　熱い。それでいて冷たい。

「封じが弾けたよ。聖さんの封印だから、やっぱりたやすく解けないね。でも、そのまま放っておいたら潮くんの手の上に人鬼が出現しちゃう。潮くん、身体使わないと。まずは、ウ歩っ」

　命じられて潮は、手のひらで長くのびるオパールの焰を支えたまま、呪術のステップを踏みはじめる。

　潮のまわりの空気が歪む。

　手が痛い。熱い。皮膚が焼けていく。

「頭も使って。なんで手のひらにそれ載せたと思ってんの？　潮くんの得意は蟲でしょう？　その蟲たちも指や手から出すのが得意なんでしょう？　完全に解き放たれた一いつ瞬しゆんに合わせて、潮くんの蟲を遣って人鬼をとらえて。手の上の範はん囲いでなら、できるはず」

　理り屈くつとしてはわかるが、自分の手の上に焰が載って、焼かれて痛い状態でそんなことを求められても。

　しかもただのコとは違う。元は自分と同じ人間だったのだと思うと躊ちゆう躇ちよが先に立つ。

　でも──やるしかないのだ。

　鬼と化した少女から、人の部分を引き剝がすことが困難なのだとしたら、葬ほうむり去るか封じるかしかない。死に未来はないが、封じておけば、いつかは少女の魂たましいも救え、憑きものを落とせるかもしれない。

　音にならない波動を伴ともなって、空気がかすかに振しん動どうしている。

　呪まじないの印を結ぶ潮の指先から淡あわい瞬またたきが生まれる。

　潮は、たわめられては溜ためられた力をすべて反動として返す若竹のように、たおやかに背をのばす。

　地中からのエネルギーをすべて吸いとり、まっすぐに立つ。

　潮の骨ばった指の先に、ぽ、と光がともった。

　蒼あおい燐りん光こう。

　沈黙のあと、ぶん、と鳴って、光が柱になった。

　潮の蝶ちようがセルロイドに似た羽根をはためかせ、飛ひ翔しようする。

　オパールの焰の中に、ホログラムの少女が揺らめいている。その周囲を潮の蝶が埋うめ尽つくす。

　肉の焦こげる臭においがあたりにたちこめる。

　潮の手のひらなのか、人鬼の少女の肉体が焼けているのか、判断がつかない。

　──弾けるっ！

　つかの間、小さくなったオパールの焰が、次の瞬間には破は裂れつしたように大きくなる。

　それに合わせ、潮は勢いよく蝶の群むれを放った。手の上だけではなく、身体全部を蝶が覆い尽くす。

　言葉を投げる。弾だん丸がんのようにして呪まじないを。

「想へ東方木禁は吾わが肝中に在あり──」

　呪文を唱え終えたあとで、声が逬ほとばしる。

　全身が痛い。手のひらが熱い。

　異い臭しゆうが漂ただよう。焦げついた臭い。

　屈くつ折せつ率りつの狂ったレンズのように空気が見えない力でたわめられ、折れまがる。

　風景がいびつに妖しく捩れ、渦を巻く。

　その先にぽっかりと暗黒のアギト。

　地界へと続く洞どう窟くつのような闇やみ。

　ふいに、閃く光。

　蒼い蝶があたりを埋めつくし、光こう芒ぼうに包まれてなにも見えなくなる。

　静せい寂じやく。

　そして──気づくと蝶も、焰も、人鬼も、すべてが消失していた。

「半分合格かなあ。解き放たれる寸前に無理やりまた押しこんだって感じなんで、聖さんの力がまだ混ざってるような？　完全な遣い魔にするには、あの人鬼の、まだかろうじて残っているわずかな人の部分に縁の糸を結ぶしかないのかなあ？」

　鳴瀬が近づいてきて、ひょいと潮の手のひらを覗きこんで、そうつぶやいた。半なかば、気を失いかけた潮の手の上に、オパールの珠が載っている。

「縁の糸を操るの、潮くん、あんまり得意じゃないですよね。この子、次に珠から出したときにうまく結んであげると、遣い魔になれそうですけどね～。それで無理だったらずっと封じておくか、それともやっぱり完全に憑きものを落とす？　落としたらあの女の子、死んじゃうし。うーん？」

　人差し指を顎にあてて思案顔だ。鳴瀬はいそいそとした仕草で手の中から珠を取り上げ、笑顔で潮のジーンズのポケットにそれを突っこんだ。

　勝手にポケットに入れるなと言いたいが、文句を言う気力もない。

「じゃあついでだからもう一本、練習しとく？　潮くんは人との縁の糸が淡あわいですよね？　昨日、確かめさせてもらいました。潮くんはその年頃にしては縁の糸が、淡く、少ない」

　鳴瀬が指を動かした。

　奇術師の手つき。

　ゆったりと優雅に、指先が白はく蛇じやのようにのたうつ。

「人と人とのあいだには、縁と呼ばれる糸がある。それを見るのも呪禁のワザのひとつ。きみとぼくとのあいだに縁の糸を結べと聖さんが言った。戦うためではなく、救うために」

　クスッと皮肉っぽく唇の端はしを上げて鳴瀬が笑う。

「結べったって……」

　潮が鳴瀬と自分のあいだを凝視すると、鳴瀬がウィンクを飛ばした。

　鳴瀬の愛車のウィンカーの点滅のように、愛あい嬌きようのあるウィンクを。

「呪禁師であるクグツ遣いは縁の糸を飛ばしたり、からめたりして武器にする。蜘く蛛もが糸で獲え物ものを巻きこむように。あるいは操るために縁の糸を使う。人形を動かすように、押して、使う。けれど呪禁封じは縁の糸を命いのち綱づなにすることができるのです。……潮くん、ぼくのことが少しでも好き？」

　突然鳴瀬は、ホログラムを映していた再生機を駐車場から蹴け落おとした。

「な……なにしてんだよっ。あんたっ」

　潮は思わず身を乗り出して、落ちていった機械を目で追う。

　見る見る小さくなって、黒い粒のようになって──路上に落ちた。

　粉々に砕けて散ったありさまが、遙か真下に見てとれる。

「大丈夫。誰かに当たることはないから。危険はないんだ、物を落としても。ここの下の道はなぜか人間歩行禁止区域だから。車も禁止。じゃあ誰がそんなところに入れるのかなぁって疑問はあるけど。金持ちと役所のやることだから、わかんないなりに勝手な理由はあるんだろうけど」

　鳴瀬は潮の手を握った。

　そして顔を近づけて、潮の瞳を覗きこんだ。

「ここがどれだけ高いか、ここから落ちたらどうなるかっていうのは、これでわかったよね？ぼくが好きなら──少しでも信じられるなら縁の糸がつながる。それを引いて」

　そう言って。

　鳴瀬は身を翻して空中に向かって飛んだ。

　ふわり、と、鳴瀬の身体は宙に浮き、そして凄すさまじい勢いで落下する。

「う──うわあああっ！」

　潮は声をあげる。

　そして、鳴瀬に向かって手をのばす。

　ストライプのスーツの裾が風でまくれてはためいている。

　ゆっくりと回転しながら、鳴瀬の身体が遠ざかる。

　ほんの数秒。

　秒にも満たないあいだ。

　潮は咄とつ嗟さにのばした自分の手の先に、神経を集中させる。

　鳴瀬の言葉の意味はわかる。かけられた謎なぞも。

　ただそれが自分にできるかどうかは、まだわからない。

　信じて縁を結ぶこと。

　たとえついこのあいだ巡めぐり会ったばかりの相手でも。

　瞬まばたきのあいだだけの友情と信頼。

　次の瞬間には崩くずれ落ちる間柄でも。

　潮の指先から、また蝶が零こぼれだす。

　実体のない、当人にだけ自じ覚かくできる「虫」。

　その虫は、いわば精神的寄生虫。

　おおかたの人間は、自身の心の深部にひそむ虫の存在に気づかないままで生しよう涯がいを終える。また、気づいても、実体化させて「遣う」ことができる者は、そういない。

　が、潮は自身の中に存在する──そして他人の中に存在する虫を見み出いだし、使し役えきすることができるのだ。

　生まれつきの才能と、幼少の頃からの聖の特訓の成果である。

　蒼い蝶の群れがはためいて、落下する鳴瀬を追いかける。

　追いすがる。

　ひとつひとつの点だった蝶が、願った刹せつ那な、糸になる。

　目に見える、たしかな形で。

　縁という、人と人をつなげる糸になる。

　潮の身体の芯しんがグズリとうねる。

　蜘蛛が糸を放出するときには、このような苦痛を伴うのかもしれない。

　いくらか開放感にも似た、溜ためこんだものを解き放つ快感のような痛みだった。

　微び妙みように混在するその感覚は、痛みだけでもなく、心地よいだけでもない。それらが複雑に絡みあった疼とう痛つうが、身体の奥から指先までじんわりと広がっていく。

　この痛み。

　潮の身体が覚えている。

　記憶の断片。夢の残ざん滓し。

　昨夜、鳴瀬は呪禁のワザで潮に糸をかけた。

　そうだ。かけられたのだ。

　この疼痛は、呪禁師である潮だからこそ感じる痛みなのだろうか。

　それとも、本来ならつながる運命ではなかった相手と、呪禁のワザで無理に糸をつなげた後こう遺い症しようなのだろうか。

　もしかすると、人と人はいつでもつながるときに、程度の差はあれ、このような感覚をお互いに共有しあいながら縁を結んでいるものなのかもしれない。

　テグス糸のように透明で、光だけを反射させる細い糸が、潮の指先から失しつ墜ついする鳴瀬へと続いている。

　糸はスルスルとのびていく。

　縁の糸は、釣つり糸のようにたわめられ、ふわりと弧こを描いて投げ出された。

　緩ゆるんでいた糸が鳴瀬の身体にかかり、ピンっと直線になってのびる。

　潮の腕に体重がかかる。

　成人男性一人分の体重に、落下の重みをプラスして。

　引きずられそうになって足を滑らせたのと同時に、重みがすうっと半減した。

　そしてあっという間に、潮の腕にかかっていた重量が消えた。

「え？」

　もしや鳴瀬とのあいだの糸が切れて、墜つい落らくしてしまったのではと、潮はおそるおそる路上を見下ろす。

　心しん臓ぞうがぎゅうっと絞しぼられたような気分だ。

　他人の生命の重み。

　それがついさっきまで見知らぬ誰かであったとしても、命の重さに変化はないのだ。物理的存在の重みには。

　いままで抽ちゆう象しよう的てきにしかとらえられなかった『生命の重さ』が潮の中で確定する。

　地球の重さは知らない。

　ただ、人間ひとりの命の重さは、これだけなのだ。

　一度預けられたものを断ち切ってしまった、その痛みが胸の奥をぎっちりと絞りあげる。

　首をのばして下を見た潮に見えたもの。

　鳴瀬は──……

　スルスルと猿さるのように、あるいは蜘蛛のように、器用に糸を上のぼってきている途中だった。

　潮を仰あおぎ見て、手を大きく振っている。

「できたじゃない？　忘れないでねぇ。そのタイミング。その真剣さをっ」

　潮の腰が、ガクンと抜けた。

　ほっとしたのと、愕がく然ぜんとしたのとで。

　からかわれているような、マジメに教えてくれたような。

　けれども、もしも失敗したなら、鳴瀬はいったいどうする気だったのだろうと思うと心臓が縮みあがる。人鬼の封じ珠しかり、縁の糸しかり。

　涼しげな顔で上りきって、スーツについたホコリを払っている鳴瀬を見ていると、潮の中で怒りがこみ上げてきた。

「あんたねっ。いったいどういうつもりでっ」

「ストップ」

　鳴瀬はしれっとした顔で、片手を潮の顔の前に突き出した。

「教えるほうも死ぬ気でやんないと、呪禁封じなんて教えられないんですよ。ぼくだってこうやって教わってきた。だから伝でん承しようする相手を選ぶんですよ。これだけは、はっきりさせておきますけどね……」

　鳴瀬は潮の顔に自身の顔を突きつけて、杏の種のようにまなじりの上がった、大きな茶色の瞳を柔らかく細めて笑った。

　相手を捩じふせる質の笑顔というものがあることを、潮ははじめて知った。

　聖の魔ま女じよめいた笑みとはまた別種の力だ。

　綺麗で、優しくて、そして圧倒的なパワーを発はつ揮きしている。

　相手を自分の支配下において、隷れい属ぞくさせるだけの力を持つ笑顔を浮かべて、鳴瀬がきっぱりと言う。

「……半はん端ぱな気持ちでぼくにくっついてたら、死ぬよ」

　きらりと鳴瀬の瞳が瞬く。

　凄すごみのある笑い。

「はい。わかりました」

　自然と鳴瀬に気け圧おされて、潮がうなずく。

　どうして悪魔みたいなババさまとか、猛もう獣じゆうみたいな巨体の兄貴がわりマッチョとか、何者なのやら得体の知れない女王さまのキリコとか……こういう人形のように綺麗な笑顔で威い圧あつしてくる、実体は妖よう怪かいなんじゃないかという年ねん齢れい不ふ詳しようの男とか……。

　自分のまわりにはそんな奴らばかりが集まってくるのだろうと思いながら。

「なに？　その目？　潮くんなにか言いたいみたいだねぇ。大丈夫だよ。ぼくは『仏の鳴瀬』と呼ばれて業界では有名なんだからっ。聖さんのお墨すみ付きっ」

　ニコリと笑うその外見は絶対的に美しいのだが。

　潮はひきつって笑い返す。

『仏の鳴瀬』という異名は、逆らう相手を確実に仏にしてしまう鳴瀬、という意味だということを実際に潮が知るのは、もっとあとのことではあったが。
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　鳴なる瀬せに送ってもらってキラク堂に帰りついたのは、もう夕暮れ時だった。

　駐ちゆう車しや場じようでの大パフォーマンスのあとも、あちこち連れ回されて、けっこうな時間がかかってしまったのだ。

　といっても後半は、呪じゆ禁ごんのワザがどうとかいうものではなく、主おもに鳴瀬の買い物につきあわされただけである。

　鳴瀬の買い物にかける情熱は、女性と同等か、もしくはそれを凌りよう駕がしていた。

　つきあって歩くだけでへとへとである。

　我ながらだらしないと思いつつも、当初の「ひと泡あわふかせてやるぜ」気分もどこへやら──鳴瀬の毒気にやられて、しおしおとあとをついていくだけの潮うしおだった。

　が、『仏の鳴瀬』のすさまじいまでの笑顔と、たしかな呪禁の技術を見てしまったあとでは、鳴瀬を放り出して自分だけ先に帰る勇気は湧わかなかったのだ。

　それに潮は──どうやら、結局──鳴瀬が嫌きらいではないのだった。

　縁えんの糸がつながった相手だからなのか、憎にくめない。

　そんなわけで、帰宅が夕方になってしまったのである。

　店の前で飛行車エアカーから降ろされ「次の授業はまた聖ひじりさんを通じて日時決めようね」と、鳴瀬に笑顔で言われたのに素す直なおにうなずく。

　あれは授業だったのか──なんなのか。

　帰りついた店先には、いつものように客たちが集つどっている。中心にいるのは甲こう田だで──キリコはまだ残っていたし、さらにツンツンと立てた赤毛が陽気なパンク野郎の柳やな瀬せとその彼女のゴスロリファッションの由ゆ奈な、いつも着流し姿なのが謎なぞめいている男、雪ゆき乃の丞じようなどもいる。

「おっかえりー、潮ちゃん。珍めずらしく、聖さん以外の人と出かけたんだって？」

　潮の姿を見つけていち早く駆かけ寄ってきたのが、由奈だ。黒くろ髪かみおかっぱのてっぺんにフリルのついた帽ぼう子しをかぶっている。くるりとした大きな瞳ひとみと、ちょっと低めの鼻がご愛あい嬌きよう。

「うん」

　すっかり疲つかれきってしまった潮は、言葉少なになっている。

　彼氏の柳瀬は、ド日本人な顔立ちなのに赤く染めた髪をパンクに立てて、耳には太いピアス、革ジャンとシルバーネックレス。そんな格好と裏腹に、柳瀬は実に優しく、細こまやかな男だ。

「妙みように疲れた顔をしているが、大丈夫か？」

「うん。元気」

「あらそう？」

　と言いながら、キリコが笑顔でするすると潮のそばに近づき、さりげなく尻しりにタッチする。

「ちょっ、キリコさんっ」

　うぎゃあという変な声とともに、身体からだを捻ひねって逃のがれた潮を見て「逃にげられるならまだ元気ってことよね。うん」とキリコが納なつ得とくした顔になっている。

「キリコさんはどういう基準で俺おれの元気度計はかってんですかっ」

「どれどれ、潮くん。──そうだな。鼻の頭も乾かわいてないし、元気そうだ」

　甲田が潮の前に立ち、顔を上うわ向むかせてチェックし追い打ちのひと言。

「猫ねこか犬を調べるみたいなチェックやめてよ。俺の鼻の頭はいつも乾いてますっ」

「そう言われてみれば、潮の鼻の頭はたいてい乾いてるな」

　慌てて振り払う潮に、ニヤニヤと甲田が笑って答える。

「当たり前だよ。いつも濡ぬれてる鼻だったらやだろ？」

　そこへ、それまで黙だまって聞いていた着流し姿の雪乃丞が、無言で、自身の鼻の頭に手を触ふれて「……濡れてる」とつぶやいた。

　雪乃丞は無口でめったに話さない。そしてたまに話すと──とてもピントのずれたことをぼそりとしゃべる。

「……雪之丞さんの鼻の頭、濡れてるの？」

　思わず聞き返してしまった潮だ。人の鼻の頭はたいてい乾いているはずだと思うのだが。

　すると雪之丞が、フ……とやたらニヒルな笑みを返し、視線をそらした。返事はない。

　肩かた先さきまである漆しつ黒こくの髪を後ろで緩ゆるく束たばね、細ほそ面おもての、歌か舞ぶ伎き役者のような顔立ちで和服姿。雪之丞は、頻ひん繁ぱんにキラク堂に来るが、いつも血止めの軟なん膏こうや抗こう生せい剤ざいなどを買っていく。

　以前、仕事はなにかと尋たずねたら、真顔で「仕置き人」と言われた。

　本気なのか冗じよう談だんなのか、いまだ確かめられないでいる。

「マジ、なんか気になる。ごめん。触さわらせて」

　ぼそっとそう言った由奈が、雪之丞の鼻先をきゅっと指で摘つまんだ。ハッとしたように口を開き、鼻から手を離すと「マジだった。濡れてるわ。なんで？」と首を傾かしげる。

　途と端たん、その場にいるみんながどっと沸わき、雪之丞の鼻へと次々に手をのばす。触れて、濡れてると言っては、笑う。雪之丞は、どういうわけか、はにかんだような笑みを浮かべ、なすがままになっている。

「なんでだよ。なんで濡れてんの？」

「皮ひ脂し？　でも雪之丞さん、鼻以外の肌はさらっとしてるよ～」

「いや、水分だぜ、これ。手触りが脂あぶらじゃねーもん。これはきっと鼻じゃなくて、触れたときの雪之丞さんの指がなにかの理由で濡れてて、それが鼻の頭に移っただけじゃね？」

　みんなが雪之丞の鼻の頭が濡れている理由について、喧けん々けん囂ごう々ごうと推理しはじめる。

「そもそも雪之丞さん、犬か猫なんじゃないか」

　潮が極論を投げると、雪之丞が「──実は、母が犬だった」と静かにうなずいた。

「マジか。お母さん、犬か。犬なのか」

　柳瀬と由奈がげらげら笑って応じ、雪之丞も笑いながらうなずいている。

「ちょっとだけ」

「ちょっとだけ犬なのか」

　そうやって話しているうちに──潮は疲労が癒いえていくのがわかった。

　居い心地ごこちのいい空間。キラク堂の常連客とのやり取りは、潮にとってみれば家族の団らんに似ている。あるいは、まともに通かようことのなかった学校生活はこんな雰ふん囲い気きのものなのだろうかと、ときどき思う。

　そのとき、店のドアが開き──入って来た人物にみんなが一いつ瞬しゆん、笑いを止めた。

　見間違えようのない美び貌ぼうの少女が、ゆっくりと店の中に足を進める。花と鳥の刺し繡しゆうが入った、ふわりとした白いワンピース姿。長い手足の優ゆう雅がな動き。

　すぐあとに聖が姿を現し、ドアを閉める。

「──トキ、よね」

　キリコが、低音の男の地声でつぶやく。その声に弾はじかれたかのように、場にいたみんなが一いつ斉せいに口を開いた。

「アイドルの！　サインしてもらいたい。サイン」

　アイドルという言葉が嫌いやなのか、トキの表情に一瞬だけ険が加わる。けれど瞬しゆん時じに、にこやかな営業スマイルを浮かべる。

「なんで？　なんでトキがキラク堂になんて来るのよっ」

「キリコ。『キラク堂になんて』って失礼だな、おい」

　甲田が苦笑している。そこに、聖が言う。

「いままで内緒にしていたが、トキはわしの親戚しんせきでな」

「え……」

　それは──潮も知らなかった。初耳。

　というか──噓うそだろう？

「ひと目見ればわかるじゃろう。トキとわしは、腹違いの双ふた子ごじゃ」

「腹違いの双子？　違うお腹なかから出てきたら、もうそれ双子じゃないでしょうがっ」

　冷静なキリコの突っこみを制したのは、意外なことにトキだった。

「いまは似てなくても、あと百年ぐらい経たったら、私と聖さんがどれだけ似てるかわかると思うわ。本当に腹違いの双子なのよ。ね？」

　微笑ほほえんだまま周囲を見渡して告げ、聖に同意を求める。

「なに言ってんのよ、あんた。百年経ったらたいていのみんなが似たようなばあさんか、じいさんになるわよっ」

　打てば響ひびくようなキリコの反応。ニヤリと笑って、聖がキラク堂常連客たちの顔を見回した。

「潮、二階に上がるよ。わしの出生の秘密や、トキの出生の秘密について詳くわしく教えてやろう。しかし！　他の奴らには教えてやんないよっ」

「ズルイ。知りたいのに」

　ぷうっと唇くちびるを尖とがらせて由奈が文句を言う。

「いつかすべては伝説として誰だれかがまとめてくれるさ。そのときを待て。それはわしが金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうのダンサーだった時代に遡さかのぼる、長大な物語じゃ」

「金髪恐きよう竜りゆう時代？」

　遠い目をした聖に、雪之丞が口元を手で覆おおい考えこんだ。

「いや、違うから。それ両方違うから。そもそもばあちゃん日本人だから、金髪だったことないはずだし」

　でも巨乳だったことがあったのかもしれない。潮は知らないだけで。

　と、考えたら、恐竜だったこともあるかもしれないとも思う。なにせ聖だし。恐竜みたいなものだったことがあったとしても、おかしくはない。

「いま潮は失礼なことを考えた。透すけて見えた。許さん。孫のくせに。折せつ檻かんしてやる」

　途端、聖がとんでもない跳ちよう躍やく力りよくを見せてジャンプし、潮の頭を平手で叩たたく。

「うわ。ばあちゃん！」

「──トキさん、先に上がって。そこのレジの裏のドアから中に上がれるから。靴くつは脱ぬいで。うちは古式ゆかしい日本家か屋おくザ庶しよ民みんタイプだからな」

「はい。失礼します」

　潮たちのやり取りを無視して甲田が声をかけると、トキは感じのいい笑顔のまま周囲に軽く会え釈しやくして、するりとレジの裏へと回りこんだ。

「他のみんなもなあ、見た目にだまされるなよ。可か愛わいい顔して、トキの中身はわしと似ておるぞ。本ほん音ねで、あやつはわしの魂たましいの双子じゃ」

　トキの笑顔にやられて目尻を垂たらした柳瀬の頰ほおを、由奈がぎゅっとつねっている。雪之丞はなにを思っているのか、口元を押さえたポーズで固まっている。キリコは腕うで組ぐみをして不服そうな面つら構がまえだ。

　聖が肩を怒いからせて、トキを追うようにドアの向こうへと消えた。

「潮？　行かないと？」

　甲田にうながされ、ハッとして潮も聖たちのあとを追う。

　甲田は母親のようにして、潮がドアから出ていく寸前までぴったりとくっついてきた。

　熊くまのような巨体の男の見せる細やかな愛情に、潮も自然と笑みを漏もらす。

　みんなで騒さわいで、笑って──慣れないワザを使わされた疲れも、他人の命を一瞬だけだが請うけ負おった重さも、痛さも、すべてが少しだけ軽くなった。

　潮を見守る甲田の視線に癒やされる。

　縁。信頼。

　クグツ遣いとは、本来はこういった優しい想いで使用されるワザだったのかもしれない。

　そして──ひょっとしたら、鳴瀬は、そういうことを教えてくれようとしたのだろうか。
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「ばあちゃん？」

「ん。鳴瀬に会って少しは使いものになるようになったか」

「や……それは。ていうか、そう、封ふうじの珠たまをもらってね」

　さすがに剝むき出だしでポケットに入れたままはないだろうと、あのあとでハンカチに包んで持ち帰ってきている。

　よく考えてみれば、これは、潮にとってのはじめての封じ珠だった。潮の使し役えき蝶ちようは、気づいたときには潮の体内に隠かくれていた「蟲むし」なので、封じるための珠など遣つかったことがない。

　しかも、元が少女なのだ。封じるだけならともかく、鬼と化していたとしても、自分と同じ人間だった相手を使役するなんて、よく考えてみれば潮には納得できない話だった。

「コにしろって言われたけど……」

「抵てい抗こうがある、か？　でもあのままでは殺すしかない。せめてコとして使役してやれ。いつかおまえがわし以上の呪禁師になったら、鬼を祓はらって、あの子を救えるかもしれん。わしには無理じゃったが」

　ニヤリと笑って聖が言う。

　聖に無理だったことが自分にできるわけがないと思うが、反論はできなかった。というより、反論したくなかった。

　上がっていった二階の部屋──トキが座ざ布ぶ団とんの上に足を投げだして座っている。聖はばたばたと忙せわしなく動き回り、旅行用の鞄かばんに荷物を詰つめこみはじめた。

　──俺がばあちゃん以上の呪禁師になったら？

　さらりと告げられた言葉が潮の中で重く沈しずんだ。

　トキがいるのに、あの人じん鬼きの少女を封じた珠を出すのはためらわれ、もぞもぞと言葉を濁にごす。

「あと最低でも三年ぐらい教わったら、一人前になれそうかな。わし、一週間ほど留る守すにするから、そのあいだは鳴瀬に教わっといてくれ。一週間後のトキさんのステージで会おう」

「ステージ？」

「この可愛い顔をしたお嬢さんが、神を祓うのは許さないなんて無茶を言うから、周囲に雑ざつ霊れいが集まって、人に憑ついてまわっとる。なんせ日本の神様とは別の、バリ島の女神さんだ。わけのわからん鬼やら、魔ま物ものやらが、人に取り憑いて──たった一日、休みをもらって別な呪禁師にまかせたら、バックダンサーのひとりが憑きものに取りこまれて鬼になっちまった」

「あ……」

　それはいま、潮が忍ばせている珠に封じられた少女だ。

　トキが暗い顔になり、うつむいた。

「──知らなかったの。せいぜい自分だけが死ぬのかと思ってた。あんなふうに他人にまで影えい響きようが出るなんて……」

　低い声でつぶやいてから、顔を上げる。瞳が涙で濡れている。潤うるんだ水の膜まくが破れ、目尻から雫しずくが伝い落ちていく。

　バリのジャングルで潮を魅み了りようした高飛車さは、いまは欠片かけらもなくなっていた。意気消しよう沈ちんし、疲れきった姿。先刻までの堂々とした笑顔とは違い、弱々しく、儚はかなげな表情だ。瞬まばたきするたびに瞳から涙が転がり落ちる。

「だがあんたは踊おどるんだろう？　それでも神を祓ってくれとは言わない女だ」

「だって──。他の呪禁師は、私の周囲の人すべてまで守れなくても──中なか沢ざわ聖になら、それだけの力があるって聞いたわ。なのにあなたが、休みなんて取るからっ」

　言い返したトキの頭に聖の手がのびる。ポンと軽く頭を叩き、髪をくしゃりと撫なで、聖が苦笑を浮かべた。

「わしはあんたの、その性しよう根ねは気に入っとるよ。それこそ腹違いの双子さね。人ひとり踏ふみ台にしても──踊るんだね？」

　恫どう喝かつするような鋼はがねの声に怯ひるむでもなく、トキがたしかにうなずいた。泣いた顔のまま聖を睨にらみつける。

「ただし今回のステージまでだ。それを越えたら、わしはもう知らん。そのあとまでずっとあんただけに雇やとわれ続けてもいられないんでね。わしに仕事を頼む大金持ちは、たんといる」

「──ええ。わかってる。一週間後まで、私の周囲を守ってくれれば、それでいい」

　聖はトキから手を離し、潮を見た。

「そんなわけで、わしは危ない女神に憑かれた顧こ客きやくに二十四時間貼りつかないとならんので、留守にする。キラク堂は甲田がいるからいいし、潮の面倒は鳴瀬に頼んだ。一週間後のステージでは、鳴瀬も潮も来て、わしの手伝いをしてくれ。たぶんそのステージが、ランダという女神の最大の山場になる。わしらのやり取りを、ランダが内側で聞いてるはずじゃしな」

　そこまで言って、とぼけた顔になった聖が「そうだ。愛用のラー油も持っていかなくては。あれがないと飯めしが進まん」とつぶやいて、部屋を出た。

「ちょっ……ばあちゃん。そんな危ない仕事に」

　と止めかけて──そもそも呪禁師の仕事で危なくない仕事なんて、ひとつとしてないのだと思い直す。それでも聖がたったひとりでトキを守護するのかと思うと、恐怖に身がすくんだ。

　鬼が怖いのではなく──聖の身になにかあったらと思うと怖いのだ。さらに、鬼となった者を殺あやめるしかなくなったときの聖の気持ちを思うと、切ないのだ。

　──それが仕事だっていったって。

　もともとが魔物だったり、霊れいだったりの魅も鬼こたちを祓うのとは違う。かつては人だったものを自身の手で殺める、その重み。

　昼に駐車場から落下する鳴瀬を引き留めたときの、腕の痛みと重さを思い出す。

　ふと、自分の手を見る。潮の手は、かすかに震えている。体内に潜ひそむ蝶たちが、潮の感じように合わせて、うおんうおんと羽ばたいているのがわかる。

「どうして神様とやらを祓わないのさ」

　自然と口をついて出た台詞せりふ。顧客だとわかっていても、言い出さずにはいられなかった。人がひとり亡なくなったからと泣いているのに、それでも取り憑いた神は祓わないと言い張るトキの気持ちが理解できない。

「──踊りたいの。女神の踊りを踊って見せたいの。みんなに……。いまなら、いまの私のダンスなら、もう誰にも元アイドルって言われない踊りができる。だから……」

　トキは口ごもりながら、それでも潮をまっすぐに見て言った。

　最低だと思うことを言うとき、トキは視線をそらさないのだなと思う。後ろめたいような、嫌なことを言っている自覚を持ったまま、すべてを飲みこんで、睨みつけて、最悪なことを言ってのける言い方は──たしかに聖に似ているのかもしれない。

　それがいいことだなんて、潮にはちっとも思えないけれど。

「自分の命を大切に思えない奴は、ろくな生き方はできないよ。せいぜい自分だけが死ぬと思ってた？　そんな人間が、たとえ神を宿そうとも──誰かを感動させるダンスなんてできるもんか」

　怒りにまかせて潮は言いきる。

　トキは反論しなかった。唇を嚙かみしめて、じっと潮を見返した。勝ち気な──それでいて気弱さを奥底に湛たたえたまなざし。
















「潮、いいこと言うねえ」

　いつのまに戻ったのか、ラー油の瓶びんを手にした聖がパチパチと拍はく手しゆをする。

　ピンと張っていた空気が一気に緩み──トキが先に潮から視線をそらした。

「滋じ養よう強きよう壮そう剤ざいで酔よっぱらって倒れるふがいない男でも、さすがはわしの孫じゃ。鳴瀬につけた意味があったかね。それともわしのいままでの教育の賜たま物ものかね。おまえが中沢の家風どおりの性質じゃなくって、よかったよ」

　聖はラー油を鞄に放りこんで、ファスナーを閉じた。

「ばあちゃん、ふがいないって……」

「鳴瀬には、わしの孫に妙なものを食わせないように叱しかりつけといたが、潮も潮で、たやすく餌え付づけされるんじゃないぞ」

「餌付けなんてされてないってー」

　抗こう議ぎしたら、鼻で笑われた。

「餌付けされがちな孫しか中沢の血筋にいないのも困りもんじゃが、それはそれ。中沢の血筋が滅ほろぶとしたら、それなりの理由があるんだろうと思うとった。わしの血の中にも、滅びに納得できるもんがあった。だがそうじゃない部分もあるから、じいさんと出会って結婚もしたし、子どもも産んだんだが……潮が、なにかを変えてくれるかのう」

「そんな……なに言ってるか意味わかんない」

「それとも甲田が見守ってくれてるからかもしれんのう。潮はいい子じゃ」

　めったに褒ほめない聖に褒められると、落ちつかない。聖が優しいと嫌な気持ちになる。どうしようもない不安がこみ上げてきて、潮は情けない気分で聖を見み下おろす。

　自分よりずっと小さな老ろう婆ばの存在は、潮の中ではひどく大きい。

「それもまた愛だ」

　聖が、まるで潮の内心を透かし見たかのように、つぶやいた。

「ばあちゃんっ」

「人ではなく、神と愛を結ぶ人種もいる。そういう人間の末まつ路ろはあまり幸福じゃあないが──そういう人間のつくったものは、ときどき、人を感動させる」

　聖がちらりとトキを見た。トキが静かに立ち上がり、ごしごしと顔を擦こすり上げた。

「──一週間後にな」

　聖が手を差し出し、トキがそっと聖の手を握にぎった。つながったふたつの手を見て、潮の胸がチクリと痛んだ。なにかの縁が目の前で結ばれ──潮はその事実に不安と嫉しつ妬とを感じている。

　つないだトキの手があまりにも華きや奢しやで──細かったから。

　立ち上がったトキの身体が、緩いワンピースの中で泳いでいるような頼りなさだったから。

「くそっ」

　トキは年ねん齢れい不ふ詳しようを売りにしている。でも目の前で見たら、自分と同じぐらいの年なんだとわかってしまう。つまりよほど幼おさないときから芸能人として大人たちの中で働いて、一人前のふりをして──やっとダンスが好きだと自覚して、自分のやりたいことが見つかって──。

　潮が命の重みを実感できないでいたように、トキだって命の重みを実感できないでいたのかもしれない。そして人をひとり身近で亡くし、動どう揺ようしている。それでもまだ神を宿したまま踊りたいのだという執しゆう着ちやくは理解できないけれど──事故が起きる前のトキの未み熟じゆくさや考え不足を誹そしることは、潮にはできない。

　潮だって、似たようなものなのだから。

　潮は部屋にある薬くすり簞だん笥すからばたばたと慌あわただしく目薬を取りだす。それからティッシュも抱かかえ、両方をトキへと突きつける。

「目薬？」

「うちは薬屋だからな。やるよ。その泣いた顔のまま出てったら目立つだろ。あんた芸能人なんだし、国際的なダンサーなんだろ？　赤い目に、目薬さして。顔も洗うなり、拭ふくなりしていけ。ほら、ティッシュ」

　トキは目を瞬しばたたかせて潮を見た。潮は固まっているトキの、空あいているほうの手に目薬を無理に握らせる。

「ばあちゃんにまかせとけば、なんでもうまくいく。俺はまだ納得できてないけど、ばあちゃんが仕事として請け負ったんなら仕方ないよ」

　聖が声をあげて笑った。カッカッカッという乾いた笑い声が地鳴りのように響く。

　笑いごとじゃないというのに。潮の中ではまだ事実を飲みこめていないというのに。

「私を、あんた呼ばわりする奴なんていままでいなかった」

　しかもトキから返ってきたのはそんな台詞。

「悪かったな」

　そういえば初対面のときから、トキはそういう少女だった。高飛車で、常に誰かに命じることに慣れている美少女。

「いいわ。特別に許してあげる」

　ツンと顎あごを上げてそう言い放ち、トキは赤い目を細めて少しだけ笑ったのだった。
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　一週間のあいだ、特訓だと鳴瀬に言われたが──ホテルの部屋に呼ばれた潮が鳴瀬に教えてもらったことといったら、呪禁のワザの基本のおさらいがメインだった。

　四日過ぎたあたりで、潮の中で焦しよう燥そうが募つのる。

　初日が初日だったので、その後も過か酷こくなレッスンが続くのだと身構えていたのに。封じ珠は与えられたものの、その使い道についての指示もなにもないのだ。

　こんなふうに基き礎そ的てきなことのおさらいを続けているだけで、いいのだろうか。女神が降りたというトキを守り、その周囲の人たちを守るために、潮なりにできることがあるのでは？

　どちらにしろステージ当日までは聖ひとりでいいからと言われているが、こうやって離れていることが不安でならない。いま、聖は、なにをしているのだろう。

「で、いいですよね」

　呪じゆ術じゆつのいくつかは舞ぶ踊ように似ている。決められたステップを踏み、呪じゆ文もんを唱となえる。鳴瀬に言われ、それらを繰くり返しやって見せているのだが──鳴瀬は潮のほうを見ず、手元に持った数枚の写真を気にしている。

「鳴瀬先生？」

「先生は嫌だ。ぼくの美意識に反するので、鳴瀬さんで統一」

「……鳴瀬さん、これでいいですか？」

　美意識って、と呆あきれつつ、足を止めて鳴瀬を見やる。

「……んー、基本はできてるんだよね。呪力も強い。あとは場数と経験値ってことなのかなあ」

　潮にはジーンズ禁止令が出され、鳴瀬の見立てたシャツとパンツを着せられている。先生役の鳴瀬は、潮の洋服選びや髪型の指導には熱心なのに、肝かん心じんの呪禁のワザの伝でん授じゆにはちっとも前向きじゃない。

　しかもさっきから、潮のことは見てくれてもいないようだし。

「経験値はホテルでこもってても増えないですよね」

　不服そうな顔をしてしまっていたのだろう潮に、鳴瀬がクスリと小さく笑う。

「増えるよ？　きみの中の蟲むしにぼくが慣れていく。きみとの絆きずなが強くなる」

「……俺との絆？」

「絆ってすごいんだ。たとえば、きみと五日ほどこうやって過ごしてたら、ぼくにはこういうことができちゃうんだな」

　言いながら、鳴瀬がずっと持っていた写真をテーブルに置き、指を祈いのる形に組んだ。その指のあいだから蒼あおい小さな蝶が生まれ、潮へ向かって飛んでくる。

「これ、俺の使役蝶？」

「……に、似たもので、きみのじゃない。でも似てるでしょう？　勘かん違ちがいするぐらい似てて、だけど潮くんの言うことは聞かない。ぼくの使役のために遣われる蝶が、いざというときに、潮くんの周囲に大量に紛まぎれてたらどうする？」

　組んだ手を離して、鳴瀬がひらひらと両手を振る。合わせて大量の蒼い蝶が生まれ──潮へと集つどい──攻こう撃げきするように潮の目へと飛びこんでくる。

「わ、やめろ！　なにこれ」

　意識を集中し蒼い蝶の行き先を変えようとしても、たしかにこの蝶は潮の言うことは聞かない。飛びこんでくるのを避さけるには目を閉じるしかなく、目をぎゅっとつぶって、蝶を払いのけるために手を振り回す。

「──というようなことを、潮くんが実際に現場で誰かと闘たたかっているときに、相手がしかけてきたらどうする？　潮くん、自分がどれぐらい集中して呪力使ったら、何羽の蝶が具ぐ現げん化かするかなんてリアルに数えたことないでしょ？　一羽、二羽、なんとなくたくさんってアバウトさ。増えた蝶の中に、自分以外の使役蝶が紛れたとして、自分のと、誰かのと見分けつく？」

　うなじの毛が逆立った。

　自分のために働くはずの蝶たちに、敵の使役蝶が紛れている可能性なんて考えたこともない。実際にそんなことになったら、どうしていいかわからず、逆上してすべての蝶を自身の中に引き戻すことだろう。

「自分の使役だと思って操あやつろうとしたら、その中の半分が潮くんの命令を聞かず、逆に潮くんに攻撃してきたら？　もしくは潮くんの使役蝶を攻撃しはじめて相打ちになったら？」

　使役蝶は、潮にとっては大事な武器のひとつ。それが封じられると、潮の攻撃力も守護力も激減する。

「目を開けていいよ。蝶はもういない」

　冷静な鳴瀬の声に、おそるおそる目を開ける。

「ぼくはトータルで五日かかった。初日に無理にきみと縁の糸をつなげたから、五日。ぼくが五日ってことは、ぼく以外の人がきみの使役蝶に似たものを生みだして操れるようになるには最短で三ヶ月ぐらいかなあ？　半年かも。できない人はまったくできないけど、できる人はできちゃいそう。きみとの波長の問題だし。──まあ、だから潮くんは、自分がどれぐらいの集中力で、どれぐらいの呪術をコントロールできてるのかを身体で覚えて。使役蝶の数も含めて、自覚して動くこと」

　鳴瀬が肩をすくめて、さらっと告げた。

「潮くん、言われたままに基礎をなぞってるだけで、頭は使ってないよね。それって、もったいない稼か働どうの仕方なわけ。せっかく基礎力があるんだから、もっと己おのれの力を知ろうとしないと。漠ばく然ぜんと力を使わないで、自覚して動いて」

　ピシッと言われ──どれだけ自分がだらけたやり方で、この五日を過ごしていたのかを実感する。基礎の動きや呪術のワザは、もうわかっているからとなおざりにしていた部分がある。さらに指し摘てきされたように、自分の力がどれぐらいなのかという見極めなんて、やろうとしたことがなかった。

「すみませんでしたっ」

「うん。初日はいいとして、そこから四日経過してもまーったく自覚しないでやってるからさあ、それで口に出しちゃったけど。本来、ぼくはこんなに親切じゃないんで、次もこういくとは思わないで。ぼくがなにかをやらせているときは、そこにどんな意味があるかを考えながら言われたことやってほしいな」

「はい」

　鳴瀬は、思っていたよりずっと厳きびしく、有能な先生ということだ。きちんと理由があって基礎のおさらいをさせられていた。潮がその理由に気づけなかっただけで。

　謝罪と反省のために頭を下げた潮の視線の先に──鳴瀬がテーブルに置いた写真がある。

「鳴瀬さん、これ？」

「トキがグラドルもやってた時代とか子役時代の写真。年齢不詳って公式で出してるけど、子役の時代があるから年齢なんてバレバレじゃんね。子役時代にサバ呼んでたとしても、いま、いってて十八歳ぐらいってとこかな」

　鳴瀬が写真を手に取り、潮へと渡す。

「米国では東洋系は年がわかんないらしいから、そっちの活動を視し野やに入れて、年齢不詳かつエキゾティックな少女っていう線で売りたくて、そうしたんだろうね。いまさらだけど……日本じゃまだしも、米国その他では、トキは三年前まで無名だったし、そんな無茶がきくかもっていう謎のリセット。というか、三年前なんて日本でも無名みたいなもんだったしなあ」

　ひどい言われようだ。

　芸能界や芸能人に疎うとく、聖についてあちこちを旅してまわっていた潮にはピンとこないが、キリコや鳴瀬の説明と、先日のインタビュー映像で、芸能界でのトキの立ち位置がうっすらと見えてくる。

　売れなかった過去があり、売れない中で試し行こう錯さく誤ごしてやっと三年前に種が芽め吹ぶいた。その種はダンスという花を咲かせ、だからトキはダンサーとして生きていきたいと願った。

　ダンサーとしての花以外の、枝や、生おい茂しげった葉の部分は、トキにとっては無む駄だなので刈かり取ってしまいたいようだが、周囲はトキの思おも惑わくどおりにはいかず、枝と葉の部分も含ふくめてのトキをことさらにクローズアップしたがる。

「大変だろうとは思うよ。十八歳で、いろんなものを背負ってる。だから聖さんはトキの我わが儘ままを許したんだろうね。ステージ当日まで聖さんがつきっきりで面倒を見て、当日でケリをつける。破は格かく待たい遇ぐうだよ。とっとと祓っておくほうが楽なのに、女神降こう臨りんのダンスを彼女が晴れ舞台で披ひ露ろうしなくてはならない事情を汲くんで、譲じよう歩ほした」

「……譲歩なんてしないほうがいいんじゃないのかな」

　聖がトキを連れてきたときに感じた、様々な感情が蘇よみがえる。

　人がひとり亡くなったというのに、それでも女神を自身の器うつわに閉じこめて踊りたいなんて狂きよう気きの沙さ汰ただ。それでもそうしなくてはという切せつ迫ぱく感かんは伝わってきた。潮には理解しがたい。

「理由はいくつかあって──鬼に憑かれた人が鬼になるように、神に取り憑かれた人もまた、神に近づく。いまのトキの精神は女神とやらに蝕むしばまれていて、だから人としての思考回路が部分的に断線している状態だ。女神は人前で踊りたいと切望している。取り憑かれたトキは、だからこそ、踊る」

「そうか。神が取り憑くと、やっぱり人としての感じ方とずれていくんでしょうね。ばあちゃんが、それもまた愛だとかって言ってて……」

「神と人が合体して、人とずれてくときもあれば、少しずれたままでも人としての感覚は保持できていることもある。現あら人ひと神がみって知ってるだろう？」

「はい」

　人でありながら神である。そんな人物──現人神はすでに日本にいて──その存在が霊力を発はつ揮きしているからこそ呪禁師たちが活かつ躍やくしている。公然の秘密。

「日本には現人神がすでにいらっしゃるからね。で、理由のふたつめとして、聖さんは、その現人神に直じかに命じられたわけ。女神の入った少女が日本に入国したというのなら、その女神を宿したまま、少女を囲いこめって。それができないときは、女神にくっついて湧いて出る雑霊ともども一気に祓えって。ステージ当日に」

「──なんだって!?」

「聖さんにはねー、『潮はこういうの駄だ目めだから言うな』って口止めされてたけど、ぼくは口が軽いから言っちゃった」

　鳴瀬がなんともいえない天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でそう言い放った。こんなとんでもない内容を告げた台詞とともに浮かべたのでなければ、天使の笑顔と思える類たぐいの微笑み。

「その日、トキを含めて大量の『憑かれた』人たちが祓われて滅めつ却きやくされるか──それともバリの女神を閉じこめた新あらたな現人神が日本に誕生するかは、聖さんとぼくと潮くんの活躍にかかっているのさ！　うきうきしちゃうね～？」

「う……うきうきなんてしないよ。なんだよ、それっ」

「そういうの聞いちゃうと、基礎訓くん練れんのおさらいにも真剣になっちゃうでしょ？　あと二時間で自分の呪力のコントロールと使役蝶の数やスピードについて把は握あくして。そのあとで、ちょっとぼくと闘ってみようね」

「闘うって……」

「大丈夫。殺さないから。死なない程度で、もうこんなことならいっそ死にたいっていうぐらいの加減にしてあ・げ・る」

　語尾にハートがつきそうな甘い笑顔でそう言われ、潮は天を仰あおいだのだった。
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　封じ珠の処置については、いまだ見えないままだ。

　鳴瀬に言われたのは──縁の糸を人鬼の人の部分とつなげてごらん、ということだけ。ひとりでそれをするのは不安なのに、鳴瀬には「次はひとりでやってね」と釘くぎを刺さされている。

　いつ、どのタイミングで試せばいいのか、さっぱりだ。

　どうしたらいいのかわからないまま、守り袋のようなものに入れて封じ珠を持ち歩いていた。

　聖ならなにかのアドバイスをくれるだろうかと、呼ばれてもいないのに、聖のもとを訪ねてしまった潮である。

　ステージのための練習を、トキがひとりで行っているというダンススタジオ。

　貸し切りにして、ひとりで踊っているのは、トキのためというより、たぶんトキの周囲の人たちが無駄に鬼に取り憑かれるのを防ふせぐためなのだろう。

　スタッカートの効きいたリズム。ガムランのメロディ。エキゾティックな音に合わせて、トキがしなやかに踊っている。なにが気になるのか、同じフレーズを何度も繰り返している。手の角度を微び妙みように変え、止まっては、また踊る。

　──これ、バリで見たときと同じ動きだ。

　差しのばした指先で示すのは、高い空と太陽。あのときはわからなかったこと。トキがそうすると同時に、自分の足が大地を踏みしめていることを実感するのだ。トキが踵かかとで草や地面を踏みつぶしながら踊っている、その残ざん酷こくさと美しさとが、指先やつま先から滲にじんでいる。

　なにかを踏みにじりながら生きていくということ。踊るために必要なのは、地表。地面につながっているからこそのダンス。

　見ていると胸が苦しくなっていく。

　そのとき、トキがのばした指先にキラキラと光るものを見つけ、目をこらす。

　──縁の糸？

　普通にしていたら見えるはずのない、人同士を結ぶ縁の糸が、踊るトキの指先から外へと放出されていた。どうして見えるのだろうと目を擦こする。

　巫み女この踊りやステップが結界を閉じたり、鬼を呼びだしたりするように、トキの踊りにもなにかしらの力が宿っているからなのか。それとも別の理由なのか。

　本来見えない糸が見える理由は定かではないが、銀糸が指先からのびて、空中に漂ただようさまがはっきりと目に映うつる。

　思わず息を飲んだのは、蜘く蛛もの糸のようなそれが、数えることができるほど少ないことに気づいたから。

　潮の縁の糸も十本に足りないぐらいだ。そんな人間は、自分しか知らない。変人の聖ですら、縁の糸は数えられないぐらい無数につながっている。生きて、年を経へるごとに人のつながりが増えるから、自然と縁の糸は増加していき、ひと目では数えられない束になるのが通常だ。

　潮の縁の糸の数の少なさは特とく殊しゆだと、自分でもわかっていた。

　そして──そんな潮が驚くほどに、トキの指からつながる糸は少ない。

　──二本？　いや、三本？　それだけしか縁を結んだ相手がいないって？

　そっと入っていったつもりなのに、壁かべ一面に貼はられた鏡にしっかりと潮の姿が映っていた。トキが動きを止め、振り返って潮を見た。

　踊りをやめたトキの手から、糸が消える。張りつめていた空気も、ぐにゃりとした、緊きん張ちよう感かんのないものに変化する。

「あ……ごめん。邪じや魔まするつもりはなくて、ただ、ばあちゃんに会いに来たんだけど……」

　そうだ。彼女はダンサーなのだ。

　最初の自じ己こ紹しよう介かいのときの台詞を思い出す。ダンサーなの、と、彼女は言った。

　踊っているときと、踊らないときの空気の違いに圧倒された。

　生きていくことに縛しばられながらも、踊り続ける。天を仰いで、足で大地を蹴け飛とばす。重力を振りきってふわりと跳躍し、旋せん回かいし──また地表に戻る。地面は彼女を優しく受け止める。

　踏まれ、蹴られているのに、地面は彼女を愛している。

　たぶん。

「聖さん？　ここにはいないわ」

「そう。お邪じや魔ましました」

　もう少しトキが踊るところを見ていたいような気がしたが、怒られる前に退散しよう。

「待って」

　トキが、潮を呼び止め、駆け寄った。

「すごい顔ね。大丈夫なの？」

「え？」

「こないだ会ったときと人相が変わってる。やつれた？」

　トキが眉まゆ根ねを寄せて言い募る。心配しているはずの内容なのに、言い方がつっけんどんすぎて、叱しつ責せきされているみたいな気分になる。

「そういうそっちも、やつれてるよ？」

　トキの頰の肉は少し落ちていた。鎖さ骨こつや二の腕は、より細く華奢になっていて、どこか痛々しい。

「当たり前じゃない。ずっと踊ってるんだもの」

「ずっとって……」

「それぐらいしないと無理。それでも足りない。もっと時間が欲しい。もっと……」

　驚く潮の目の前で、手のひらを額ひたいに当て、唇を嚙みしめてトキがうつむく。まだ足りないと全身で訴うつたえている。時間が足りない。もっともっと踊りたい。取り憑かれたかのような言い方。

　当然か。トキは女神に取り憑かれているのだから。

「踊るのは楽しいの。──生きてるんだって思える。それだけじゃなく、踊ってるうちに、生きてること自体、どうでもよくなって夢中になる。死んだっていいって思って踊ってる。どうしてもそう思っちゃう」

　うつむいたまま、ひっそりとつぶやく。小さな声が床に落ちていく。

「だから、あなたに言われた、自分の命を大切に思えない奴は、たとえ神を宿そうとも誰かを感動させるダンスなんてできるもんかって。あれ、沁しみたわ。そうなのかもしれない。私に足りないのは、そういうことなのかもね」

　顔を上げ、潮をまっすぐに見つめる。バリの星空を封じこめたみたいに、トキの瞳にはたくさんの光が宿っている。

「このあいだから、はじめて、踊ることが怖こわいと感じてる。私だけじゃなく、周囲の人の命も背負って踊る覚かく悟ごまでは、私にはなかったから。いまの私にはこのステージは無む謀ぼうなのかもって不安になった。それでも──」

「それでも踊りたいって、そうばあちゃんに言ったんだろ？」

　言いづらそうな後ろの台詞を引き取って、埋うめる。

　細い身体だなと、間近に立ってあらためて感じた。こんなにか弱い身体で、トキは、なにを背負って踊ろうとしているのだろう。

　あんなに少ない人との縁しか持たない生き方は、どんなものだったのだろう。

　潮にはまだしも聖がいて、甲田がいる。キラク堂のみんながいる。けれどトキのそばには、誰がいるのか。

　いざというときに頼れる相手がいるのだろうか。信頼できる人はいるのか。

　──ひとりぼっちだった？

　もしかしたら、この年で、孤こ独どくをひとりで封じるために踊り続けていたのだろうか。だとしたら──切ない。胸が、見えない手でわしづかみにされたように痛くなる。

　潮のシャツの胸元に入れた封じの珠が、熱を帯おびている。かすかな震ふるえが、潮の胸まで伝わってくる。トキの台詞に応じるように、懐ふところの封じ珠が低く共鳴している。

「あの子ね、サキって呼ばれてた」

　抱えきれなくなって、唇から零こぼしてしまうみたいな言い方でトキが言う。

「サキ？」

　誰のことだか聞かなくても、わかってしまった。人鬼になってしまったバックダンサーの子。

「もしも私が、あの子だったら──自分のせいでステージがなくなるなんて、許さないと思った。踊れもしない人のために、自分が犠ぎ牲せいになったなんて恨うらむと思った。でも私はあの子じゃない。あの子の本当の気持ちは、わからない」

「うん……」

　シャツのポケットの中で、封じ珠の熱が籠こもっていく。不可思議な温ぬくもり。

　封じ珠がトキになにかを伝えたがっている。封じられた人鬼の少女は、恨みを告げたいのか。それとも、もっと別なことを告げたいのか。

　──どうして、伝わらないんだろう。どうして、他人の気持ちがわからないんだろう。

　焦じれったいと思った。珠に封じられた人鬼と、縁の糸を結べば、人鬼になった少女の気持ちがわかるのだろうか。

　でも気持ちがわかって──もし少女がトキを恨んでいたら、潮は、トキにそう伝えるだろうか。伝えられたとして、だからといってトキは踊りをやめないだろう。

「サキちゃんていうのか。……親しかったの？」

　聞いてはいけないのだろうかと思いながらも、聞いてしまう。トキの傷口をえぐる行こう為いかもしれないのに。封じられているサキの感情も逆撫でする結果になるかもしれないのに。

「話したこともなかった。でも、サキと──あの子と話してみたかった。バックダンサーの子たちはプロだから、そりゃあみんなそれなりに上手で──その中でも、あの子の動きは、目を惹ひいたの。埋もれちゃう子もいるけど、あの子のダンスは私の目に飛びこんできた。同じ振り付けでもあの子の手足はこう……高い空を手に取ってつかむようで」

　空をつかむような踊り。トキと同じく、指で天空を指し示すことができたのだろう。

「きっとこの子は踊ることが好きなんだなって、私と同じなんだなって……だからサキも憑かれたのかな」

　女神も鬼も、憑く相手を選ぶのだろうか。

　潮の目の前にいる綺き麗れいな少女には女神が取り憑いていて──取り憑かれたまま、踊り続ける。

　踊っているときは圧倒的な存在感を発しているのに、踊らないでいるときのトキはあまりにも華奢で小さい。

「……本当に毎回、気が利きかないわよね。ポカーンとして話を聞くだけ？　もうっ。そこにある飲み物とタオル持ってきて！」

　黙っていたら、トキがそう言い放った。唐とう突とつに切れるのがトキの仕様に違いない。聖にもそういうところがあるから、慣れている。

　往々にして「それはおまえが気が利かないから、突然、無む性しように腹が立つのじゃ」と聖が言っているので、もしくは潮のせいなのかも。

　顎あごで差し示した先にある、ペットボトルの緑茶とタオルを取って慌ててトキに手渡す。傲ごう慢まんに命じられると身体が自然に動いてしまうのは潮の性分だ。聖に鍛きたえられている。

　タオルを受け取り汗を拭ぬぐってから、ペットボトルを差し戻し、ツンとして言う。

「飲んで。蓋ふたは開いてるけどまだ口はつけてないから」

　ためらっていたら、トキの眦まなじりがつり上がった。

「いいから飲んで！」

「はいっ」

　反射的に応じて、ペットボトルの蓋を開けて口をつける。喉のどに染しみ渡る緑茶の──甘さ。

　甘さ？

「甘い……」

　予想外の味を感じ、飲み口を遠ざけて、ペットボトルをしみじみ眺ながめてしまった。

「こっちでは売ってないから、自分で蜂はち蜜みつを入れたの」

「そ……うなんだ」

「甘いほうが美お味いしいと思う」

　真顔で言われ──返事に詰まる。

　しかし、トキは黙って潮の顔を見返している。なにかしらの反応を期待しているのだろう顔つき。ここは美味しいと言うべきなのか？

「あなたって──頼りになるんだか、ならないんだか、さっぱりわかんない人だよね」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、盛大なため息とともに、そう吐はき捨てられた。

「ごめん」

「謝られても困る。それ、あげるから持って帰って。聖さんはこの建物のどこかにいるだろうけど、私にはわからないわ。私を守護してくれてるから、外にはいないと思う」

　呆れたように言われ、ついぺこりと頭を下げる。

　甘さには驚おどろいたけれど、喉が渇かわいていたのか、水分は心地ここち良かった。やつれた顔をしていると最初に気にかけてくれたことから考えると、これがトキの優しさなのかもしれない。

「ばあちゃんは俺に見つかりたくないときには、絶対に出てこない。ばあちゃんがいまは会いたくないと決めたら、誰にも見つけられない」

「そうなんだ」

　潮の手助けをしようと決めたら、聖は自分から顔を出す。こうやって話している様子をどこかで見ているに違いないのだ。

　つまり、そろそろ退散すべきだった。

「ねえ、もし……」

　あの女の子が生きていて、話ができるならどうしたいかと、途中まで問いかけてやめる。

　──俺になにができるんだろう？

　胸を温めている封じ珠にそっと問いかける。

　封じられた人鬼はなにを訴えたいのだろう。

　トキのために──人鬼になった少女のために──自分ができることはなんなのだろう。
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　以来、潮うしおは、気づけば封ふうじ珠だまに話しかけている。

「サキちゃんて呼んでもいいのかな。知らないのに、なれなれしすぎるか。じゃあ、サキさん？サキさんで。うん」

　オパールのとりどりの光の向こうで、檻おりにとらわれた少女が潮の話をときどきは聞いてくれている──ように、見えた。

　気のせいかもしれない。

　珠の中でまったく姿が見えないこともあるし、鬼の形状になっていることもある。そのときどきで違う。

「潮くん、キモい」

　しかし師し匠しようの鳴なる瀬せは、せっせと珠を磨みがいて話しかける潮を見て、そう評するのだ。

「キモいって……」

「オパールが好きなの？　石フェチ？　それとも鬼フェチ？　もしくは少女フェチ？　初恋？」

「ちがっ……」

「初恋じゃないの？　じゃあ二度目？　三度目の恋？　片思い？　彼女いない歴何年？　ばんばん子どもつくってくれないと跡あと取とり問題が発生するから、お父さん、潮くんとその子との結婚は許せないかも」

「いつ俺おれのお父さんになったんですか」

「お母さんになるのよりは可能性高いから、大丈夫」

　胸を張って言われた。

　相変わらず話が嚙かみ合わない。鳴瀬のことは無視し、珠を磨くことに専念する。潮の手に入ってから、珠はどんどん輝かがやきを増していた。

　──サキさんのために、俺ができることってなに？

　潮はいつも、心でそう問いかけている。口にも出している。自分の悩みを話したり、鳴瀬のひどさを愚ぐ痴ちったりもする。

「でも潮くん……熱心なのはいいことだよ。ちょっとだけ糸がつながってる」

　手をのばしてきた鳴瀬が珠の一点を指さした。

　珠の一部に亀き裂れつのような線が入っている。

「糸ってなんの？　って、わ。あれ？　これって、封じが緩ゆるんでるってことですか？　割れるの？　まずいんじゃ……」

「珠の表面の亀裂なら封じが綻ほころびかけてるから危険だけど、これは奥のほうだよ。よく見て？封じられてる人じん鬼きから、糸がのびてる。たぶんそれ、潮くんとつながりかけてるんだと思う」

「ええーっ!?」

　驚いて珠の中を凝ぎよう視しした。覗のぞきこむと少女の姿が、ゆらゆらとかすれて、消えていく。いまはあまり見られたくなかったらしい。少女が消えても、内部にある線は残っていた。

「この子、封じ珠の中で揺ゆらいでるでしょう？　鬼になったり、人に戻ったり。完全に鬼になってはいないんだよね。少しだけ残っている人の部分に、潮くんの言葉がちゃんと届いているんだと思う」

「でも俺と結ばれてる感じでもない。糸だって、珠の表面まで届いてないし」

「だってその子のこと、まだ珠から出してあげてないじゃん。出さないと、糸はつながらないよ。もう一度、封印を解いて、封じ直しをしたら今度はちゃんとした遣つかい魔まになるだろうね。やってみる？」

「……遣い魔って……それって、俺のコの蝶ちようたちと同じになるってことですよね？」

　チクリと胸が痛んだ。踊れないんだと、思った。この子を珠の外に出したとしても、この子は自由に踊ることはできないのだ。潮に遣われて、呪じゆ術じゆつ的てきな存在として使し役えきされるだけ。

「うん。やってみる？　見ててあげるよ」

　いままでは「ひとりでやれ」と言っていたのに、ここにきて、鳴瀬がそんな提案をしてくる。

「……いや、いいです」

「自信ないから？」

「違う。自信はないけど、そうじゃなくて。ステージをつくって、踊らせてあげたいなって。珠の外に出すなら、音楽流して、彼女のための観客がいるような場所で。だってこの子、ダンサーだったんですよね？」

　封じ直すにしても、せめてそのときだけでも踊らせてあげたい。というより潮が、少女のダンスを見たい。誰だれかの目に焼きつけて、記き憶おくに残してあげたい。

　トキの目を奪うばったというダンス。群ぐん舞ぶの中でも、ひとりだけ目を惹ひいたというダンスをステージの上で見てみたかった。

「踊ってるとこ、見たかったな」

　珠に向かって、ささやいた。封じの珠がぽおっと淡あわいピンクに光る。

「やだ。なにこの子、やらしいっ。お母さん、潮くんをそんな女タラシに育てた覚えないのに、どうしよう。子どもばんばんつくって子し孫そん繁はん栄えいの未来が近づいて参りました」

　鳴瀬が両手のひらで自分の頰ほおを挟はさみ「いや～ん」と変な声をあげる。

「な……なに言ってるんですかっ」

「もう、たまらない～。潮くんはときどき、天然で相手の核かく心しんを突くんだって聖ひじりさんが言ってた。この子のなにかを突いたんだろうね。プロポーズはステージの上で踊りながらってシチュエーション？　ミュージカル？　ミュージカルなの？　潮くん、早くぼくの核心も突いて！」

　どさくさに紛まぎれて妙みようなことを言い、鳴瀬が潮に抱きついてくる。

「嫌いやですっ」

　即答し、鳴瀬を押し返すと、鳴瀬が「ま、ぼくは男に興味はないけどさー」と、涼すずしい顔をして笑って離れていった。
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「──潮くん、日々、えらいことになってるね」

　毎朝、顔を合わせるたびに甲こう田だが潮の心配をする最近である。

　朝食ぎりぎりまで寝ていて申し訳ないが、ひとりで起きる体力が残っていない。

　甲田に声をかけてもらって目覚め、蜆しじみの味み噌そ汁しるに炊たきたてご飯、焼き魚にほうれん草の胡ご麻ま和あえなどを、もくもくと食べる。潮たちの朝食は、聖の趣しゆ味みで、純和風なのだ。

　昼と夜はそのときどきの気分で、中ちゆう華かだったり洋食だったりイタリアンだったりだが、朝だけは常に和食。

　甲田の手料理は出だ汁しを丁てい寧ねいに取ってつくるので、ちょっとないぐらい美お味いしい。

　食べていくうちに頭が覚かく醒せいしていく。食物は偉い大だいで、食べると、活力が身体からだの細さい胞ぼうに行き渡っていく感じがわかる。

「うん。鳴瀬さんがね……ばあちゃんよりひどい」

「それは……」

　甲田が絶句した。

　聖のしごきも情け容よう赦しやないと思っていたが、鳴瀬はさらにその上をいった。性格の差ではなく状況の差なのだろう。トキのステージ本番までと時間が区切られたうえで、トキとその周囲の人たちの命を守るためにワザを磨けと言われたら──潮だって必死になる。

　さらに鳴瀬の思考は無茶苦茶で、聖以上に読めない。

　それでも充実感があるから、めげないでいられた。

　自分の力を把は握あくし、のばしていけている実感があって、そこは楽しい。

　同時に、つらくもあるが。

　はたして自分の力は、現場で使えるものになっているのか。トキたちを救えるのか。聖を助けられるのか。

　──今夜、なんだよな。

　トキのステージは今夜だ。

　事前にバックステージパスを鳴瀬から渡され、現地集合と言われている。鳴瀬は鳴瀬でやるべきことがあり、準備をするのだという。

　だから潮は体調を整え、復習すべきことを復習してから、ベストの状態で来てくれ、と。

「まあ、朝あさ飯めしはしっかり食っていけ。そのあとで薬やく湯とう飲んでくといい」

「うん」

　甲田は大きな手をのばして潮の茶ちや碗わんを取り、いそいそとご飯をよそってくれる。

「潮なら、できるよ」

「え？」

　唐とう突とつに言われた台詞せりふに、顔を上げて聞き返す。

「なんか知らんが頑がん張ばってるんだろうなってのは、わかってる。潮がいままでどんな大変なことも乗り越えてきたの、俺はずっと見てきてるからさ。自信持て。胸張って、行ってこい」

「……ありがとう」

　潮の胸にぽっと温かいものがともる。

　甲田は呪じゆ禁ごん師しでもなんでもないのに、どうして潮の気持ちがわかるのだろう。ここぞというときに必要なことを言って励はげましてくれる。

　たぶんそういうのが「人の縁えんの糸」だったり「虫の知らせ」の本質なんだろう。

　ひとりで生きているわけじゃないという、そのことが、呪禁師たちが呪禁のワザを遣うために重要な力になる。

「今日も鳴瀬さんが迎むかえに来るのかい？」

「いや。今日はひとりで待ち合わせの場所まで行って……あ、そうだ。お花買っていかなきゃ」

　鳴瀬に金を渡され「花を買って、ステージ前にトキに渡してあげてくれ」と言われたのだ。単純にトキに対する気遣いなのかもしれないし、あるいは呪禁的な儀ぎ式しきなのかもしれない。どちらとも取れる。

「花？」

「今日、トキのステージがあるんだ。それに行かなくちゃなんないんだ」

「ひとりでか？　迷まい子ごになったら困るから少し早めに出たほうがいいぞ」

「なんないって。迷子になったのはもうずっと前のことなのに、甲田さん、俺がひとりで出かけるっていうといつもそれ言うよね？」

　むくれて言い返したら、甲田が声をあげて笑った。





[image: ]






　ひとりで大丈夫か、迷子にならないかというキラク堂常連客プラス甲田の心配に背中をどつかれ、潮は予定より早く店を出た。

「……迷子になんてなんないのにっ」

　と、出てしまってからひとりで毒づく、へたれな潮だ。

　迷子が不安だからではなく、普段、花屋になんて顔を出すことがない潮だから、花を選ぶのに時間がかかるのではというキリコの冷静な指し摘てきに納なつ得とくしたから早めに出たのだ。なのに甲田とその他の客が、したり顔で、早くに出ようとした潮を見て目め配くばせしあっていた。

「なんだかなあ。まあいいんだけど」

　独白で、己おのれの気持ちを宥なだめる。毛け繕づくろいをして自分を落ち着かせる猫ねこみたいなやり方。

　潮は、そんなふうに自分と語らいつつ、路地裏の小さな花屋に入った。

　ポケットには、鳴瀬に渡されたキャッシュが入っている。

「いらっしゃいませ」

　冷房の冷えた空気が頰に触ふれると同時に、すかさず声をかけられた。

「贈おくりものかしら？」

　光こう沢たくのある素材のエプロンをつけた、キビキビとした物言いの店員に尋たずねられ、潮は視線を向ける。

　彼女の束たばねた髪には白銀がメッシュされていた。にっこりと笑う唇くちびるも白っぽいピンク色だ。

「あの、舞台に出る人にプレゼントというか、差し入れというか、そんな感じで花束を買ってくように言われまして」

　慌てて潮は店員に答えた。

　花のいけられた銀色のバケツがあちこちに置いてある。

　道に向けた入り口は狭せまかったが、中に入ってみると店内は意外に広く、色と形もとりどりの名も知らぬ花の数に愕がく然ぜんとする。

　手に取れる位置にある花々の奥には、促そく成せいクローンのための簡かん易い栽さい培ばい装そう置ちがあり、栄養分を含ふくんだ水がちょろちょろと店内を循じゆん環かんしている音が聞こえる。

　あたふたする潮に店員が問いかけてきた。

「どんなイメージの方？　どういうふうにまとめましょう？」

　唇と同じ色を塗ぬった指先を頰に当てて、彼女は潮の代わりにイメージをまとめようとしているのだろう。思し慮りよ深ぶかいまなざしで潮の答えを待つ。

「熱帯の」

　ブーゲンビリア。

　あるいは、灼しやく熱ねつの花。真っ赤に燃えた大きな花びら。

　トキとはじめて会ったジャングルでの、炎のように咲き零こぼれる花のイメージが一いつ瞬しゆんだけ頭をよぎる。

「熱帯の花？　それなら、あちらに」

　店員はスタスタと店の奥へと歩いていく。

　その背中を見ているうちに、店の奥行きがふいに深くなっていったかのような錯さつ覚かくを抱いだく。

　大量の花の香りのせいで息苦しいのだろうか。

　深いジャングルで迷子になったときのような、戸と惑まどいと、不安。

　なぜかしらその瞬間、不ふ吉きつな予感が潮の心に生じた。

「……やっぱり、いいです。この薔ば薇らを」

　潮はその奇妙な感覚をかき消そうとして、唯ゆい一いつ、種類を見分けられる薔薇の花の束に手をのばし、素す手ででつかみとった。

　薄うすいイエローの花だ。

　バニラアイスクリームの色あいで、触れると人ひと肌はだの熱で溶とけてしまいそうな花びらをしている。その茎くきを束にして握にぎりしめた。

　途と端たん、トゲが柔やわらかい手のひらの肉を切り裂さく。

　指の皮ひ膚ふが破れて小さな傷ができる。

「あ、痛っ」

　潮の声に、店員は慌あわてて駆かけ寄って潮の手のひらをつかんだ。

「大変、トゲがあったのね。ごめんなさい」

　潮の顔を間近に覗きこみ、深しん刻こくな顔をして詫わびる。

「うちで扱あつかっている薔薇の花は遺い伝でん子し操そう作さでトゲのない改良品種なのに。おかしいわ。先祖返りかしら」

「品種改良？」

「そうなの。だからトゲなんてないはずなのに。本当にごめんなさいね。いま消毒液を……」

「な、舐なめときゃ治りますから。すみませんっ」

　店の奥に行こうとした店員に、潮はペコリと頭を下げて謝った。

　トゲが刺さった痛みが頭を覚醒させる。

　いわれのない不安だと感じていたものが、虫の知らせだと自覚する。

　潮の中にいる蟲むしが騒さわいでいる。

「改良してトゲがないはずなのに、トゲのある薔薇に当たるってことは、俺ってかえってラッキーってことかな？」

　にこりと笑い、告げる。

「当たり、ってことですよね？　ラッキーだとしたらやっぱりこれを花束にしてもらうべきですよね？　この薔薇をください」

　自分の内部の蟲を宥めるために。

　そして潮の蟲に呼応して、反応しはじめた相手の蟲を宥めるために。

　潮が漠ばく然ぜんと感じている不安は、身近にいる店員にも伝わっている。

　虫の知らせとは、そういうものだからだ。

　蟲同士で伝でん播ぱしあうのだ。

　が、潮自身もまだ明確に、理由を判断できていない不安なのである。

　不必要に伝播したままで放っておくことで、無用な局地的恐きよう慌こうを引き起こすおそれもある。

　伝わっていった『知らせ』をくい止めておかないと、このあと、この店員はしばらくの期間、無意味に不安感を抱いたまま日を過ごすことになるだろう。

　そしてそれがまたさらに違う蟲へとつながって、広がっていっては困る。

　止めておかなければ。

　潮は呪禁のワザを使って、相手の蟲に働きかけた。

　声をかけると同時に、瞳で相手を捕ほ縛ばくする。

　そのタイミング、瞬まばたきをする、声をかける。

　ゆっくりと首を傾かたむける。

　すべては腕のいい催さい眠みん術じゆつと同じものだ。

　相手の無意識に語りかけてもぐりこむ。

「当たり？　そうね、幸運なのかも。そう言っていただけると安心するわ」

　店員が微笑み返す。

「……薔薇だけでいいのかしら？　他のお花も入れますか？」

「薔薇だけで大きな花束にしてください。」

　腕で大きさを示した潮を見て、店員は軽く声をたてて笑った。

「すごい。ステキね、よっぽど大切な方なのね。そうでしょう？」

　答えをためらった潮が黙って差し出したキャッシュを素す直なおに受け取り、店員はうつむいて、花束を淡いグリーンの色あいの薄い紙で包む。

　その額ひたいに汗が浮かんでいる。

「いやだわ。なんだか暑くて。暑いでしょう？　ごめんなさいね」

「いえ。別に」

　そう答える潮の背中にも、汗がじわりと滲にじみはじめていた。

　空気が重く、粘ねばついている。

　熱帯の土地にいるようだ。

「冷房が壊こわれたのかしら」

　花束をつくりながら、店員がひとりごとのようにつぶやく。

　今こ宵よいの新東京は、重く、湿しめっていた。
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　待ち合わせの時間に三分遅おくれた潮を、鳴瀬と聖が意い味み深しんな笑みで迎えてくれた。

「あ。ばあちゃんもいるんだ？」

「遅ち刻こくしといて第一声がそれか。いちゃ駄だ目めか？」

　ぎろりと睨にらまれ、潮は身をすくませる。

　たった三分だけだというのに。その三分の遅れが人類にとってたいそうな損失だったのではないかと思わせるような、陰いん鬱うつで壮そう大だいな嘆たん息そくつきである。

　ひょっとしたら鳴瀬と聖は、三分あれば世界人類を救えるのかもしれない。

　遙はるか昔の子ども向けテレビ番組に登場して、三分で敵を倒し続けた無敵のヒーローのように。

「そんなはずないじゃん。ばあちゃんが元気そうで安心したっていうだけ。──遅刻してごめんなさい」

　花を選ぶまではスムーズにいったのに、無人タクシーを捕つかまえようにも、狭い路上では走っていなかったのが問題だった。

　なにを言っても弁解にしかならないので、謝罪したあとは口をつぐむ。遅れたのは事実。

「わしのように近道をすればいいのにのう」

「ばあちゃんの近道は──」

　潮は言葉を濁にごした。

　他人の家の庭先や、塀へいの上、屋根を通って最短距離を走るのは勘かん弁べんしてほしい。

　猫ではあるまいし。

　けれど潮に対してそう言うということは、聖はここまで「そういった道筋」を通ってやって来たのだろうか。

　目前の、見慣れたシワクチャの老ろう婆ばがよその家の塀を登ったり、屋根の上を走ったりしている姿を想像して、潮は深くため息をついた。

　よく考えてみれば想像する必要もない。いつも聖のそんな姿を見ているではないか。

「……トキも同じ近道を通ったっていうこと？」

　そういえば、いつもトキと一緒に行動しているはずではと思いつき、聞いてみる。いまもトキのそばにいなくていいのだろうか。

「そうだ」

「ええええ!?」

　聞いておいてなんだが──それは想像していなかった。

　トキが、聖に連れられているときの潮のように、塀をよじ登ったり、他人の家の屋根を走り抜けたりしているのを想像し、絶句する。

　そんな潮の様子に頓とん着ちやくせず、鳴瀬がちらりと花束に視線を落とし、苦笑を浮かべて言った。

「いまどき腕いっぱいの薔薇の花束なんぞ、恋愛小説にすら登場することはない。潮くん、なんと時代遅れな」

「いいよ。時代遅れでも」

「センスのない」

「俺、センスないもん。どうせ」

　鳴瀬にはっきり言われ、潮は唇をとがらせた。

「どうせ店員に勧すすめられるままに選んだんじゃろうよ。潮は花の種類なんぞ知らんからのお」

「ばあちゃん。花のありとあらゆる種類や花言葉をそらで言えて、気の利きいた台詞をつけて渡すような孫が欲しかったら、小さなときからそういうふうにしつけるべきだったと思うぜ？」

　悔しまぎれの言葉に、聖が低い声で笑った。

「たしかにのお。しつけの方針を間違えたかもしれんな」

「そうそう。俺、薬草や毒草だったら見分けつくし、そらで言えるぜ。ばあちゃんのしつけのおかげで」

「ならいっそ、薬草の花束をつくればよかったのにの。おまえらしくて」

「さすがにそれは……」

　再び潮は絶句する。

　それとも、薔薇の花束よりも薬草の束のほうが、本当に気が利いていてハイセンスなのだろうか。

　潮はそのあたりのことに、いまひとつ自信が持てない。

「あの……本当にそのほうがいいと思う？」

　おそるおそる鳴瀬に小声で尋ねる。

「なにが？」

「薬草の花束」

　鳴瀬と、小声でもしっかり聞いていたらしい聖が呆あきれたような顔をして、潮を見返してから嘆息した。
















「ふたり同時にため息つくことねーだろうがっ」

　花束を買うときに感じた不安。

　そのあとで辿たどりついた待ち合わせの場所で、鳴瀬とともに立つ、ちんまりとした聖の姿を遠くから見つけた瞬間に感じた安あん堵どが、潮の口を軽くしている。

「ため息なんぞという立派なもんでもないわさ。孫のバカっぷりに口から屁へが漏もれたんじゃよ」

　聖は首を左右に振って、うつむく。

「なんだよ。それはっ」

「ぷう～っ」

「そ、それは？」

「口から屁。ぷう、ぷう、ぷぷう～っ」

「おまえは、子どもかっ。ババアっ」

　言い合う潮たちのまわりを群ぐん衆しゆうが通り過ぎる。

　そこは、新東京の中心に黒く横たわる内ない湾わん。

　その湾の中央部分に浮かべられた人工島の、旧ふるい建物のワンフロアだった。

　かつては倉庫だったか、埠ふ頭とうだったのか、いまはがらんとした空くう虚きよな建物全体が廃はい屋おくに近いそこに、溢あふれるばかりの天てん幕まくを重ねて、ステージが設置されていた。

　何十メートルもあろうかという織物。

　色しき彩さいと熱気。

　笑いと期待とさざめき。

　性的なまでに昂こう揚ようした空気。

　チャーターされた飛行車エアカーが、夜光虫のように弾はじけて上空を飛び回っているのが見える。

「ところで潮。いつまでもこんなことしとらんで、そろそろ行かんか？」

　さんざん言いたいだけのことを言い、からかい飽あきると、聖は一方的にそう告げてスタスタと歩きだした。鳴瀬も無言で後ろをついていく。

「ばっ、ばあちゃんっ」

　聖の相変わらずのマイペースぶりに振りまわされながらも、潮は素直に祖母を追いかけた。

　天幕の入り口に、人が吸いこまれていく。

　関係者であることを示すパスを提示すると、真っ赤に肌を塗った男たちがうやうやしく入り口の織物の端はしを上げ、場内へと通してくれた。

　中は竹林だった。

　人工的につくりあげられた、でも本物の竹。

　客たちが踏ふんでいるのは、まがいものではないリアルな土と砂。

　かすかに遠く、ＢＧＭとして太たい鼓このリズムが鳴っている。

　生きた鳥も羽ばたいていた。

　バリのダンスをイメージして、とトキがインタビューで告げていた、まさしくそのイメージ。

　人びとは竹のあいだを縫ぬうようにして、中心にしつらえられた客席へと向かう。

　八角形のステージ。

　茣ご蓙ざがひかれただけの客席。

　一歩場内に入った途と端たんに、聖が唐突に聞いてきた。

「潮、見えるか？」

「へ？　なにが？」

「見えぬか？」

「だからなにが？」

　潮は首を傾かしげて尋ね、

「あ……なにかマズイもの？　雑ざつ霊れいが？」

　中途で気づくと背筋をのばして聞き直し、周囲に視線を巡めぐらす。

　潮には見えず、聖には見えるあやかしもいれば、またその反対のこともあるが──人の集まる場所には、群むれた意識の塊かたまりが見えることがあるのだ。

　雑霊には妖よう怪かい、霊れい魂こんと呼ばれるもののこともあれば、群衆の無意識がただ固まっただけということもある。明確に姿を生じるものもあれば、気配だけのものもあり、多種多様だった。

「さて──潮が迷うことなくステージまで辿りついたから、わしは安心してちょっとこのへんを見て回る仕事に戻ることにしよう。鳴瀬は西と北を、わしは南と東を回る」

　潮の質問には答えず、聖が指示を出す。

　鳴瀬が無言でうなずき、身を翻ひるがえして駆けていく。今日の鳴瀬はいつになく静かだ。仕事モードだということなのか。

　くるっときびすを返して、いまさっき入ってきた入り口に向かう聖に、潮は追いすがる。

「ばあちゃん、俺は？」

「潮はちゃんと、トキに会おうてこないとなるまいぞ。花束を渡さんとなあ」

　聖はニタリと、例によって鬼き気きせまる、魔物じみた笑顔を浮かべた。

「潮はとりあえず、ステージを見ておってくれ。まずは楽屋に花を持っていってトキの様子をチェックしろ。そのあとはひとりにしておいてやれ。神に憑つかれたダンスを踊るには集中力がいる。警備のためとはいえ、他人にそばにおられるのは嫌じゃろう」

「そんなの……ひとりにしてて大丈夫なのかよ」

「大丈夫なように、わしと鳴瀬が周囲を見回っておるさ。公演中ぐらいどうにかなる。ステージ付近は潮にまかせる。トキのことを守っておけよ。一番の大役じゃ。気合い入れていけ」

　聖は口の端はしをきゅっと持ち上げて、ニンマリと笑った。

「その花束を渡したときから、舞台まで、いやすべてが終わるときまできっちりとな。そんなあちこちを見回さんでいいわいっ」

　きょろきょろとあたりを眺めまわすと、聖に一いつ喝かつされた。

「見えないものを見ようと思わんでいい。見えるものだけを拾って、見えたままのものを信じぬことじゃ。真実はな、信じる心に生まれるものだ。下へ手たなものを信じると修正がきかなくなる。それでは負ける」

　仕事に関しての聖の命令は絶対だ。

　潮は聖に対して軽口を叩たたいて言い返すことは多いが、仕事の命令に逆らったことはない。素直にコクンとうなずいた。

　聖の小さな背中が人混みに紛れ、見えなくなる。

　真っ白な髪かみと、こんもりと丸まった背中。

　シリコン製のマントに包まれた後ろ姿は、どこかの民芸品のようなユーモラスな影になって、人波に埋うもれていった。

　異国の幸運のお守り人形のようなシルエット。

　そこではじめて潮は、自分の疲つかれを自覚した。

　突然に、とても激しく孤こ独どくを感じたのだ。

　置いていかれた──と痛つう切せつに思う。

　いつものことなのに。

　こんなふうに聖の後ろ姿を見送るのは、いつものことだというのに。

　寂さびしさを感じるのは疲ひ労ろうの証しよう拠こだ。

　責任と緊きん張ちよう。

　ここに至るまでの出来事を思い返すと、クラクラと目め眩まいがする。

　花束を抱かかえて歩く潮は、人びとにあちこちへと押しやられながら、自然と通路の際きわへと移動していた。

　劇場の内部は、貴婦人のドレスの中身のようだった。

　厚い、質のよい生き地じの裾すそをめくり上げる。レースのドレープ、泡あわ立だつフリルのペチコート。めくってもめくっても、果てがないのではと思わせるほどに大量の布地で覆おおわれている。

　不規則に区切られた、迷路に似た通路。

　ゆったりと天てん井じようから渡されたカーテンが翻るたびに、予想もつかない方向から人が現れる。

　足で踏みつけるとサクサクと音が鳴る乾かわいた土の床ゆかの、ところどころに花びらが散っている。

　見上げると、名も知らぬ花咲く樹木が、天幕の裾をまくり上げて、天を仰あおいでいる。

　金の刺し繡しゆうとビーズで飾かざられたエキゾティックな布が、なんの意味があるのか、ただ天井のあちこちを掩えん蔽ぺいし、縫いつけられている飾りがチリチリとかすかに音を鳴らす。

　万一に備そなえているらしいボディガードたちが、無言で立ち並んでいた。

　聖に渡されたバックステージパスをかざし、指示されるままに、狭い階段を下りて楽屋へ向かった。

　トキの楽屋を示すらしい、真しん紅くの布の天幕を引いて開ける。

　布の向こうにトキがいた。

　数瞬。いや、数十秒、沈ちん黙もくがあった。

「あ。──これ」

　潮は、言葉をとりつくろうゆとりもなく、ぶっきらぼうに花束を手渡す。

　トキはひとりきりで楽屋にいた。

　ステージ前の緊張する時間を、ひとりで精神を集中させていたのだろう。

　そんな中に割りこんでしまったのなら、申し訳なかったと潮は頭の片かた隅すみでチラリと思う。

　いきなり差し出された花束に、トキは驚おどろいたように見開いた瞳ひとみを微び笑しように細めて、

「ありがとう」

　と、潮の目をまっすぐ見つめ返しながら言った。

　潮の慌てぶりと乱雑さが、おかしかったのだろう。女の子の相手をするのに慣れていないのが丸わかりの態度だと、自分でも思う。

　トキの笑顔は儚はかなさを感じさせるものだった。

　十代の少女の笑い方ではない。

　潮の渡した花束に顔を埋うずめ、トキは目を閉じた。

　トキは見るたびに印象を変える。

　ジャングルの中で見た、どこかの高こう貴きな姫のような態度。

　潮の家を訪れたときに見せた、傷つきやすく無む防ぼう備びな十代の少女の素顔。

　ダンススタジオで潮に見せた、捻ねじれた優しさ。

　そしていまは──人ならざるものに、見えた。

　肌の隅すみ々ずみまでが発光しているように見えるのは、化け粧しようや衣い装しようのせいなのだろうか。

「あの……ステージ楽しみにしてます。こないだは……変なこと言ってごめん」

　どうにか声を押し出したが、そんなことしか言えない。

　ステージ本番の緊張を飲みこんだままのトキは、神こう々ごうしいぐらいに美しかった。繊せん細さいさを感じさせた。軽く触れただけで粉々に砕くだけてしまいそうで、怖こわい。

「そんなことどうでもいいわ」

　トキが花束の香りを吸いこんでから、どこか夢うつつのままそう返す。

　ふと潮を見つめて、首を傾げた。

「どうしたの？　その傷？」

　しなやかなトキの手が潮の腕をつかむ。

「え？」

　触れられた手を見み下おろしてから潮は首を左右に振って、言う。

「どうしたって、こんなの。なんでもない、舐めときゃ治るような傷だから」

　トキが発見したのは、花屋で薔薇の花をつかんだときについた傷だった。

　小さな傷のたくさんついた手のひらが、指が、急に恥はずかしいもののように思えて、潮はトキにつかまれた右手を隠かくそうとする。

「クスリ、つけて、あげるね」

　そう言って、トキはさりげなく、意識しないままダンサーのステップで部屋を横切る。

　その動作がメロディのようだ。

　メロディを目で見てとれるなら、きっとこういう動きをするだろう。

　そんなふうに歩く。

「いいですって」

「手を出して。楽屋に来た人が怪け我がをしてて、それをそのまま帰したなんて、なんだか縁えん起ぎが悪いじゃない。もうちょっと考えてよ」

　静かだけれど、強い口く調ちようでトキが言う。

　言われてみればそのとおりだ。

　潮は素直に手を出した。ちゃんと傷の手当てをしてから来ればよかった。呪禁師なのだから、そういう部分にも気配りをすべきだった。トキの身近に血の臭においを持ちこんでしまったことは、いけないことでは？

　トキの指先が潮の傷口に触れた。

　楽屋に用意してある小さな瓶びんに入った薬の蓋ふたを開け、丁寧に、傷のひとつひとつを確かめるようにして塗りこむ。

　撫なでられる感かん触しよくがくすぐったい。

　そして、痛んで沁しみた。

「来てくれて、嬉うれしい」

　手のひらの傷に薬をすりこみながら、トキが言う。

「どうしてか、今夜、ここにひとりでいるの、すごく寂しかったの。どうしてか、わからないけれど。花束をありがとう」

　トキの頰から首筋、肩かたまでのラインがやけに寂しげに見える。

　トキはほとんど裸はだかに近いステージ衣装のまま、潮の顔は見ないで告げた。

　そのまま。

　トキはなにも言わなかった。

　潮はなにも言えなかった。
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　楽屋でトキのそばにいつまでもいて、集中力を削そぐのは失礼な気がして、花束を渡してすぐに出てきた。鈍どん感かんだと言われまくっている潮だが、その程度の気遣いならできる。

　──怖いぐらいだった。

　いまさっき見たトキの姿を反はん芻すうする。

　もとから綺き麗れいな子だけれど、それだけじゃなく、たしかになにかに「魅み入いられて」いるように見えた。

　楽屋から出て人混みの中に紛れても、トキの「人ならざる」気配がまだ自分の周囲に漂ただよっているような気になる。不安が胸にポツンと小さな染しみをつくる。

　と──景色が、歪ゆがんだ。

　陽炎かげろうがたちのぼるように、熱気が潮の視界の中でぼんやりと立ち上がり、光景を歪ませている。

　聞こえるはずのない波音が、耳の奥でこだましている。

　耳を澄すますと、それは潮自身の鼓こ動どうなのだ。

　ドク、ドク、ドク……と。

　波音のようにして、心しん臓ぞうが血液を循環させる音がしている。

　それとも本当に波音なのかもしれない。

　人工島の向こう、真っ黒なタールを塗りこめられたような海の鼓動なのかもしれなかった。

　瞬間。

　都市も、島も、それぞれの人も、厚い布の束も、潮も──皆、等ひとしく生きていた。

　生物も、無生物も、なにもかもが意志を持って生きていると感じる。

　幻げん覚かくだろうか。

　取りこまれそうになる。

　大きなエネルギーが意志を持って渦うず巻まき、その巨大な顎あぎとですべてのものを喰くい尽つくそうとしている気配。

　──なんだ、これ？　ばあちゃんが「見えないのか」って言ってたものって、これ？

　ガツンと牙きばが潮の腕に当たる。

　強い感触。冷たい舌。

　潮はハッとして飛びすさった。

　あたりを見回す。

　けれどなにも見えない。

　身体がぶつかった誰かに不服そうに見とがめられただけだった。

　行き交かう人びとがぶつかり、竹林が揺れ、音をたてる。

「……やべえ。なんだろう。これ」

　潮は両手で自分の耳をふさいだ。

　目を閉じて、網もう膜まくに映うつし出されたいくつかの光の点に意識を集めた。

　ふいに。

　背中が炎の塊を投げつけられたように痛んだ。

　気のせいだ。

　気の迷いだ。

　信じた途端に、気持ちの裏付けを伴ともなって幻覚が真実になり、自分の背中は焼けただれ、皮膚は火に飲みこまれて縮んで焦こげるだろう。

「見えないものを見ず、見えたものを信じずに……」

　聖にいつも言われている言葉をひっそりと唱となえる。

　信じてしまうことで、潮は自身の内面に捕縛される。そして自分の中で膨ふくれあがってしまった呪のろいは他人にかけられたものよりも強力で、祓はらいがたい。

　目をぎゅっと閉じてみる。

　トン…………。

　背中に人が当たった。

　それは現実の感触だった。

　潮は目を開き、ゆっくりと振り返った。

　真っ赤に燃え上がる炎が揺ゆらめいた。

　輪りん郭かくを金色に輝かせて、その中心で蒼あおい揺らめきを持つ灼熱の炎が空気を揺らしている。

「──……」

　潮は息を飲みこんだ。

　ひとつ呼吸をあけて、テンポをずらす。

　揺らいでいた景色が焦しよう点てんを結び、巨大な炎は赤いドレスに身を包んだ女の姿になる。

「……ああ、すみません」

「こちらこそ。ごめんなさい」

　吐と息いきとともにそう言うと、相手は笑顔を浮かべ、ハスキーな声で返してきた。

　真っ赤なドレスと同じ色あいの髪をしている。

　そして同じく赤い唇。

　唇は薄うすっぺらなハートの形をしていた。セクシーシンボルのように尖とがっていて、魅み力りよく的てきだった。

「どうかしまして？　すごい顔色をしていらっしゃる」

　手が差しのべられる。

　その白い指の先、マニキュアまでが小さな炎のように赤く燃える色で塗られていた。

　爪つめから色が溢あふれて零こぼれるように、細い指から手の甲にまで燃える炎を模もした子こ蛇へびのタトゥーが刻きざまれている。

　火傷やけどをするような気がして、潮はその指先から逃のがれるようにしてあとずさった。

　瞬まばたきをひとつした。

　その途端に、あたりすべての景色が、消えた。
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　熱い。

　汗がダラダラと額をつたって、唇まで落ちてくる。

　塩からい。

　自分の汗の味が唇の上に残っている。くっついたまま。そのまま。

（……ここは……どこだ？）

　潮は右腕で自分の首筋を触さわる。

　汗でぬるついた肌を拭ぬぐう。

（いまは……いつだ……？）

　じっとりと湿った空気の熱帯。

　緑のジャングル。

　蔦つたの這はいまわる密林。

　下ばえを踏ふみつけるたびに足が滑すべる。

（ここは……ジャングルだ。バリ？　バリのジャングル……？　トキとはじめて会った場所）

　違い和わ感かんを覚えながらも、潮は大きな葉を押し上げながら歩き続ける。

　濃こい緑が、あたりを覆っている。

　光合成する植物の、ため息の濃度に呼吸が止まりそうだ。

　罪深い恋に似たオーラ。

　とらわれることが快感になるような。

　決して善よいだけのものではないとわかっているのに、それでも足を踏み入れてしまう、そういう類たぐいの恋のような。

　ときとして植物は、そういう香りとオーラを放つ。

（恋の……ような……）

　潮はふいに思いついたその言葉に、戸惑う。

（恋だなんて……俺はどうしてそんなふうに……？）

　ぼんやりと見つめる視線の先に──……。

（蝶だ。俺の……使役……。蒼い……）

　夢の中のように、自分の内側と外側にふたり分の意識を抱えこんでいるような、不確かな感じがした。

　見つめている自分と、演じている自分の存在。

　ひらひらと、優ゆう雅がに蝶は潮の指のすぐ先で蒼い燐りん粉ぷんをともすようにして飛び続けている。

　緑の厚いカーテンをひとつ開ける。

　蒼い蝶がサファイアの光を落としながら点てん滅めつする。

　蝶が羽ばたいた先にトキが座っている。

　トキは潮を見返して、綺麗な顔で笑う。

「ランダという女神のことを、わたしたち、よく知らなかったから。はじめて踊ってみたとき、満月だったから」

「満月？」

　これは幻げん影えいだと思いながら、語るトキに聞き返してしまう。あまりにもリアルなトキの姿と声が、潮の理性を捕縛する。

「今夜もそうなの」

「今夜も満月なんだ？」

「闇やみの満月。普通ではないの。ブラック・フル・ムーン。真っ暗な本物の闇の夜」

「ブラック？　それって満月って言わないんじゃあ？」

　これはリアルじゃない。

　潮は頭の隅で理解している。これは本物のトキではない。本物のジャングルでもない。

　過去の記憶と映像で見たインタビューを自分の脳のうが処理して映し出す、幻のような、夢のような──。

　けれど、どうしてだ？　起きたまま夢を見ているのか？

　まさか。

「そう。だけどランダと、ここにいる人たちは知ってる。ブラック・フル・ムーン。だって女神は闇でも影でもないから。悪い神様も、また、光だから」

「ごめん。意味がわからない」

　トキは潮の顔をまっすぐに見つめた。

　そして、困ったような、痛々しい笑顔を浮かべた。

「噓うそつき。本当は意味がわかってるはずなのに。私はあなたのそういうところが嫌きらい。気が利かない人よね。ずるい。あなたは生まれつきなんでも持ってる」

「え？　なに言って……」

「はじめて会ったときから大嫌いだった。私と同じような年で、もうすでに自分が何者であるかを知ってて、周囲の大人に大事にされて──仕事をしている男の子なんて、最悪って思った。悔くやしかったわ。私が持っていないものを持っていて、認められてるあなたが憎にくかった」

「何者であるかなんて知らな……」

「私がどれほど踊ることが好きだと思っても、バレエや日本舞ぶ踊ようやたいていのダンスはもっと小さなときからみんな基き礎そのレッスンをしてて、才能がある人はとっくにコンクールで受賞してて──いまからでもレッスンを受けたいとお願いしても、私にはそんなこと許されない。ダンサーになりたいなんて、なに言ってるんだって叱しかられた。タレント上がりのくせに。しかも元は売れない子役タレントだったのが、ちょっと一発、ミュージカル映画で当てたからって、なにを寝ぼけたことを、って」

　トキは優しい表情で話し続ける。

　話している内容と口調の不ふ一いつ致ちが、潮を不安にさせる。

「それでも、その売り方が一番だろうからって事務所の社長がゴーサインを出してくれて、それでやっと今回のステージに乗ることができたの。はじめてのダンスのステージ。──私は、この踊りをやめることなんてできない。私が、私の望む私になるためには、ランダに魂たましいを喰われてもかまわないと……」

「駄目だよ。喰われたら、駄目だ。そんなのは駄目だっ」

　夢なのか現実なのかわからないまま、潮は叫さけんだ。

　トキの顔が歪む。

「ごめんね。ジャングルが怒ってる。話しすぎたみたい」

「……ジャングルが？」

　ザザザ──……。

　大きく風が吹いた。

　熱帯のぬるい風が潮の肌にまとわりつく。

　肌の上を通りすぎる風は、炎のように熱い。

　潮の手のひらに蒼い光がともる。

　蝶だった。

　潮の蝶が次から次へと──潮の皮膚の奥から滲にじみ出るように生まれ、空へと舞い上がる。

「綺麗」

　トキがぼんやりとつぶやいた。

　どうして今日は、自分の蝶を制せい御ぎよできないのだろう。

　潮は不審を抱きながら、それでも黙だまって蝶の思うままにまかせる。

　うっとりと蝶の羽ばたきを見守るトキの様子が愛らしかったから。

　蝶の群れは、蒼い色の風になった。

　ぬるい空気を遮しや断だんし、ふたりの行く道をうながすように、ジャングルを抜けて飛ぶ。

　いままで閉ざされていた空間が、ふいに、目の前にひらけた。

　樹木の陰かげになって見えなかった、細いケモノ道がまっすぐに続いている。

（トキ？）

（トキ……じゃない。似たように綺麗な顔。似てるけど。……鳴瀬？）

　トキが鳴瀬の姿になる。

　姿勢のよい人形のようなボディ。白い肌。鳶とび色いろの瞳。

　潮の蝶は指先からひらりと飛び、鳴瀬の薬指で羽ばたきを止めた。

　まるで指ゆび輪わのようにそこで固まって停止している。

（……違う……やっぱりトキだ……）

　再び景色と人の姿が揺らめいて、鳴瀬はトキにメタモルフォーゼ変身した。

　左手の薬指に留まった蝶は、その瞬間に大きく震ふるえ、そうして輝きを残したままで消失した。

（人間？　……それとも人形？）

　トキが鳴瀬になる。

　人間のように見えて、人形のようにも見える。

　さらにまた変化する。鳴瀬から、封じ珠の中に閉じこめられたサキの姿へと。

（サキさん？　どうして？）

「人じゃなくなるなんて、たやすいことよ。生きていくのはつらすぎて、ひとりで過ごすには寂しすぎて──人の魂なんて、だって生きていくのに、なんの役にも立たないもの」

　サキの姿が鬼になる。ニッと笑った口が耳まで裂けて牙が尖る。

「……呼ばれたんだ」

　沈しずんだ声がした。

　三つの声が同時に三つのスピーカーから流れてくるようにして、あちこちから聞こえてくる。

（え？）

　潮は声を出そうとして──声が出ないことに気づく。

　思うだけで、言葉が唇から出てこない。押し出せない。

「呼ばれたんだよ。今日は満月だから。ジャングルの奥、ランダに……」

　トキ──鳴瀬──サキが。

　三重写しのフィルムのように重なりながら、潮に向かって話し続ける。
















「女神だよ……」

　低いつぶやき。

　いつの間にか声だけではなく、潮の身動きまで封じられてしまったようだ。

　なのに不思議と危機感がない。

　ただ──熱い。暑い。

「ランダはバリの女神なんだ。ジャングルに棲すむ魔女の王。混乱の女神。舞ぶ踏とう。原始の象しよう徴ちよう。邪じや悪あくな破は壊かいの女神だってことになっているけれど。善神と戦い続けているんだって。もうずっと。勝敗はいつもつかない。それは──ランダが悪でも、闇でもないから、なんだけどね」

　ぽおっと、潮の手のひらから再び蒼い光が零れた。

　蒼い宝石の小さな欠片かけらめいたそれに、羽根がついて羽ばたきはじめる。

　次から次へと、蝶が空へと舞い上がる。

「わたしは（ぼくは）今夜踊るんだよ。わたしは（ぼくは）シャーマンだから。シャーマンはね、神様を降ろすんだ。神と人間をつなぐものだよ。わたしも（ぼくも）そう。踊ることで神をこの世界に呼ぶんだ」

　痛いような笑みが綺麗な顔に浮かぶ。

「よい踊り手はね、みんな生いけ贄にえなんだ。人じゃあない。だから美しいんだよ。捧ささげられるものだから、こそ」

　トキ──あるいは鳴瀬が──サキが語り続ける。

「供く物もつ、捧げもの」

　顔を上げたその瞳は暗くて、深い。

「……ランダは……善なる光とはまた別の、もうひとつの光を持っているんだ。昼の光と夜の光のように。本当に暗い夜なんてないでしょう？　太陽の光と、月の光のように。照らす光の種類で、地上のものの影の色も、濃さも形も変わるよね？」

（なにに捧げられるものなのだろう。なにに？　生け贄は……なにに……？）

　背中が熱い。

　焼けつくように熱い。

　潮の背中が燃えはじめているように、熱い。

「……今夜は……満月だから……」

（これはトキ？　それとも鳴瀬？　それともサキ？）

（誰だ？）

（これは……誰だ？）

（……俺は……誰だ？）

（ここは……）

　熱い、熱い何かが背中に押しつけられる。

　蒼い蝶が空を覆う。

　ひんやりとした空気が粉になって落ちてくる。

（ここは……どこだろう……）

（なにに捧げられるものなの？）

（さあ）

　トキが、サキが、鳴瀬が答える。言葉にならない思いを聞きとったかのように。冷たい、諦あきらめきった口調で。

（生け贄自身にはわからないよ。神様なのか、悪魔なのか……それを見極めるのはきみたちなんじゃないのかい？）

（……でもきっときみたちが思うよりもずっと、はっきりしないもの、なんじゃないのかな。たとえば、「混沌カオス」）
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　ドスン──。

　音がした。

　誰のたてた音かはわからない。

　けれど、潮の意識が現在へと浮上する。

　熱い塊が潮の背中を押しのけて去っていった。

「……な……んだ？」

　言葉が吐はき気けと一緒になって喉のどからせり上がってきた。

　ロビーでぶつかった、髪も服も炎のように赤く染まっていた女はもうどこにもいなかった。

「あれは誰？」

　立ちすくんだままで自分に問いかけてみる。

　ランダ。

　沸わき立つような旧東京と新東京の路上と、記憶の中のトキが語ったイメージが不ぶ気き味みに重なりあう。

　破壊的なダンスと殺さつ戮りくの熱気を通して現れる混沌の女神。魔物。

　人の群れが潮を邪魔そうに押しのけていく。

　身体が震えていた。

「ざまぁねぇよな。俺」

　わざと毒づいてから深呼吸をひとつする。

　まだ背中が熱い。

　その部分に意識を集中し、それからゆっくりと自身の内側にこもった熱を散らした。

　赤毛の女はもうどこにもいない。
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　開かい幕まくのベルが鳴り響ひびく。

　聖ひじりたちは潮うしおを置き去りにしたまま、まだ帰ってこない。

　いったいどこでなにをやっているのだろうと苛いら立だちながらも、潮はひとりで観客席に座り、トキのダンスを見ることとなった。

　豪ごう奢しやな飾りのついた仮設テントふうの小屋が、天てん幕まくのマントの中に入れ子細ざい工くとなって、かかっている。

　その小屋こそがステージだった。

　コロシアムのようにステージを一段下において、絨じゆう毯たんを敷しきつめた観客席が設置されている。

　人びとはみんなそこに思い思いに座りこんでいる。

　金きん刺し繡しゆうの幕が開く。

　いったん落とされた照明がまた、カッと照りつけると、ステージの上はジャングルだった。

　こんもりと盛もり土つちをした、昼なお暗い密林の奥の、小さな空あき地のような場所。

　音が流れはじめた。

　トキが現れる。

　そよ風が吹きつけるのと同じ、優しい身振り。

　緑の濃こいジャングルを背景にしてトキがメロディになる。

　熱帯のメロディだ。

　エキゾティックな甘い毒のような音楽に、うねるようにして、チャッ、チャッという軽く区切られたスタッカートの音が混じりあう。

　耳に滴したたってくる呪じゆ文もんのような音だ。

　トキの腕うでが流れ、波は紋もんを生みだす。

　空気をかき混ぜるトキの指が、さざ波をつくりだす。

　雫しずくが水の表面につかの間の王おう冠かんを現出させるようにして、空気の中に差し入れられたトキの指が、見えない冠かんむりの軌き跡せきを残す。

　ふわりと宙に止め、次の瞬間には別な方向に向けて揺れる手足。トキの動いたあとの残像がまぶたの裏に灼やきつく。

　トキの今こ宵よいのダンスには、たしかに神が宿っているのかもしれない。

　眺ながめているだけで、どこか遠い地へと心を連れ去られそうだ。

　そこは人には行けない場所だ。

　舞ぶ踊よう家かは人として踊おどるが、トキは人ではなく、もっと別のものだった。

　トキは器うつわだった。

　トキの内部に光が満ちる。

　踊りではなかった。

　それはもう、踊りなどではなかった。

　シャーマンになって、なにかを身の内側に降ろしている。

　踊りを鑑かん賞しようするというよりも、告げる言葉を聞くためにこそ観客は耳を傾かたむけ、瞳ひとみをこらす。

　光景が遠ざかる。

　そして、また、近づく。

　トキの身振りが荒く揺れる。

　トキのダンスは次元を巻き戻していた。少なくとも潮には、そんなふうに見えた。

　三次元の景色が二次元となり、平らな背景に紛まぎれたトキは、さらに次元を反転させる。

　ガムランの音とメロディ。トキの動き。

　幻げん惑わくされる。

　より、太古へと。原始的な方向へと。

　本能を刺し激げきする踊りだった。

　人はかつて、どんな生き物だったのだろう。

　進化の逆の道筋を辿たどるように、トキのダンスが過去の記き憶おくへと道をつなげている。

　突然、トキの姿がすうっと薄らぎ、透すけた。

　あり得ないことなのだが、身体からだが透けて、向こうの景色が見えるのだ。

「トキ……!?」

　よく見ると、舞台上方をキラキラと瞬またたくものがあった。

　それはトキを操あやつる、神の糸だ。

　トキの身体をからめとって、無数の糸が舞台を飄ひよう揚ようしていた。

　糸のしかけで踊る人形のように、トキは無数の糸を手足にからめて踊っていた。

　すでに最初からかかっている糸と絡からみあい、トキは踊りながら繭まゆになる。

　そして、踊るトキの向こう側に、場の揺らめきが見えた。

　聖が、そして潮が呪じゆ禁ごんでつなげる真の闇やみに似た、虚きよ無むの空間がトキの背後に出現する。

　蜘く蛛もの糸のように細く、それでいて触ふれてもみないうちにその強いことを感じとれる糸が、トキの背後に出現した空間からも吹きつけられる。

　真空の闇の穴。

　潮にとっては見慣れた、別次元への、呪まじないの穴である。

　熱帯の空気をかき乱してトキの腕が動く。

　乱された空気が気流になって渦うず巻まく。

　あちこちで湧わき上がる小さな乱気流の渦を、にぶく光る糸がスッパリと縦に横に切断する。

　渦を巻いて糸が流れている。

　生まれたての小さな蜘蛛が、風に乗って糸を飛ばして移動していく様子を昔に見たことがある。キラキラと光る糸にしがみついて、子グモはどこかへと飛んでいった。

　いまのこのステージ上の光景は、それに似ていた。

　その糸のすべてをトキの手足がからめとる。

　そうしながら風を受けて舞う木の葉のように自然に、無む抵てい抗こうでいながら法則に満ちたステップをトキは踏み続けている。

　強きよう烈れつな磁じ石しやくのように視線を吸い寄せる、トキの螺ら旋せんを描く身振りから無理に目線を引ひき剝はがし、潮は四方を眺めまわす。

　この夢に幻惑されているのが自分だけなのか、それとも違うのか。

　まわりの観客もまた夢にとらわれているのかを見極めるために。

　すると、客席からステージへも糸がのびていた。

　船出のときに船と岸をつなぐ色とりどりのテープのように。

　観客たちは各おの々おのの指先から糸をステージへ、トキの身体へと投げかけていた。

　年ねん齢れいも、階級も、性別も──てんでにバラバラの観客たちが糸を手にして、自分たちとトキをひとつにつないでいた。

　その糸のつくりに、並び方に、現れ方に見覚えがあった。

　それは縁えんの糸だ。

　恋人たちの小指には赤い糸が結ばれているなどと言われるが、それはある意味で真実なのだ。

　執しゆう着ちやくや思い、慣れや親しみが精神の糸をよりあげてお互いにつないでいるのを潮は何度か見かけたことがある。

　人と人を運命によって結びつけ、宿命によってからめとる不思議の糸がステージへとのびている。

「な……んだ……？」

　不ふ吉きつな糸の群むれ。

「ばあちゃん。なんか……見えてきちまったよ。ばあちゃんの見てたものと違うかもしれないけどさ」

　どす黒い瘴しよう気きに似たあやかしの糸が、粘ねばついたタールの色あいで付近を包みはじめる。

　潮以外の観客たちも取りこまれ、呆ほうけたようになって糸にまみれはじめた。

　糸が飛びかってゆく頭上の光景。高い天てん井じようを網あみの目のようにして区切っているきららかな糸の群れ。たくさんの糸の十じゆう字じ架か。十字路。

　あやとりの形のように意味がありそうでない図形が、ステージの上高くを覆おおいはじめる。

　トキの身体が糸でぐるぐると絡からまり、身動きがとれなくなりはじめている。

　トキの輪りん郭かくが薄くぼやけて見える。

　それでいながら引ひき裂さかれ、浮かされたようにして踊り続けている。

　たしかにそれが快感なのだと、うっすら微笑ほほえんで。

　その笑みの形の淫いん靡びなこと。

　胸が、痛い。

　トキはゆったりと笑んだまま、背後の次元の穴へと引き寄せられていく。

　闇へと進んで飲みこまれようとしているふうにも見えるトキに、潮は思う。

　行かないで。

　行ってしまわないで。

　取り残される痛みは嫉しつ妬とまじりのものなのだろうか。

　目の前で、人ではなくなる、神様の人形。

　止めてはいけないのだろう。それとも……？

　潮はためらい、硬こう直ちよくする。

　いままで、潮がたくさんの人たちに何度も言われた、みずくさいとか、縁の糸が淡いというのは、こういうことなのだろうか。

　まわりの人たちを置き去りにして、こんな寂さびしい思いをさせていたのだろうか。

　潮はトキへと手を差しのばす。

　そこがどこかはわからない。でも、そんな場所に……行ってしまわないで……。

　──現世に未み練れんのひとつも残さない綺き麗れいな想いのままで、まだ行ってしまっては、いけない。

　これは誰の想いなのだろう。

　自分のものであって、自分のものではないような。

　潮もまた、誰かに操られるかのように自然と腕をのばし、動きだした。

　漠ばく然ぜんと自分にかけられた糸の存在を思う。

　鳴なる瀬せの糸が潮の心にかかっている。

　聖。甲こう田だ。キリコ。キラク堂のみんな。

　人はみな、ひとりで生きて、けれど、ひとりの力だけで動くものではないのかもしれない。

　潮は半眼になり、下腹に力をこめてゆっくりと息を吸った。

　呼吸を繰くり返しながら、ポッと熱くなった下腹部からその熱を上半身へと上げていく。

　眉み間けんへと力を押し上げて、精神統一をはかる。

　そうして指先をステージへと向ける。

　指先に光がともる。

　その光は形をつくり、小さな蝶ちようとなった。

　潮の指から無数の蝶が飛びたち、風に舞い上がる砂さ塵じんとなって、震ふるえながら旋せん回かいしている。

　潮はトキに──糸をかける。

　苦痛。快感。重み。

　以前、鳴瀬と糸を結んだときと同じような感覚が全身を包む。

　羽根を尖とがらせて飛び回る蒼い蝶の群れの、ぶううううんという低い羽ばたきが潮の鼓こ膜まくに蓋ふたをつくる。

　滴る熱帯のハチミツの毒が抜け落ちて──潮はやっと観客席のただなかで糸を引き、すべてを器用に操る人影を見つけた。

　指先に無数の糸を絡めている女。

　クグツのワザの遣い手だった。

　笑っている。とても楽しそうに。

　見覚えがあった。

　ロビーでぶつかった、炎のような女だった。

　それではあのフラッシュバックは。

　ロビーで忽こつ然ぜんと訪れた悪夢めいたあの感覚は、このクグツ遣いのワザだったのだろうか。

　トキとの出会いの記憶の丁てい寧ねいな立体コラージュも、このクグツ遣いのワザだったのだろうか。

「おや？　これは──同業者。見ればあなたも呪禁のワザを使う」

　女は眉まゆを上げてそう言った。

　そうしながら、両手にヒラヒラと糸を巻きつけて、糸巻き車のようにすべてをからめてとってから、それらをまとめて瘴気へと変じていた。

　淡く揺れながらたちのぼる欲望の糸が、天井に絡みついている。

「……おまえの仕し業わざか？」

　クグツ遣いは人形遣い。

　人の身体に絡みつく縁の糸をからめとって、クグツとして遣う。

　人間をそのまま人形に。

　理性と正気の糸をぷつりと切って、欲望のままに向いた方向に人を押す。人の心をその思いのままに、ひょいっと押すのだ。

　タガがはずれた人は殺さつ戮りくも暴力も、善意も愛情もすべてが度を越して──規格はずれのヒトデナシに成り果てる。

　クグツ遣いは、赤毛で背の高い、綺麗な女だ。

　髪と同じ色をした、ボディにピタリとはりついた真っ赤なドレスがよく似合っていた。

　薄い花か弁べんのような唇くちびるの片かた端はしだけを心もち持ち上げて笑う。

「そう、私はクグツ遣い。あんたは蟲むし遣いのようだね。聖ばあさんの知り合いかい？」

「ばあちゃんのこと知って……？」

「というか──そうか。あんたが噂うわさに名高い、中なか沢ざわ家けの跡あと取とりか。ばあさんと同じ気配がするね。能力値が高すぎるせいで、私たちみたいな呪禁師に触れさせるのが危険だからと隔かく離りされていたという──なるほど、力はある……のかな」

　語りながら赤毛のクグツ遣いは、回してからめとった糸をシャアッと音をたてて、ステージへと投げこんだ。

　潮のかけた糸によって動きを止めたトキは、すっぽりと繭に包まれ、ただ発光していた。

　蒼い蝶たちがトキの光を受けて、ガラスのように濡ぬれて輝かがやく。

　まるで涙の雫しずくを零こぼしているようだ。トキの繭の上に。

「呪禁師なのに、なにしてるんだ？」

　クグツ遣いの行いは、まるでトキを呪のろってでもいるようだ。けれど聖の名前を出すということは、たぶん潮と同じにトキを守しゆ護ごする側にいるはずで──。

　潮は混乱したまま呪じゆ術じゆつの手を止め、赤毛のクグツ遣いを見やる。

「最初はね、守ろうとしていたんだよ。でもね、聖ばあさんの代理でくっついて守っていた夜に、女神にささやかれ、気づいた。ランダ神とやらに遣われるほうが楽しいなってことに気づいてしまったのさ。封ふうじるより──あの神の僕しもべになるほうが、楽しい。ワクワクするよ。ごらん、開くよ」

　なにが開くのかと問いかけた刹せつ那な、それが起こった。

　閃せん光こうが闇を引き裂いた。

　フラッシュと轟ごう音おんが。

　まるですさまじい稲いな妻づまのようにして、トキの身体が巨大に膨ふくれあがってジグザグと光り輝いたかに見えた。

　無数の糸に絡みつかれた手足が、それぞれにてんでの方向に引きずられて肉体が歪ゆがむ。

　潮はトキとつないだ糸に精神を集中させる。

　蜘蛛が餌えさを運ぶように、トキの身体は糸に包まれて、再び背後の闇のアギトへと連れ去られようとしていた。

　全身の毛が逆立つような恐怖を感じる。

　このままではトキを失ってしまう。それだけではなく、この場にいる多数の糸の持ち主も危険だ。

　ランダ女神に仕つかえるほうがいいと、クグツ遣いが語ったということは──つまり目の前のこの女は敵だということか？

　潮はようやく意識がはっきりしてきた。

　──止めなくては。

　トキが連れ去られることを。そしてこの場の混乱を。

　縁えんの、たった一本の、細い糸に想いをこめて。

「トキ──!!」

　潮は繭のようになってしまったトキへと走りだす。

　人混みをかきわけて、絡まる糸を振りはらい、ただひたすらに走る。

　夢見心地ごこちの観客たちのあいだを駆かけ抜け、トキのもとに辿りつく。

　繭になっていたトキをかき抱いだいて、つながっているすべての糸を引きちぎろうとした。

　無理だ。強い。切れない。

　それならば、と、蝶を自身の内部から引きずり出す。

　ハタハタと飛ひ翔しようする蒼い蝶がトキに絡まる糸の一本一本に留まり、繭と糸を覆い尽くす。

　蝶は長く尖った口こう吻ふんをのばし、粘ねん膜まくを塗ぬりつけ、糸の力を弱らせる。

　本来なら切れるはずのない縁の糸だが、呪術の力による不自然なものだったせいか、潮の術によって、緩ゆるんで溶とけていくものも多い。

　一筋、また一筋と、ハラリと糸がほぐれる。

　潮は、ほっと、ひとつだけ息を吐き出す。

　安あん堵どもつかの間、すぐに悪お寒かんが潮を襲おそう。

　トキの背後に開いた穴と、道が完全につながったのだ。

　そこから薄い、黄色みを帯おびた光がふいに照しよう射しやされる。

　車のヘッドライトのように淡あわい光線が客席へとのびる。

　なにかが、やってくる。

　正体はわからない。それでも、その気配だけはわかる。

　トキという生いけ贄にえを奪うばい取られて、怒りに震えたなにかがやってくる。

「な……んだ……？」

　トキの背後に、ひときわ太く、長く、きらめく一本の糸がかかっていた。

　それは後ろにあった、暗い、別次元につながっているのだろう穴から、渡されていた。

　潮はその糸を手に取ったままトキを抱き上げる。細い腕。軽い身体。

「ランダが来るよ」

　クグツ遣いが言った。歌うように。

　クグツ遣いの視線は、穴の向こうを見み据すえている。

「トキは人形だ。生まれついての人形で、自分の意思じゃなく他人の思おも惑わくで動かされてきた。だからこそジャングルで取り憑つかれた。たまたまジャングルだったが、別にどこでもいい。あんなふうに流されて生きてる子はね、ふとした瞬しゆん間かんに、どこででも狂きよう気きに取り憑かれるものなんだ。そして知る。この世界が光と闇でできているなんて噓うそだと」

　うふふ……、と笑いながらクグツ遣いは糸を放り投げた。

　高く舞った糸が、網の目に絡みあって蒼い蝶の群れを捕ほ獲かくする。

「意思を持たずに夢を見る者たちは、取り憑かれる。そして知るのさ。この世界に闇を持つもの。それは神ではない。闇を持つのは人に生まれたからこそ」

　神々の光はそれぞれに違う色で、場所で、角度で、人を照らす。

　人は光に合わせて己おのれの影を地面に描くのだ。

　光が遠くから差しこんで──人びとの影が滲にじみ出して、あちこちで魅も鬼こが生まれている。

　静かに夢を見ていた観客たちは、いまや狂気の集団へと変化していた。

　心のなにをランダの──闇の光に映うつし出されたのか、影は人の形をとって楽しげに歌いながら他人の首を絞しめてまわっている。

　悲鳴があがり、互いが互いをののしっていた。

　パニックに陥おちいった集団が各々の保身だけを考え、勝手に走り、逃にげ惑まどう。

　人とはこの程度のものなのだろうか。

　潮の全身が熱くなっている。

　それまでの濃い絡みつくような熱ではなく、清せい廉れんに燃え上がる火のような熱さだ。

「人間の無意識がトキを通してランダを呼んだのさ。神は、人に呼ばれ、この地で形を持つ。現あら人ひと神がみも、鬼も、すべては人が呼ぶものだ。なんでもいいんだ。トキは人形。人と神に使われるクグツだ。人はトキの中になにを見たがっていた？　美しいものだけを？　違う。本能の記憶を求めた。殺戮と、闘とう争そうを。それがこの場の姿」

　クグツ遣いは凜りんとした声で告げる。

　まるで神しん託たくのようだ。

　すでに人の一部は、魅鬼に取り憑かれ、人の心を失って暴れはじめていた。

　その赤く血走った目は、嬉うれしげに歪んでいる。笑っている。

　クグツ遣いの告げた言葉は、たしかに真理であった。

　潮はそれがつらい。そして悔くやしい。

「先祖返りだよ。人はもともとが鬼であったのさ。進化して、人になったが──ここが進化の袋ふくろ小こう路じ。あとはまた還かえるだけ。私もまた──還るよ。鬼へと」

　次々に投げつけられる糸が、潮の蝶の自由を奪う。

　トキを抱かかえた潮ごと、クグ遣いの放つ糸が覆っていく。

　繭となってトキと潮は糸にくるまれていく。
















　先祖返り。

　カチリと音をたてて、潮の中で言葉と記憶が重なった。

　品種改良をしてトゲをなくした黄色い薔ば薇ら。なのに薔薇は、先祖返りをして野生種となって、再びトゲを身に纏まとう。

　人は、もともと昔から、人であったか？

　人の本能は鬼ではなかったのか？

　いま、この時代に揺り戻しが起こって──人はみな鬼へと先祖返りを起こしているのではないか？　それこそが魑ち魅み魍もう魎りように憑かれた人の本質。

　人は神の中になにを見る？

　なにを求めて神を呼ぶ？

　己の中の先祖返りの本能──殺戮と闘争を求めて神を呼ぶのだとしたら？　

　圧倒的な力と支配を求めて、神に頼るのだとしたら？

　だとしたら、潮はどうしたらいいのか。

　それでも闘たたかうのだろうか。

　惑う潮の胸元で、封じの珠たまが熱を持った。熱せられ、潮の胸がチリチリと痛む。

　胸元を見み下おろすと、オパールの珠が発光していた。ランダの足音に反応してチカチカと瞬またたく。その内側から亀き裂れつが走っている。植物の芽が土地の表層を割って出現するように、珠の奥から、蒼い糸が──潮の指先へとのびてくる。

「新しい時代だ。また別の神が君くん臨りんする。神とても、ある意味、人のクグツ。人の無意識が、その時代、その時代に適した神を縁の糸で縛しばりあげて、つくりだす。現人神の力の発現が、我らに太古の記憶を呼び戻したのさ。人は──力を求めている。新あらたな力を」

　クグツ遣いは高らかに笑った。

　哄こう笑しよう。

「道は開いた──すべてはカオスに！」

　赤毛のクグツ遣いは闘いを挑いどむように、片手を振り上げて潮を指さした。

　刹那、潮の内側からすべての蝶が放出される。蒼い蝶が一気に飛び出し、潮とトキとをひとつにまとめる。

　クグツ遣いの放った繭珠の中で、羽ばたく潮の蝶と繭とに二重にくるまれ──けれど、たったひとつだけ、違う空間へとのびる太い糸がある。

　──ランダ。

　気がつけば、潮とトキは闇の中にいた。

　まぶしい光の塊かたまりのような、巨大なものが暗闇の奥からやってくる。

　黄色みを帯おびた邪じや悪あくな光。月光に似て、それでいて否ひなるもの。

　輪郭だけがくっきりと浮かぶ。頭はよく見えない。何本もの手と何本もの足を振り回し、ランダ女神は踊っている。

　のばした指の先で天をさし、足は大地を踏みにじる。二の腕は長く、しなやかで──脇わき腹ばらにあばらが浮き出る瘦やせた体たい軀く。女であることを示す胸はしなびて、垂たれている。

　鬼き子し母ぼ神じんもまたランダ女神のひとつの形だという。

　ランダは女で──母で──残ざん酷こくな悪神。

　ランダが求めているのはトキの身体だった。器としてのトキを欲している。

　光り輝いているというのに、放つ印象は漆しつ黒こくだった。闇のアギトが大きく開き、ガチリと歯は嚙がみする。

　女神が近づいてくる、ただそれだけで、全身が炎に包まれたかのような、焼けつくような痛みを感じる。

　女神が手をのばし、トキを奪い取ろうとする。

　潮の蝶がそれを阻はばむ。

　蒼い蝶の群れがランダに払われ焼け落ちていく。次々と羽根を燃やし落ちていく蝶の死し骸がい。それでも潮はランダに刃向かう。

「やめろ──！」

　突とつ如じよ、胸ポケットの封じの珠が──膨れあがる。

　弾はじけて、割れて──中から封じられた人じん鬼きの少女が滲み出る。小さな焰ほむらに包まれた少女の姿がポケットから転がり落ち、蝶の死骸の上で、形を取り戻し、大きくなっていく。

　ランダはトキへとのばす手を止めて、人鬼の少女へと指先をのばす。

「渡さない。トキも──サキも、おまえには渡さないっ」

　叫びながら、潮はトキの身体を離し、サキとランダのあいだに立ちふさがった。

　ランダ女神の動きが止まる。

「神様だろうと、おまえには誰も渡さない。人じゃないものになんて──させない！」

　儚はかなく笑うトキも、鬼へと変化したサキも──人のままで、他の人と縁をつないで、楽しく幸福に生きていける未来が絶対にあるはずだ。

　潮の全身から蝶が羽ばたき、ランダ女神へとまとわりつく。不ぶ気き味みな姿が蒼い蝶に覆われる。けれどすぐにランダは蝶たちを燃やし、その輪郭を露あらわにした。

　──足止めにすらならないのかよっ。

　使役蝶のふがいなさに歯嚙みして、潮は女神へと身構える。

　恐怖の塊が喉のどまでせり上がってくる。圧倒的に強い気配を感じて、動物が毛を逆立てるように、潮の全身も総毛立っていた。

　奇妙なことに、奇怪なランダ女神のその姿はぼんやりとした月光の色のベールに遮さえぎられていて、イメージしか網もう膜まくに残らない。

　ランダ女神が潮に向かってずいと進んでくる。

　衝しよう撃げきを予期して、呪禁の言葉を舌に載のせる。手のひらから蝶を放ち、盾たてにして、呪術のステップを刻きざもうとした刹那──背後からぐいと引っぱられた。

　女神は潮にのばした手を空から振ぶりさせ、月光のベールをはらりとはためかせ、回転する。異い形ぎようの主ぬしで、殺気立っているというのに──ベールをたぐる女神の手の動きは繊せん細さいで綺麗だ。

　闘っている最中なのに、綺麗だと、感じる。

　──なんか俺、余裕だな。

　苦笑した。

　死にものぐるいで闘わなくちゃならないはずなのに、ランダの動きに見とれるなんて。

「やめて。ここは、私のステージ」

　潮を後ろへと引いたのは、トキだった。

　いつの間に意識を取り戻したのか、潮とランダ女神のあいだにトキがふらりと身体を割り入れる。

　ゆらゆらと、頼りない足取りでランダの前に立つ。

　手足に絡みついた糸の切れ端をたなびかせ、背筋をのばして、ステージの上につま先を立てた。裸足はだしの足はけなげで、痛々しい。けれどそのつま先はしっかりとステージを踏みしめて、風をつくって、蹴けり上げる。

「え……。トキ、危な……」

　トキを制止しようとすると、さらにまた後ろからシャツを引かれる。今度は誰だれだよと振り返れば──人鬼になりかけた少女、サキだった。完全に封印を解かれ、口元から銀色の牙きばを零こぼした少女の顔立ちで、潮の手をぎゅっと握にぎる。

　赤く染まった双そう眸ぼうがキラリと瞬く。

　気がつけば解き放たれていたが、サキは鬼に変化して、ランダの味方になったのだろうか。だから潮の邪じや魔まをするのか？　

「……トキ、おどる。おどりたい、だけ」

　サキが、しゃがれた声でささやいた。鼓膜が鑢やすりで擦こすられたみたいに、ざらざらする。握られた手のひらに、サキの鬼化した尖った爪つめが突き刺ささる。

　手のひらだけではなく、胸の奥を刺されたような痛みが走り抜ける。

　──もう彼女は、人ではないのだ。潮が必死で呼び戻そうとしても、人には戻れない？

　サキは。トキも？

　トキが後ろを振り返る。サキの姿を見つけ、目を瞬しばたたかせた。けれどすぐに視線をそらし、ランダに向かって言い放った。

「私に取り憑くと決めたなら、黙だまって私の中に入りなさいよ！」

　トキの絶ぜつ叫きようが響いた。

　反はん響きようするトキの声が消える寸前、ランダ女神がベールを閃ひらめかせ、手を広げてトキへと躍おどりかかる。トキもまたステージを蹴りつけ、ランダへと向かっていく。

「トキ……！」

　ランダが、跳とんだ。

　トキへと覆いかぶさって落下してきたランダの姿が、トキの身体と二重写しになり──月光色のベールが二人を包みこむ。

　あっという間に女神の姿がベールごとかき消え──トキの中へとしゅうっと音をさせて細い光がもぐりこんでいく。

「え？　どこに？　なにが？」

　慌てたのは潮だ。

　サキから離れ、トキに駆け寄るのと、トキが倒れかかるのが同時だった。

　潮へと倒れこむ、トキのまぶたがすーっと落ちていく。

「本当に……あなたは気が利きかない……。倒れさせてもくれないなん……て……」

　しかも抱きとめられながら、トキが吐はいたのはそんな台詞せりふだ。らしいといえば、とてもトキらしい。

「ランダ……本気じゃ……なかった」

　枯かれた声でサキが言う。

「なにそれ。どういう意味？　ていうか、そう。サキさん、あの、はじめまして」

　おたついた潮に、サキが目を瞬かせ、次に、大きく口を開けて笑った。牙が剝むき出だしになり、本来の美少女の顔がくしゃりと崩くずれる。鬼の顔で笑う姿を間近で見て、絶ぜつ句くする。

　可か愛わいいけど、怖こわい。

　そして、ふと、気づく。サキと潮とのあいだを蒼い蝶が糸の形をつくって橋を渡している。サキと自分のあいだには、たしかな縁の糸が結ばれていた。サキの小指からのびた糸は銀色。潮の小指へとまっすぐにつながっている。

　つながったのか。人としての魂たましいをまだ、サキは持っているのか。

　ほっとして──なんだか泣きたくなった。まだ泣いている場合じゃないけれど。

「……ランダが本気じゃなかったから、助かったってこと？　だとしても、ここは、ランダ女神がつくった異次元世界だよね。繭玉の中で、ステージの上。俺たち出なくちゃ、ここから」

　気持ちを切り替えて、トキを抱きかかえた状態で精神を統一する。

　ここは、人の縁の糸を張り巡めぐらせてつくられた世界。閉じこめられたままではいられない。

　──でも、どうやって出たら？

　蝶たちを使役して糸を内側から溶かしてみようかと、下腹に力をこめたとき──自分の指に絡められた縁の糸の中で、妙に強く輝いている糸があることに気づいた。

　他の糸のつながりにも目をこらす。

　ひとつの糸はサキに。視線を向けるとサキは少女の姿に戻り、ぺたりと床に座ってこちらを凝ぎよう視ししている。

　別の糸はトキに。いつの間につながったのかと思いながら、気を失って自分の腕にもたれかかるトキを見下ろす。

　これは甲田の、これは聖のと、ひとつひとつの糸を数えた。サキとトキにつながる以外の糸は、すべてが繭の外へとのびている。

　つまり繭のあいだには、縁の糸がくぐり抜けるぐらいの隙すき間まがあるのだ。

　──閉じてないんだ。誰かと気持ちがつながっているから、たとえ繭の中でも、外に開かれている。

　だったら、縁の糸に意識を集中し、増ぞう幅ふくさせたら、繭玉に亀裂を走らせて抜け出ることも可能なのでは？

　一番強く輝き、主張しているような糸に意識を集中させた。

　誰との縁の糸だろうと、気配を辿れば──糸のつながる先はどうやら鳴瀬だ。糸の主張の激しさも鳴瀬のものなら納なつ得とくだ。

　目を閉じて、外へと気持ちを膨らませる。繭の中ではなく、外へ。

　閉じた内面世界ではなく、人のつながりの中へと──。

　そのとき、潮たちを包んでいた繭玉に亀裂が走り、内側から裂けていく。

「やった！」

　出られたと喜んだのもつかの間、続いて、金属の擦れあうような音をたててほどけた繭玉の、緑の糸でできあがった網が潮たちの頭上からかぶさり落ちてきた。

　悪戦苦闘してまとわりつく網を払っているうちに、潮が格闘しているのは天井から落ちてきている夜色のビロードだと気づいた。

　星のようだった氷粒大のビーズが潮の動きでチリチリと音をたてる。

　ぷちっと小さな手て応ごたえで糸が切れ、地面に散らばっていった。

　星が地上に、転げて散った。

「楽しいねえ」

　くす、くす、くす……。

　頭上から、笑い声が降ってきた。

　潮が顔を上げると、クグツ遣いがあたりを眺めながら笑っていた。

　赤い唇に髪の数本がまとわりついている。

「ランダが憑いた。その子も自由だ。楽しいなあ。ホラ、ホラ。みんな自由になった」

　自由になった。

　どこかで聞いた台詞だ。

　鳴瀬が持ってきて見せてくれた、人鬼の少女の映像。

　ハッとしてサキを見る。サキも、覆いかぶさるビロードの布から這はい出てきたところだった。

　潮と人鬼の少女は、つながっている。

　サキの怒りの波動が伝わってくる。サキはなにもかもに怒っている。トキに。潮に。クグツ遣いに。ランダ女神にも。

　怒ったまま、途と方ほうに暮くれている。この場に下おり立ってしまったことを後こう悔かいするかのように停止し、糸でつながる潮を見つめた。

　サキがなにに怒っているのかは、潮にはわからない。

「仲間なのに……なんで呪禁師なんかとつながる？　こっちのほうが楽しいのに。そんな糸、引きちぎっておしまいよ。そしてランダの憑いたトキと一緒に踊ろう、ねえ」

　クグツ遣いの女がひらひらと手を動かす。

　そのたびに手に施ほどこされている入いれ墨ずみの、紅くれないの小こ蛇へびがのたうった。

「……た…のしい…ねえ……。た…、の…、し……いいいいいい」

　口く調ちようが次第に間延びしたものに変化する。

　潮の眼前で、女の手の甲にある小蛇が鎌かま首くびをもたげるように、ぐるり、と反転する。

　低く濡ぬれた音がして、女の全身に蠕ぜん動どうが這った。

　まるで身体が背骨を中心としたひとつの筋肉の統制体ではなく、幼児がつなぎあわせた粘ねん土ど細ざい工くであるかのように、輪郭が狂いはじめる。

　クグツ遣いが鬼へと変化していく。

　自らの肉体の変形を気にとめる様子もなく、女はあたりを楽しげに見回していた。

「──あんたも人鬼なのか？」

　潮がつぶやいたその瞬間、女はひた、と潮を見据え、人間にはあり得ない力でジャンプした。
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　女が一瞬にして姿を消したあと、トキの身体をまだ腕に抱きしめたままの潮の耳に、低い唸うなりが聞こえた。

　あたりに満ちているはずの、人びとの悲鳴や怒声は聞こえない。

　聞こえているのは、ぶ……ん、という耳鳴りのような音。

　潮にとっては耳慣れた、場が歪むときの音だけだった。

　地熱を抱いた湿しつ地ちの表面に、吐と瀉しや物ぶつのような有機ガスがあがってくる。

　粘ついた音をたてて、無数の異形が人の足もとに現れはじめた。

　臭くさく、濃い霧きりのような瘴気。

　その中に蠢うごめく半はん透とう明めいの虫のようなものたちが、次第に姿を明らかにしてくる。

　魅も鬼こだった。

　人鬼や人間たちのまわりにこごる気の塊だ。

　この場の邪気を糧かてにして、魅鬼たちは次々と変態しはじめる。

「……やべえ」

　潮は唾つばを飲みこんだ。

　と──。

「潮くんっ」

　幕が上がり、一いち陣じんの風とともに人影が飛びこんできた。

　と同時に、あたりのありさまに怪け訝げんな顔をし、立ち止まって腕を組んでいる。

　そして場違いなほどに落ち着いた動作で首を振った。

　やれやれ。大変なことになっているね。

　言葉は聞こえないが、そんなようなことを思ったのだと遠目でも伝わる仕し草ぐさ。

　魅鬼と格闘したり、人同士で殴なぐりあったり逃げ回ったりしている集団を、マイペースな笑顔を浮かべてすり抜け、潮のほうへと近づいてきた。

　鳴瀬だった。

　自分の邪魔をするものは、魅鬼といわず、人といわず、蹴散らしながらやってくる。

　待ち合わせしたときはストライプのスーツだったのに、いまは衣い装しよう替がえをしていて──サファリルックだった。

　たくさんポケットのついた迷めい彩さい柄がらのベストと短パン。エセ冒険家ふうのスタイルで、ちぎれてぶら下がっていた縁の糸の一本に手をのばし、ターザンのように、糸を使ってひとっとびに飛んだ。

「なにしてるんですかっ。潮くんはっ」

　あっという間に潮のそばに下り立ち、そう一いつ喝かつする。

「鳴瀬さんっ──」

「呆ほうけてる場合じゃないでしょうがっ。聖さんはいま外で呪禁の場封じしてますよ。ここから出現した魅鬼を祓はらってます。糸があちこち張り巡らされてるところを見ると、クグツ遣いのワザですか、これ？　で──人鬼の封じをまたこんな場所で解いてたんですか？　ま、たしかにここはステージだし、踊らせるにはいいのか」

　意図したものではないが、鳴瀬は妙みように納得している。

　人鬼の少女サキは、鬼化もしないまま、四よつん這ばいの姿勢で鳴瀬を睨にらみつけている。

「封じの珠から出た最初は、生まれたての赤子みたいなもんなんでしょう。あやしてあげて」

「あ……あやして？」

「いないいないばあとかしていいからっ」

　鳴瀬の登場とともに、緊きん迫ぱく感かんも不安もガラガラと音をたてて崩れていく。

「女の子がふたりいたら、ふたりとも抱きしめなさい。片方だけだと嫉妬される。で、トキは──気絶してる？　これはやばいかな、ランダに憑かれた？　光ってるし。人として、こんなに光り輝いてるのおかしいし！」

　鳴瀬が潮の手の中のトキを覗のぞきこみ、うめく。

「でも……完全じゃない。トキの中でランダが眠ってるだけだ。なんで眠ってるんだ？　ここまで大がかりなことして、覚かく醒せいしてないの？　まあ、いい。これはぼくの出番ですかね」

「鳴瀬さんの？」

「ぼくが使うのは呪禁封じの裏ですから。かけられたワザを祓うのは、ぼくの十お八は番こです」

　鳴瀬が不敵に微笑んだ。

　ついでに悠ゆう長ちように語るふたりの周囲で暴れる人間たちに回し蹴りをくらわして、床ゆかに転がす。

「邪魔っ。寄ってきたら殺すっ」

　無意味にそのへんの人間の腹に肘ひじ鉄てつを打ちこむ。

　魅も鬼こはかえって、ふたりの殺気だった強い気配を感じて近づいてこない。

　鳴瀬は寄ってくる鈍どん感かんな人間を平然と片づけてあたりに空間をつくった。

「トキはぼくにまかせて、潮くんはクグツ遣いを追ってください」

　と、鳴瀬は混乱したままの潮の肩を押した。

「適材適所。なんのために人鬼を覚醒させたんですか。なんのために縁の糸を、人の部分とつないでるんですか？　こっちはまかせてください。早くクグツ遣いを、その人鬼と追って！」

　発光するトキの周囲を、潮の蝶が覆っている。解けた繭玉の糸がまだトキの手足に絡みついている。

　鳴瀬はその前に立ち、潮にはわからない呪文を組み立てはじめていた。

　歌に似た呪文。

　そのメロディに合わせて鳴瀬がトキの身体を起こし、楽器のように糸を弾いた。

　ぷつり、と、音をたてて、糸が一本ずつ切れていく。

　人鬼の少女が、そろそろと潮へと近づいてくる。ピタリと寄り添そい、潮の指に指を絡めて、はにかむような笑む。けれど少女の口元には、鋭するどく光る牙があった。鬼の印しるし。

「いいから、早く行って。その人鬼もそう言ってるっ」

　鳴瀬に叫さけばれ、トキの現況に心引かれつつも、潮は、一番近くの幕をくぐって、客席の外に走り出た。

　幾いく重えにも巡らされた幕。入ってくるときにも、思わぬ方向から人が現れて潮を脅おどかした迷めい路ろの構造が、手間取らせる。

　それでも見当をつけ、人鬼と手をつないで、走る。

　クグツ遣いのワザによるものか、集団ヒステリーのようになって互いに争い、団子状態になった人間がいきなりカーテンの向こうから転がり出てくる。

　それも軽くかわす。

　赤毛のクグツ遣いはあちこちで人に糸をかけていったようだ。

　人びとは呆けているか、争っているかのどちらかだった。

　クグツ遣いの女はさっきジャンプをしたあと、天幕全体を支えていた竹の骨格の上に乗り、外へと消えた。きっと、天幕の外に出て行ったのだ。
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　赤い女のあとを追って出たそこは、タールのような海の上で、潮うしおは一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのかもわからなくなった。

　震ふるえる視界の向こうに煌こう々こうと光をともした新東京が見える。

　恐きよう竜りゆうの首の骨格のような飛行車エアカー駐ちゆう車しや場じよう。

　自みずからの熱で溶とけたようにすら見える地上。

　魔ま界かいだ。

　夜の空にかかるのは真っ赤な満月。

　ぱっくりと口を開けた龍りゆうの顎あぎと。

　万物を溶かす唾だ液えき。

　ぶん、と音をたてて個人用の飛行車が上空を横切った。

　夜空はオレンジ色だった。

　背後の天てん幕まくの中では惨さん劇げきが続いているのだろう。

　怒号と悲鳴が聞こえる。かすかに、きなくさい臭においすらした。

　しかし、ここは異様に静かだった。

　潮は腹に力をこめ、荒い息をしながら夜を睨にらんでいた。

　闇やみと満月。

　どこかで、誰だれかが笑った。

　周囲を注意深く見やるが誰もいない。

　すると人じん鬼きの少女が、潮に絡からめた指を離す。

「……え、どこに行くの。サキさん」

　──だいじょうぶ。

　鬼の少女は、牙きばを見せて、笑いながらささやいた。かすれた声。

　──それから、ありがとう。

　感謝されることなんて、潮はなにもしていないのに？

　──わたしを、おどらせて。トキみたいに。

　ああ、そうか。踊おどりたいのか。この闇のステージで。

　──あのクグツ遣つかいとおどらせて。そこにいる。すぐそこに。

　潮とつながっている縁えんの糸が震える。くるくると、少女の喉のどからなにかが転がるような音が漏もれる。話しながら少女は、人の姿から鬼へと変じていく。

　ごぼり。

　皮ひ膚ふの下で塊かたまりが蠢うごめき、口元が歪ゆがみ、せり出していく。

　潮はあたりを見回すのをやめ、無言のまま、ゆっくりと合がつ掌しようした。

　信じようと思った。この人鬼の子を。

　踊らせたいと願った。観客のいる場で、好きなように、自由に。

　踊りたいと声が届いた。その踊りは、ランダ女神の舞ぶ踏とうと同じに、なにかを踏ふみにじり、闘うためのものなのか？

「踊ってるところを見せてもらうよ。でも、あんただけじゃなく、俺も闘うから。ひとりでなんて闘わせないから。俺は踊れないけど、でも──っ」

　目を閉じる。呼吸を整える。吸う、吐はく、吸う、吐く。

　体内の気を巡めぐらせ、腹に溜ためる。

　身体からだのあちこちに痛みが走る。頰ほおからもかすかに血が流れ出しているが、それらの感覚をすべて意識の外にやる。

　背筋をのばし、顔を上げる。

　合掌した手の形を変え、印いんを結んだ。

　足を踏み出す。

　まず左足。すり足で、右足。

　左。右。左、右。

「天てん蓬ほう、天てん内ない……」

　低い声でつぶやきはじめる。

　それに合わせてステップが変わる。

「天てん衝しよう、天てん輔ぽ、天てん禽きん、天てん心しん」

　踊るように、舞うように、潮は足を動かし続ける。

「天てん柱ちゆう、天てん任にん、天てん英えい」

　むっと、生なま臭ぐさい臭いが漂ただよった。

「天蓬、天内、天衝、天輔……」

　つぶやきが、唸うなりのようになり、組んだ指の先からきららかなものが溢あふれ出て、潮の使し役えきする蝶ちようへと変へん貌ぼうしていった。

　ウ歩のリズムによって、あたりの空気が歪んでいく。

　サキもまた潮と同じようにステップを刻きざむ。

　しなやかに空気をかき混ぜて、場の空気を自身へと集める。鬼の尖とがった爪つめが、気配にぶつりと穴を開けていく。

　蝶はあたりを漂いながら、次第にある一点へと集まりはじめた。

　それは上方。この天幕でできた劇場の入り口近く。

　ひときわ大きな結び目をつくって、幕が留められている紅くれない色いろの飾りの上だった。

「クグツ遣い。おまえ、そこにいるな？」

　潮がつぶやく。

　聞こえるはずのない距きよ離りでありながら、小さな笑い声が返ってきた。肯こう定ていの印しるしに。

「どうして……こんなことを？」

　潮の独白に、返答の言葉が落ちる。

「いったじゃないのよお。たの……しい……からああ。おもしろい……からあ。いっておくけど、あたしが……、あやつってるんじゃない、……わよおおおお。あたしはちょっと、ほんのちょっと、みんなのおおおお、背中をお、押したああだけえ。ほらあ、聞こえるう？」

　赤いクグツ遣い。

　彼女の声は完全に変調し、もはや人間としての言葉の発音もおぼつかなくなってきた。

「ランダがきたのよお」

「ランダ？」

　猛もう獣じゆうの唸りに似た声をあげ、クグツ遣いであった人鬼は笑う。

「なんでもいい。結局、彼女は死ぬんだしぃ」

「なんだよ、それ。どういうことだ？」

　笑い声が答えた。

「トキは、生いけ贄にえ。どこかの神さまに生け贄。連れていくよ。たのしいねえええ」

「てめえ……っ！」

　吐き捨てるようにして潮が叫さけぶのと、天幕の結び目からにゅう、と赤い人鬼が顔を出すのとが同時だった。

　人鬼は目を見開き、にんまりと笑った。

　顔は鼻がせり出し、涎よだれを垂たらしている。

　長く赤い毛がたてがみのようにして残っているのが見てとれた。

　背中の瘤こぶは膨ふくれ上がり、じゅくじゅくと蠢いている。長い鍵かぎ爪づめがあり、手のひらを開くと、そこにもうひとつの口があった。

　かなうわけがない。

　わかっているのに、潮は人鬼に向かって走り出していた。

　たいした呪じゆ禁ごんのワザも遣えない自分が、人鬼に勝てるはずがない。

　それでも潮は人鬼へと挑いどむ。

　本能的な恐怖。攻こう撃げき。仕事として片づけなければという思い。

「わたしたちが……新しいヒトとなるっ」

「なんだって!?」

　クグツ遣いは人鬼へと変貌した。鬼のような人。人のような鬼。この姿が、むしろ新しい人類の姿だと言うのか？

　飾りの上から、人鬼が飛び下おりてきた。

　手のひらが向けられる。口が開き、長い舌が出て、手のひら全体を舐なめた。やがて飛びこんでくる、潮の血と肉を楽しみにするように。

　潮と、人鬼。

　ふたつの肉体の距離が、一挙に近づく。

　潮の中で、新東京の夜がフラッシュバックした。

　人間の本性。

　それを解き放とうとする。

　善でもない悪でもない、まったく別の光。

　ジャングルのどう猛な女神。
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　叫び声があがった。

　ずん、と低い衝しよう撃げき音おんが響ひびいた。

　顔を上げた潮の目に映うつったのは、飛行車エアカーが突っこみ炎上している天幕の光景だった。

　天幕自体は、旧ふるい倉庫に寄生するようにかけられている。その構こう築ちく物ぶつの部分、人びとの集まったステージの後方に、一台の飛行車が衝しよう突とつして、燃えている。

　先ほどまでの騒さわぎとは別種の悲鳴があがった。

　天幕の中にはまだトキが──鳴瀬が、いるのに。

　赤い人鬼に向かっていた潮は、呆ぼう然ぜんとして思わず立ち止まる。

　シュッ……。

　耳慣れぬ音をたてて、なにかが潮を追い抜いていった。

　その音と同時に、目の前の人鬼が叫び声をあげ、自分の顔をかばってタタラを踏む。

　人鬼の両手には黒っぽいものがまとわりついていた。

　潮と縁の糸をつないだサキだった。鬼の姿で、クグツ遣いの人鬼へと挑みかかる。飛びかかってつかむと、後ろへと避よける。踊るようなステップ。

　サキの手が赤毛の女に絡みつく。

　蹴けりつけたつま先が赤毛の女の腹をえぐる。

　一歩踏み出せば、相手は同じだけ後ろへと下がる。

　絡みあうように抱きこみ、くるくると回転し続ける。

　潮が目視できるのは、鬼が二匹──戯たわむれに舞うがごとくの姿。

　血しぶきが真しん紅くの花を撒まき散らし、血だまりが地面を黒く染める。噴ふいた赤き血は煙けむりとなって霧む散さんし、そのただなかを鬼が回る。空中に飛び、跳はねて、下がり、また互いに組みあって、白い牙で肉を裂さく。

　旋せん転てんしながらもみあう二体の鬼の動きが速すぎて、残像だけが閃せん光こうのようにまぶたに映る。

　のびあがる赤毛の女を、サキが跳ちよう躍やくし上から押さえつける。

　と、思うと二体の体たい軀くは逆転し、舞い上がろうとするサキを、赤毛の女が上から踏みつけて押しとどめている。

　独こ楽まのように回る鬼たちは、いつの間にか、二体でひとつの世界を形づくっていた。

　赤い毛をまとわりつかせた鬼と、潮の蒼い蝶ちようを添そわせた漆しつ黒こくの髪の鬼が、血の花を空間に咲かせている。

　地面を転げ回る二体の人鬼の周囲に、潮の蝶がさらに群むらがる。蒼い蝶を纏まといながら、人鬼が咆ほう吼こうをあげる。

　闇を切り裂くようなその戦闘は、舞ぶ踊ようだった。

　サキの振り上げる手も、嚙かみしめる牙も、跳ね上がる背はい筋きんも、なにもかもが踊りであり、闘いだった。

　空中に挑み、天空を見上げながら、足は大地を踏みにじる。

　月光と蝶の蒼を纏い、サキは己おのれの動きで赤毛の女の挙きよ動どうを制する。身体が触れ、爪が触れ、牙が触れるたびに火花が飛んだ。

　風となり、光となり、血となって──鬼が舞う。

　見とれるばかりの舞踊であった。そして武ぶ闘とうであった。

「ばかもんっ」

　呆あつ気けに取られ、飲みこまれ、鬼の戦いを凝ぎよう視しする潮の背後から声がして、柔やわらかいもので後ろ頭をがつんとこづかれる。

　我に返って振り向くと、聖ひじりがそこにいた。

「ばあちゃん!?」

「──おまえのコか？　わしが封じた鬼の子じゃな。封じ直して、遣つかい魔まにできたか。修しゆ行ぎようの成果じゃな」

「ばあちゃんっ。でも天幕がっ。トキがっ」

　祖母の登場にほっと安あん堵どしたものの、燃えた天幕のことが気になり、聖のマントの端はしを引っ張って主張する。

　目の前の人鬼たちの闘いも気になるし──トキも気になる。

「じゃあここは、ばあちゃんにまかせて、俺はっ」

　いましも天幕のほうへと走ろうとした潮の腕うでを、聖が引いた。

「大丈夫じゃて」

　ゆったりとした、落ち着いた口く調ちよう。

　なにもかもを知っていて、あるべき場所にあるべきものが収まることが見えている者のような話し方で潮をいましめる。

「なんで──」

「あれを燃やしたのは、鳴瀬じゃ。派手好きなあやつの使いそうな手段じゃて」

「え──？」

　遠く人鬼の後方に、炎上する天幕から走り出てくる人びとに混じって、鳴瀬の姿が見えた。

「ほら、見ろ。あの先頭を走ってるのは鳴瀬じゃろう。しかもトキを背負うておる。ああ見えて馬鹿力。で、ちゃんとパニックに陥おちいった人たちも誘ゆう導どうして逃にがしておるわ。鳴瀬ならトキを救えるだろうて。ある意味、あやつらは似たもの同士」

　聖は前方を見ながら言い、続けて潮に問うた。

「あの天幕の中で、なにを見た？」

　潮は答えようとしたが、言葉にできず絶句した。

「そうか。まあ、言わんでいい。──いいか、潮。自分の見たものだけを信じよ。下へ手たなものは信じるな。今夜、最初にあの天幕に入ったとき、わしには見えたものがあった。でも、なにを見たのかおまえには言わなかった。言えば、それが暗示になって、おまえが一番先に引きずられ、正気を失ってしまうかも知れぬと思うてな。だからなにも言わず、おまえと別れ、鳴瀬とわしとで準備を進めた」

「ばあちゃん……」

「ひとりでやってのけるにはまだ力不足か？　ヒヨッコめ」

　聖は「ふ」と笑う。

「──それ、来るぞ」

　足止めされている人鬼の代わりに、周囲にまとわりついていた魅も鬼こが一いつ斉せいにこちらに飛んできた。

　何匹かが肩かたに喰くらいつこうとするのを、潮は足で払ってのけた。

　呪禁のワザを使い、場を歪めるための時間がない。

　次々と降りかかる魅鬼の攻撃は、肉体で避よけ続けるしか方法がなかった。

「トキの救出は鳴瀬がやってくれる。おまえはあやつを封じてみよ」

　魅鬼を払いのける潮の身体のあちこちに血が滲にじむ。

「あの赤い人鬼。道具は用意してある。鳴瀬にやり方も習ったはず。さて実地じゃ」

「実地って……ばあちゃん？」

　天幕の中の人びとは、こちらとは反対の方向に誘導されている。

　飛行車エアカーの天幕への衝しよう突とつという刺し激げきが、人びとの心の狂きよう気きを破ったのだろうか。

　クグツのワザの操あやつりの糸を、鳴瀬は飛行車の燃え上がる炎で断ち切ったのかもしれない。

　出てきた人びとは皆一様に放心した表情のまま、炎と反対の方向に走りだした。
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　潮の唇くちびるが言ことの葉はをつむぐ。

　呪じゆ文もんの言葉。旧ふるい言葉を。

　聖に渡されたふたつの小さな珠たまを手に持つ。

　真っ黒な、文字を書いた紙片を巻いた珠だ。

　ひとつはオパールの珠。もうひとつは真紅の珊さん瑚ご珠だま。

　口を寄せ、話しかけるように珠に言葉を聞かせる。

　潮につながる人鬼が、潮の呪じゆ術じゆつの音に合わせて踊りだす。

　相手の人鬼の手を取って、無理やりにくるくると回転する。がるるると獣けものの声をあげながら、組みあって、互いに上になり、下になりしながら転がり続ける。

　回転が止まると、赤い人鬼が、潮の人鬼を下にして、勝ち誇ほこったように唸うなり声をあげた。

　血に染まった人鬼を手足で地面に縫ぬい止め、ひたとこちらを凝視する。

　その瞳ひとみだけは、美しい女であったときから変化していない。

　濃こいまつげに縁ふち取どられた濡ぬれた瞳。若い男に笑いかけるのと同じ、官かん能のう的てきな表情。人鬼としての貌かおと、瞳のコントラストがなんともグロテスクだった。

　赤い人鬼が言った。

「あああ、ひどいわあああ。あたしのお人形さんたちをみんなどこかにやってしまうんだものおお。ああああああ。ひどいいい」

「人形か……」

　聖がつぶやく。

「そうよおお」

「人形ではない、人間じゃろうが」

「……っ」

　ぐうるるるるる、と強きよう烈れつな音がした。人鬼の笑い声だ。

　下になった人鬼が足あ搔がいている。その手の肉に牙を突き立て、赤毛の人鬼が哄こう笑しようする。

「ねえええ、あたし、あんたのことがいまならわかるわ。聖。ババア。なあ、人形と人間。ほんとにあんた区別なんかつくのおお」

　聖は応こたえない。

「あんたにとっても、あたしにとってもさあああ、同じでしょおお。同じでしょおお？」

「同じだとして、おまえはなにがしたい」

「殺したい………」

　コロシタイ、コロシタイ、コロシタイと人鬼はつぶやき続ける。

「ねえ……もっと……思うままに生きてみたくないの？　だってもうヒトはこの世界には溢れすぎてる。そろそろ淘とう汰たされるべきだわ」

　潮はゆっくりと首を振った。

　たとえ本能が殺さつ戮りくを求めたとしても、人は人と縁えんの糸を結ぶことができるのだ。

　だから、潮は闘う──大切な誰かを守るために。

「俺は──殺されたくない。俺だけじゃなく、俺のまわりの大切な人みんな──殺されたくないし、殺したいなんて言うものになってほしくないっ」

　そうつぶやいて、潮は手中の珠をちょうど目の高さにまで上げた。

　珠は内側からかすかに発光していた。

「行くか？」

　聖の低い声がすると同時に、潮の意識はグラリと揺ゆれた。

　珠の中から、漆黒の疾しつ風ぷうが吹き出た。

「おまえを封ふうじる。準備できたぞ。もう手加減しなくていい。踊れ！」

　潮が叫び──下に組み敷かれていた人鬼が跳ね起きた。

　二体の鬼の身体が入れ替わる。

　上だった者が下に、下だった者が上に。そのまま互いに互いを喰らいあう。

　赤い血を振りまきながら、二体は笑っているようだ。

　歓かん喜きの声があがる。楽しげに殺しあっている。

　潮は最後の力でウ歩を刻きざみ、場を引き絞しぼる。

　手に持った珠を掲かかげ、唱となえる呪文が二体の人鬼を次第に縛しばり上げる。

　哄笑しながら互いを傷つけ、人鬼たちは呪禁で開けられた漆黒の闇の空間に封じられる。

　別次元の籠かごに、二体が入る。

　そこは呪禁師の魔術のへその緒おとつながった、おそらくは、やすらかな場だ。

　少女の人鬼はオパールの珠に。

　赤毛の人鬼は珊瑚の珠に。

　次元の籠に抱かれた二体の人鬼は、どのような夢を見るのだろう。

　ランダの夢だろうか。

　破は壊かいの夢だろうか。

　それとも、もっと別な平へい穏おんな夢なのだろうか。

　二体の唸り声が低くなり──消えた。

　その声が消えてしまったあとは、ひどく、静かだった。

　遠く炎が見える。

　飛行車エアカーから燃え上がった炎は完全に胸を広げ、いまやすっぽりと天幕を抱きこんでいた。

　火の粉こを弾はじき飛ばしながら漆黒の空へと、オレンジと真紅の螺ら旋せんの花を咲かすかのように巨大な火柱が立つ。

　熱気で風景が歪んでいる。

　ごおおおおおおおおお。

　爆ばく音おんが耳になだれこみ、熱い風が周囲を薙なぎ払う。

「潮く～んっ。いやぁ～っ。美しいですねぇ。燃えあがるこの天幕のステージっ」

　シリアスな気分を抱かかえていた潮の背後から、鳴瀬の声がした。

　途と端たんに。

　パッヒュ～ンッと間抜けな音をたてて、光が天をめがけて走った。

　光は上空で轟ごう音おんをたてて弾け──、

「たまや～っ」

　巨大な花火が広がる。

「は……はなびぃ？」

「スターマイヤーですよ。ぼくはこれが一番好きですねっ」

　うん、うん、とうなずく鳴瀬に、潮の下した顎あごがカクンと落ちる。

「どんなやり方でもいいから天幕ごと壊こわせって聖さんに命じられて、ぼくの血は熱く燃えましたともさっ。女神が降臨しても、しなくても、霊れい力りよくが発動して土地の空間が歪む。だから、トキがステージを踊り終えたら状況を見て、すべて壊して更さら地ちにして、霊気を祓はらえってね。ステージに車でもってぶちあたっての炎上、それでもって仕上げは炎のうえに花火でしょう？　美しいっ」

　まるで大切な作品を愛めでるように、鳴瀬は深くうなずいてニコニコと笑いながら花火を見上げている。

「まさかとは思うけど、用事があるからついていけない、ひとりで花を買いに行ってくれって言ってた用事って……」

　おそるおそる尋たずねると、鳴瀬が「もちろん花火の準備ですよ。いいでしょう。ね？」と、小首を傾かしげて満足そうに笑った。

「鳴瀬……おまえは本当にまた……」

　聖には珍めずらしい困こん惑わく顔がおである。

「なんですか？　聖さん？」

　鳴瀬は平然としている。

　聖は、仕方なさそうな吐と息いきをついてから「で、トキは？」と話の矛ほこ先さきを変えた。

「そうだよっ。鳴瀬さん。トキは？　トキはどうなってんだよ？」

　潮も思わず鳴瀬の腕をつかんで尋ねる。

　鳴瀬が背負って出てきたはずの、トキの姿はどこにもない。

　よもや、トキの身の上に何事かが起きた状態で、花火をしかけてたりはしていないだろうが──鳴瀬なら、わからない。

「縁えんの糸の繭まゆ玉だまから綺き麗れいに離して、ランダ女神の光も封じて、そのままステージ関係者の車に連れていきましたよ。寝ねています」

「封じられたか？」

　聖が問う。潮もそれが気になっていた。

「ええ。ランダのツボを、もしかしたら潮くんが突いたのかなあ～っていうか。ランダって鬼き子し母ぼ神じんのモデルにもなった女神だから、鬼女で絶対悪なのに、子どもに弱いし、母性愛とか、小さな者を守るみたいな気持ちに実は弱いんですよね～。あのしなびた乳ち房ぶさは、飢うえた赤子の腹を満たすための乳房ですし」

「なるほどのう。潮はヒヨッコだし、守りたくなったのかのう」

「たぶん、そうなんじゃないですかね。トキとか、あとはあの人鬼になった女の子とか、潮くんは自分が子どもなのに必死で自分以外のものを守ろうとしてランダに刃向かったから。人鬼は、ランダにとっては子どもであり、血族みたいなものですし、それを守ろうと決意されちゃったら、ランダ女神もコロリですよ」

「コロリか……」

　聖が「うむうむ」とうなずいて、つぶやく。

「コロリです。潮くん、十六歳にして天然で女タラシです。魔女ランダをも、タラシこんだ。もうこれで子作りもばんばんで子し孫そん繁はん栄えい間違いなしっ」

「……ちょ……なにそれ。どうなって……」

　話がまた妙な方向に転じている。鳴瀬といると、どうしてこんなに緊きん迫ぱく感かんがなくなってしまうのか。

　けれど──だから安心だと思えた。とにかくいまはトキの姿を確かめに行きたい。

「トキは車にいるの？」

　そわそわと尋ねると、聖が「じゃあ、見てくるか。だったら、物ぶつ騒そうじゃし、それを仕舞え」と、潮が握にぎっている珊瑚珠とオパール珠を差し示した。

「トキの縁の糸は復元できたかのう？　もともとの糸まで切れてしまっては、可か哀わい想そうじゃ」

　歩きながら聖が鳴瀬に問う。

「もともとが少ない糸ですからね～。彼女はいまやもう人形のようなものです。人間のようにたくさんの糸がかかっていては、神がかって踊るときに邪じや魔までしょうし」

　潮の胸がチクリと痛む。

「トキは──人形なんかじゃなくてっ」

「失礼な」

　潮がくってかかると、鳴瀬は片かた眉まゆを上げて憮ぶ然ぜんとした表情で応じた。

「はっ。失礼じゃわな。そりゃあな。鳴瀬にとってはな」

　なにがおかしいのか、聖がゲラゲラと声をあげて笑いだす。

「え？　失礼って、なにが？　だってトキが人形って言う鳴瀬さんのほうが」

「気づかんか？　潮？」

　聖がニタリと笑って聞いた。

「気づかないんですかね。まあね。それはそれで光こう栄えい至し極ごく」

　鳴瀬も柔らかく微笑ほほえんで潮を見つめる。

「え？　ええ？」

「鳴瀬こそ人形じゃ。もともとは」

「そう。ぼくはひとりきりだった小さな頃の聖さんが、唯ゆい一いつ、心を許した人形で」

「誰とも縁の糸を結べずにいたわしが、世界でただひとり、はじめて糸を本気で結んだ相手が人形じゃった。それでわしはクグツ遣いのワザを覚えたんじゃ。この人形に命が欲しくて」

「ぼくは聖さんの呪禁のワザで、人と同じように身動きできるようになって、だから聖さんのためだけに生きているんです。そして仕事をする。この人にもらった生命だから、この人にだけ捧ささげる。この人にだけ返すのです。ぼくが怖こわいもの知らずでいられるのは、ぼくの弱点が聖さんだけだから」

　ふたりの語る内容を理解できる。

　できるが──それを信じられるかどうかは、別であった。

　潮は狐きつねにつままれたような心地ここちでただ耳を傾かたむける。

「おかしかろう？　わしが専門の巫み女こ踊おどり以外の呪禁のワザも使えるように鍛たん錬れんしてきたのは、鳴瀬を自由にしたかったがゆえじゃ。鳴瀬が有能になったのも、わしの役に立ちたかったから。それだけじゃない。わしは鳴瀬と縁の糸を結ぶことで、やっと、他の人間と糸をつなぐのも怖くなくなったんじゃ。鳴瀬がこの世界にいなければ、潮、おまえは生まれておらんかったかもしれん。わしは誰とも縁を結べず、この世の果てで、ひとりきりで朽くちていたかもしれん。おまえの母親を産むこともなく。当然、おまえが生まれることもなく」

　遠い、なつかしむような目をして、聖はささやいた。

「その結果、ぼくはこうして命をもらい、聖さんに永遠の片思いをし続けている。聖さん、どうしてぼくの想いに応えてくれないんですか？」

　鳴瀬が熱い視線を聖に向けて言い放った。ぎょっとして鳴瀬の顔を見て、次ついで、聖の顔を見る。

「性格に難がありすぎる」

「性格以外は素す晴ばらしいですよっ」

　聖は、拳こぶしを握りしめて前のめりになり主張する鳴瀬を無視して、潮を見てつぶやいた。

「不思議じゃろう？　こうして鳴瀬を見ると、いろいろなことがわからなくなる。人形と人間の違いとはなんじゃろうの」

「人形と人間の違いは簡単ですよ。聖さん」

　鳴瀬が胸を張って答えた。

「ほお。鳴瀬には、わかるのか？　説明してくれ。なんじゃ？」

「顔が綺麗なのが人形で、汚いのが人間です」

　きっぱりと断定した鳴瀬に聖は半眼になり、嘆たん息そくした。

「おまえに期待したわしが間違いじゃった」

「ええ～？　なんでなんで？　聖さ～ん。なんでぇ？　真実じゃないですか～？」

「一生やっとれ」

　聖は呆あきれたように失笑し、あさっての方角に顔を向ける。

　そんなふたりを炎が照らしている。

　内側に天幕小屋を抱ほう擁ようした炎の姿は、琥こ珀はくのようだ。

　色を変え、形を変える、この世のものではない天上の琥珀のようだ。

　懐ふところに影をとらえて飴あめ色いろに溶けている。

　抱えこまれた天幕の黒い影が、弾けながら形をなくしていく。

　その頂上に、次々と咲き誇ほこる巨大な火の花。

　陰いん惨さんだった状況は、花火のおかげで陽気なカーニバルへと事態を変える。

　最も美しい供く物もつは。

　燃やしてはならないものを燃やすこと。

　捧げてはならないものを捧げること。

　舐めあげるように透とう明めいな炎が輪りん郭かくに沿って昇のぼってゆき、頂点にしばし留まる。

　炎はゆっくりと天上を目指して腕を上げ、一点中空を指さして停止すると、次の瞬間、天幕ごと崩くずれ落ちていった。

　終幕の舞踏家のように。










[image: ]










「ぶほゆええええええっ」

「げえっ、きったねええ。噴ふくなよ、バカッ」

　いまどき珍めずらしい木の床ゆかの上に茣ご蓙ざと布ふ団とんを敷しき、潮うしおは横になっている。

「なんだよ、これえ。人間の飲むもんじゃねーよー。ぺぺぺぺぺ」

　半泣きの潮の手に握にぎられているのは、小さなコップ。

　中には、ずっと放置されてコケでドロドロになった水のような液体が、半分ほど入れられている。

「頼むよお。本当にコレ、飲んでいいのお？　ねえ、苦いんなら、まだいいんだよ？　でもこれ、青あお臭くさいんだよおお。本当にばあちゃんのクスリ？　本当はそこいらに置いてあった水すい槽そうの中身なんじゃないのお？」

「く、す、り。いつまでたっても体力が戻らないきみのための、く、す、り」

　甲こう田だが言い放つ。

　床に正座し、盆ぼんを膝ひざに抱かかえたさまは、どこか昔の世話やき女によう房ぼうのようにも見える。

　ただし、このガタイを勘かん定じように入れなければ、だが。

「さ、飲みなさい」

　ぐいと鼻先が触ふれるほど顔を寄せ、寝ね間ま着きの潮に要求をする。

「…………っ。だめ、飲めない。これなんなの？」

「……潮クン。これの中身、なにが入ってるか聞きたい？　聖ひじりばあちゃん特製の強きよう壮そう薬やくだよ？材料名、本当に聞きたいの？」

　階下のキラク堂。

　店頭はまだいい。

　裏にある漢方薬の原料の棚たなにある、魑ち魅み魍もう魎りようとしか思えない干ひ物ものの類たぐいを思い出し、潮は本格的に泣き顔になる。

　蛇へびもあったし、ミミズもあった。

　コケもあったし、キノコもあった。

　そうそう、なんだか発はつ酵こうしているやつもあったっけね。

「いいでーす。飲みまーす」

　目を閉じて、ぐいっと一気に空あけた次の瞬間。

「だぶえええええ」

　やはり潮は盛大に噴き出したのだった。
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「眠れそうかい」

　結局甘い薬茶をすすり、横になった潮に、甲田が声をかけた。甲田はさっきの騒そう動どうで汚れた床を片づけ、新しい茣蓙を持ってきている。

　階下の店は、珍しくも聖が番をしている。

　今夜はひどく静かな夜で、外を流れる風も少し涼すずしい。

　黙だまりこんだままの潮に視線を投げると、甲田は手際よく敷物を広げ、作業をはじめる。夜や気きのたちこめる部屋に、快こころよい青い植物の匂においが広がった。

「キラク、ゴクラクとね」

「……なんだよ、それ」

　問いかけた潮に、ゆったりと甲田は笑う。

「子どもにはわからないオマジナイ」

　なにを言い返すこともなく、潮も少しだけ笑った。

　トキは無事だった。

　聖に仕事を依い頼らいしてきた興こう行ぎよう主ぬしとマネージャーは、天てん幕まくの炎上とステージに穴があいた損害に怒いかり狂くるっていたが、それを宥なだめたのは「とある黒幕」なのだという。日本国において多大な力を持つ人物が、聖の後ろ盾だてとなり、聖たちの行いをかばって──すべては、いいように丸く収められた。

　ニュースにもなった大事故だったのに奇き跡せき的てきに死者は出ず、重じゆう篤とくな怪け我が人にんもゼロ。これはひとえに自分たちの活躍のおかげだと、聖と鳴なる瀬せは胸を張って威い張ばっていた。

　怪我をした人びとに対する補ほ償しようは、興行主がかけていた保険でまかなうことになったのだと伝え聞いている。該がい当とうの保険会社は大おお慌あわてだろう。

　トキはというと──ランダ女神を内側に閉じこめたまま、しばらく休きゆう暇かを取るのだそうだ。

　潮への伝言は──『あなたがあまりにも使えないから、自分でどうにかしなくちゃって、立ち上がれた。そうじゃなかったら女神を封じこめられなかったかもと思うと、あなたのふがいなさに感謝するわ。これからも、ここぞというときに使えないままでいて周囲を鼓こ舞ぶさせるといいわ。ありがとう』だそうだ。

　最悪。

　けれど結果はどうあれ、トキが女神を封じこめ「人であること」を望んでくれたなら、それでいいのかと思う。

　サキについてもまた、かろうじてでも「人である部分」で潮とつながっているのだから、それはいいことだと思いこんでいる。

　さらに言えば、聖の裏側につく巨大な政治的力を持つ者とやらが──トキに「神を宿したままで生きるための技術」を教えるようにと、聖たちに命じた。

　呪じゆ禁ごん師しでもなく、その血筋でもないトキなのだが、体力が戻ったら、聖の下についてとりあえずなんらかの修しゆ行ぎようをはじめることになるらしい。

　もしかしたら日本に、第二の現あら人ひと神がみが現れることになるのかもしれない。

　しかもその神は、バリ島の女神。

　なんという混沌カオス。

　階下から、扉とびらを開ける大きな音と、甲かん高だかい笑い声が聞こえた。

　潮が顔を上げる。

「あの声、キリコ……？」

　一瞬手を止め、耳を傾かたむけていた甲田がうなずく。

　しばらく聞き耳をたててから、思い出したように言う。

「ああ。そういや、鳴瀬さんもいたぜ？」

「鳴瀬さん？　うげっ」

　実際のところ鳴瀬が本当に人形なのか、人間なのか、潮にはよくわからないままだ。

　ままだが──鳴瀬は変わらずにあの性格で、そして潮の呪禁の師し匠しようとなってしまった。

「なんか最近なあ、あのふたり、気が合ったみたいでなあ」

　ぼそりと甲田が言葉をつむぐ。

「ふたりって？」

「いや。三人か」

　しゃがれた老ろう婆ばの笑い声と、鳴瀬の醱はつ剌らつとした声、クセのあるドラッグクイーンの笑い声が三重になって聞こえてきた。

　背筋が寒くなる。

　最強・最悪のタッグが組まれてしまったような……。

　どたどたと階段を駆かけ上がる音がして、ふすまがガラリと開かれる。

「潮くんっ。なに調子にのって寝ねてるんですか。こんな子作りの足しにもならない大男とイチャイチャしてはいけません。おじいちゃんは潮くんをそんな孫に育てたつもりはないよっ。もっとちゃんとした相手と子作りをして……」

「子作り子作りって……。しかも、今度はじいちゃんかよ。鳴瀬さん、じいちゃんだったことないしっ」

　潮は、うわーっと大声をあげ、両耳をふさいで鳴瀬の声をブロックする。

「ぼくの夢を壊こわさないでください。いつか聖さんと相そう思し相そう愛あいになって、潮くんのおじいちゃんと呼ばれたい。それがいまのぼくの夢です。さ、寝てないで、練習の時間です。行きますよ」

　鳴瀬が潮の手を握り、布団から引きずりだした。
















「そんな～。もう少し休ませてくれたって……」

　泣き言を言っても、聞いてくれる相手ではない。引きずられながら、潮は、枕まくら元もとに大事に置いておいたお守り袋を咄とつ嗟さに握りしめる。

　オパールの封じ珠だま。珊さん瑚ご珠だまはまだ扱あつかえそうになく、封じの紙を巻いたまま、キラク堂の奥に安あん置ちしている。

「サバト……」

　潮たちを見送る甲田の独白。

　ぽっかりと浮かんだ月は、すでに半月。

　憑つきものが落ちたように、白く冷たい光を放っていた。








了
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　こんにちは。佐さ々さ木き禎てい子こです。

　今回のお話は「第二次世界大戦が回かい避ひされた、架か空くうの別次元の日本」を舞台としてお届けしております。と、書くと、なんとなく難しそうに思えますが、ただ車が空を飛んでたり、呪まじないが科学と共存していたりというそれだけで、その他のことは細かいことは考えずに読めるようになってますので、どうぞ安心してお手に取ってくださいませ。

　で、なんでこんな舞台設定の話になったのかというと……。

　車が飛んでるところを書きたかったからだ、という。

　実はこれ、もう十年以上前の、私が商業出版物を一冊出していただいたぐらいの頃に書いたきり、ずっと懐ふところであたため続けていたお話なのです。そのときの私は心の底から「車を空に飛ばせたかった」のです。

　依頼していただいた原げん稿こう以外に、自分の楽しみのためだけに書いていた原稿というのが昔はいくつかありました。決して表には出ない作品。捨ててしまったり、紛失したりしたものが多い中、この原稿は読み返しても、車が空を飛んでる部分以外にも（笑）「やっぱり好き」と自分でも思い、定期的に手を入れてみたりなんだりとお色直しを自主的に加えてきて、このたび、ビーズログ文庫編集部さんにご相談し、出していただけることとなりました。

　自分の書いたお話はどれも自分なりに愛いとしいけれど、ずっと卵のままで懐に抱かかえつづけていた今回のお話とキャラたちは、その抱えていた年月のぶん、さらに愛しさも増しているような気もします。

　私は、聖ひじりさんと鳴なる瀬せさんと甲こう田ださんがお気に入り。

　この三人はとても書きやすいキャラです。変人って書いてて楽しいですよね！

　ところで、いまと昔、さすがにいくつか変更箇所があり……最大のポイントは、ラストシーンです。

　これ、ずっと昔の原稿だと、ラスト、私はためらいなく、主要キャラを殺してしまったのですね。それを読んだ友だちが「ここ、このキャラを殺したらダメでしょう。こんな形で読者の期待を裏切らないで！　裏切るときは気持ち良く裏切って」と強く主張し、そのキャラはあらためて生き返ったという経けい緯いが。

　友だちに説得され、すぐにラストシーン書き換えましたよ。

　あとがきを先に読まれる方に対してネタバレになるので、誰とは書けないのですが……書き直してみて「そうだよね。この人が生きてないと、残念な話になるよね」と、いまなら、わかる。当時は、わからなかった……。昔の私の感性は残念だった……。

　そのときに友だちと話して悟さとったのは「水戸○門のご一行は、最後に印いん籠ろうを出して話を収拾するのはお約束。そのお約束と期待は決して裏切らず、けれど「おお、こんな展開になるのか!?」と途中で驚かすような形の、物語の筋道予想の裏切りは入れること」ということでした。

　友だちに怒られて、まったくもってそのとおりだよなあ、それがおもしろい娯ご楽らく物語ってものだよなあと反省し、と同時に「おもしろいもの書きたいなあ」と強く思ったものでした。

　というわけで、『キラク堂顛てん末まつ記き』。拙つたない部分も含めて、私の、初期衝しよう動どうに満ちあふれた物語です。読んでくださった方に、なにかしらおもしろいと感じてもらえたら本当に嬉しいし、幸福です。

　担当編集さまにはビシバシとむち打っていただきました。いつもありがとうございます。イラストのカトーナオさま。キャララフ見た途端、脳に蜜みつが滴したたりました。かっこよくて美しくて可か愛わいらしくダークでというキャラたちの姿に身もだえしています。ありがとうございます！

　そして、やはり、なによりの感謝は、このお話を手に取ってくださった皆様に。

　ありがとうございます。

　またどこかでお会いできますように──。








著者

佐々木禎子

Teiko Sasaki




札幌と東京を行ったり来たり中。

みずがめ座　Ｏ型

このあいだなにげに姓名判断をしてもらったら「あなた夏が苦手な名前ですね」と言われました。

実際、夏は苦手なんですが、名前でそんなことがわかるの!?










イラスト

カトーナオ

Nao Kato




10月21日生まれのＯ型。

初めまして、

いつも絵とか漫画描いてる人です、

それ以外は寝ています。

どうぞよろしくお願いします。

http://kato-nao.jugem.jp/
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